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はじめに 


このたびは、弊社製品ハイパーヴィジュアルアドペンチャー『神の聖都』を、 
お貢上いただき誠にありがとうございました， 

ゲームを始める前に、まず本マニュアルの第2章をよくお読みいただき本製品 
の使用法や、コマンドの意味などをご理解ください。 

第3章は、 G ’ 神の聖都』の世界をより深く味わっていただけるよう、詳細な 
資料編を設けました。 

この第3章の中には、かならずやゲームのヒントとなるであろう多くの事柄 
が記されておりますので、ぜひ一度お読みください。 
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内合 


- 

•_•■ ■. _ • _ : . ■- .‘_ • ..•• » . 


ぜ: i トー 


『神の聖都』のパッケージの中には以下のものが入つております。 

必ずご確認ください。 


■ PC -8 8 01シリーズ 

フロ ッ ピーデ イスク （ 5 ” 2 ]) > 

DISK A 〜 H 8枚組 


■ P C ~ 9 8 01 VM シリーズ 

フロッピーディスク （ 5”2 HD > 

DISK A 〜 C 3枚組 


■ PC — 9 8 0 1 UV シリーズ 

フロッピーディスク （ 3 ■ 5”2 HD > 

DISK A 〜 C 3枚組 



I 


i 


I 
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■各機種共通 

オリジナル8 c m ミニアルバム 
本マニュアル 

保証書及びユーザー登録カード 
通信販売用郵便振替用紙 


※もし、不良品などございましたら、弊社ユーザーサポート係まで、 
直接お送りください ◊ また、ユーザ_サポートや保証に関しては 
第4章をご覧ください。 



MSX 2/ MSX 2+ シリーズ 

フロッピーディスク （ 3.5”2 DD ) 

DISK A 〜 D 


4枚組 


枚部枚枚 

IX IX IX 













『神の聖都』は、アドベンチャーゲームでありながらゲームを解き終えた時 
に、あたかも一本の映画を見終わったような満足感をユーザーに持たせたいと 
いうコンセプトにより製作しました A そのため、各画面にアニメーション効果 
をふんだんに取り入れ、音楽や効果音と画面を同調させて演出していくなど、 
非常に映画的な、またテレビアニメ的な作品をめざして取り組んできました。 

そのため、3年間という長い時間をかけて構想し、そのコンセプトを達成す 
るために、グラフィックス、音楽、シナリオなど、各所にプロのスタッフを結 


集しました。 

それにより出来上がったのが、映像効果を計算し尽くした絶妙なアングルを 
持つグラフィックスと、独特なフレーズを持ち、ムードあふれる音楽、そして 
すべての骨格となるドラマチックな展開のシナリオでした 

こうして各分野の素晴らしい素材が集まり、それに奮起したプログラマーの 
テクニックが冴えに冴えてこの F 神の聖都 j が完成したのです。 

このゲームは、従来のグラフィックだけが先走りした、視覚や聴覚だけを刺 


〇 


激するゲームではありません。 

グラフィックを中心にしてはいますが、音楽やシナリオが見事にそれを支え 
る柱となり、アレイする人の視覚、聴覚そして心までも同時に刺激できる、ま 
さに新感覚のゲームなのです。 

当社では、こういった単にビジュアルという言葉では表現しきれない高品位 
のゲームに対して"ハイパーヴイジュアル”という言葉を用いることに決定し 


ました 

この 


〇 


li 


ハイパーヴイジュアル”シリーズはある時はシミ 


時は口ールアレイング、またある時はさらなる未知のジャンルへと、さまざま 
に進化、変貌を遂げていくでしょう。 

ハイパー ヴ ィジュ アルア ドベンチヤー 『神の聖都』は、 

その記念すべき第一弾なのです。 











■ ゲームの 進め方 


起動法と操作に ついて 
•ゲームの 起動 
•キーの操作 

•セーブ.口ードについて 
嫌ゲ'—ムオ' ー バ ー 
戦闘シーンについて 
コマンドの説明 
メインコマンド 
戦闘モードでのコマンド 
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參ゲー厶の起動 


議 PC - 8800シリーズ ( SR 以降） 

1、まず、動作モードを V 2 モードにしてください。クロック切り替えが 
可能な機種 （ FH ， MH，F A , MA , MA 2, FE ， VA , VA 2 , 
VA 3) をお使いの方はクロック 8 Mz でお楽しみください。 
※サウンドボード n を内蔵している機種 （ FA , MA , MA 2, VA 2 , 


VA 3) をお使いの方や、サウンドボード H を増設してお使いの方は、 


音響端子をステレオやラジカセなどの外部機器に接続することをお勧め 
します。本製品はサウンドボード II に対応しておりますのでより臨場感 
溢れるステレオサウンドでゲームを楽しんでいただくことができます。 

2、周辺機器、本体の順で電源を入れてください。次に D I SK A をドラ 
イブ1に 、 D I S K B をドライブ2にいれてリセットボタンを押して 


ください d 

3、以下は画面の指示にしたがってください 


_ SX 2、 MSX 2+ 

1、 本製品は MS X —MU S I C ( F M-P A C ) に対応しておりますので 
F M — PAC をお持ちの方は空いているスロットに PAC を差し込んで 
ください。 （ PAC へのセーブはできません。） 

2、 周辺機器、本体の順で電源を入れてください。次に、ドライブのアクセ 
スランプが消えているのを確認してドライブに『神の聖都 』 DISK 
A を入れてください。 

3、 リセットボタンを押してゲームを立ち上げてください。もし内葳ソフト 
が立ち上がった場合は Ba s i c を選択してください。 

注、特定の MSX 2もしくはディスクドライブを増設している MSX 2では 
そのままではソフトが起動しないことがあります。そのような場合は、 
CTRL キーを押しながらリセットを押して起動しなおしてください a 
なお、2ドライブ機での使用はドライブ1側のみで使用してください。 
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■ PG - 的 00 シリーズ ( VM 、 U V 以降） 

注 、 PC — 9801は特別なモードの設定などはありませんが、本ディスク 
はそのままでは起動しませんので 、 MS — DOS の組み込みを、以下の 
方法で行ってください。 

1、 以下のものをご用意ください。 

PC -980 1本体 （ V M , U V 以降〉、 

モニター デ ィス アレイ、 

日本語 MS — DOS システムディスク、 

『神の聖都 』 DISK A . 

2、 周辺機器、本体の順で電源を入れてください。次に MS — DOS システ 
ムディスクをドライブ1に、『神の聖都 』 DISK A をドライブ2に 
いれてリセットボタンを押してください。 

3、 DOS の入力待ちの状態 （ A > が表示されています。〉にして、以下の 
文をキーボードから入力してリターンキーを押してください。 

A>B : S Y S C O P Y 

すると、ドライブ1から、ドライブ2へ MS — DOS のシステムが転送 
されます。 

4、 「組み込みを終了しました。 J のメッセージが出ましたらドライブ1の 
MS — DOS システムディスクを抜き出し、ドライブ2の『神の聖都』 
DISK A をドライブ1に、『神の聖都 』 DISK B をドライブ2 
に入れてリセットボタンを押してください。 

5、 以下は画面の指示にしたがってください 6 
なお、次回からは 

『神の聖都 j DISK A をドライブ1に、『神の聖都 』 DISK B 
をドライブ2にセットしてゲームを起動してください 。 
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_ キーの _ 作 

■ PC - B 800 シ U —ズ、 PG -9800 シリーズ 

像コマンドの選択 

テン.キーの8か4でカーソルが上昇し、2か6で下降します。 

•コマンドの決定、実行 _ 

リターンキーでカーソルの置かれているコマンドが実行されます， 

#コマンドのキャンセル 

E S C キーか、テン.キーの0でコマンドがキャンセルできます。 

•メ ッ セージの早送り 

スペースキーでメ ッ セージが1行ずつ早送りされます。 

押し続けるとメッセージが次々に早送りされます。 

_ MSXS 、 MSX 2+ 

春コマンドの選択 

カーソルキーの 上で力—ソルが上昇、下で下降します。 

參コマンドの決定、実行 

スペースキー 又はリターンキーでカーソルの置かれているコマンドが 

実行されます。 

#コマンドのキャンセル 

ESC キーでコマンドがキャンセルできます。 

鲁メ ッ セージの早送り 

メッセージが表示されている途中で、上記のキーのうちいずれかを押すと 
メ ッ セージが早送りされます，またメ ッ セージの途中でキーの入力待ちに 
なることがありますので、この場合もいずれかのキーを押してください。 

♦ジョイパッドでの操作 

MSX 2/ MSX 2 +用はジョイパッドに対応しています。 

I ボタンがコマンドの決定、 n ボタンがコマンドのキャンセル、 

方向キーの上下でコマンドの選択です。 

メッセージが表示されている途中で、上記のキーのうちいずれかを押すと 
メッセージが早送りされます。 
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•セーブ •ロードに ついて 

籲ゲームのセーブ 

『神の聖都』ではゲームのオ_アニングが終了した後であれば、特別な場面 
(戦闘シーン等）を除いて、どの場面でもセーブをすることができます。 
ゲーム中、保存コマンドを実行するとセーブするエリア （ 1から3 ) を聞いて 
きますので好みのエリアを指定してください。 


注1、 指定したエリアに以前セーブがされていた場合は、 データが上書き 
されますので 以前のデータは消去されてしまいま すゃ 
注2、各機種とも I ) I SK A にセーブしますので 、 D I SK A を 
書き込み禁止状態にしな い でくだ さい。 

注3、 MSX 2/ MSX 2+ (ま 1ドライブに しか対応していませんので、 
保存コマンドを実行したときはメッセージにしたがって D I SK を 
入れ替えてください。 

#ゲームのロード 

『神の聖都』 では、ゲ_ムの立ち上げ時にのみ セーブした データを ロードし 
て続きをプレイすることができます。 

画面にウインドウが出たら 「LOAD GAME 」 を選んでください 6 次に 
エリア1〜3の中から口_ドしたいデータの入ったエリアを選んでください。 
セーブした画面から ゲームを 再開できます。 

•ゲ ー 厶才 一 7 V — 

ユウキが不覚にもモンスターに倒されてしまったり、トラップにはまって死亡 
してしまった場合にはゲームオーバ ー となります。 

ゲームオーバーになった場合は、 PC シリーズでは DISK A をドライブ1 
に 、 D I SK B をドライブ2に入れてリセットしてください。 MSX 2 版は 
DISK A をドライブに入れてリセットしてください 9 
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①メイン画面 
㊣ メッセージエリア 
⑬コマンド表示エリア 


④武器表示エリア 

©モン スター のヒットポイント 

⑮ユウキのヒットポイント 


| 回 

残りマガジン数 



残り弾数 
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①メイン画面 

モンスターとユウキの戦闘が、リアルなグラフィックスで表示されます 


② メツセ_ジェリア 

モンスタ_の攻擊を受けたユウキのセリフが表示されます。 

③ コマンド表示ェリア 

その時ユウキがとれる行動が、コマンド表示されます。 

武装を選んだ場合は、武器のモードや種類なども表示されます。 

④ 武器表示ェリア 

その時ユウキが手にしている武器が表示されています。またその武器のモー 
ド、弾薬数、マガジン数なども合わせて表示しています。 

⑤ モンスターのヒツトポイント 
モンスターの体力が表示されます。 

⑥ ユウキのヒットポイント 
ユウキの体力が表示されます0 

マガジン交換のできる武器では残りのマガジンの数が、 

弾丸の補充ができる武器では残りの弾丸数が表示されます0 


J3 
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メインコ▽ンド 


見る 

指定した物や場面、人などを見ます。 

話す 

そこにいる人と話をします。独り言を言ったり、呼びかけたりもします 

調べる 

「見る」よりも詳しく何かを探ります。 


取る 

その場面にある物を取ったり、はずしたりします。 

使5 

所持品やその場にあるものを使用します。 

ユウキ 

いわゆる「考える」コマンドです。 

携帯品 

持ち物を誰かに見せたり、持ち物の確認などをします。 

讎 S 

ゲームをセーブします。 









武装 

武器類のコマンドの総称です。 


武器選択 

最大7種類の武器から装備する武器を選びます。 

モード選択 

MP 5 A 3 や GMB — 7 34を使用中に、フルオート、セミオートグレネ 
ー ドなど使用するモードを選びます0 

弾の装塡 

G M B — 7 3 4を使用中に、グレネード弾と ナパームの 切り替えをします 
ただし、戦闘中には行えません。 

捨てる 

現在使用中の武器を捨てます。 

移動 

ゲーム中、他の場所に行きたいときに選択します，ただし、やるべきことを 
すべてやらないと移動コマンドが出てこない場所があります。 

•歩く 

これを選択すると他の場所まで歩いて移動します ◊ モンスターと遭遇する確 

率が上がりますが、アイテムを拾ったり、手がかりなどを見つけられる確率が 
上がります。 

•走る 

これを選択すると他の場所まで走って移動します t モンスターと遭遇する確 
率が下がりますが、アイテムを拾ったり、手がかりなどを見つけられる確率も 
下かってしまいます，また、走っている最中にモンスターと逋遇する>体力が 
落ちた状態で戦わなければなりません。 
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戦闘モードでのコマンド 


戦う 

現在使用中の武器〈モード）で、モンスターと戦います， 

戦闘では、アレイヤーが先行でコマンドを入力できますので、モンスターに 
応じて武器を替えるなど、自分なりの戦略を考えるとよいでしよう。 


逃げる 

モンスターとの戦闘を避けて逃げます。成功した場合は、モンスタ_に遭遇 
した1歩手前の場所に戻ります。失敗するとモンスターの攻撃でダメージを 
うけます。 


マルチラザァ ー バンドウインドウとは 

このゲームのコマンドウインドウ中に表示され恙コマンドの数は、 
常に一定ではありません。状況に応じて、董、内容ともに変化します0 
このような可変性をもつウインドウをマルチラヴァーバンドウインドウ 
と呼んでいます0 
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讓ヨ: 
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武装 

武器類のコマンドの総称です。 


武器選択 

最大7種類の武器から装備する武器を選びます 


モ ー ド選択 

MP 5 A 3 や GMB - 7 34 を使用中に、フルオート、セミオート、グレネ 
ードなど使用するモードを選びます。 


•フル オート 

MP 5 A 3 と GMB — 734で選択できます。1回の戦闘でマガジン][個分 
i 3 0発〉を消費します^次からはマガジン交換をしないと使用できません， 


•セミ:オート 

MP 5 A 3 と GMB — 7 34で選択できます。1回の戦闘で弾3発分を消費 
します。単発の銃よりは効き目があります。 


•クレネ ー ド •ナパ ー ム 

グレネードとナパームの切り替えは戦闢シーンでは行えません 
通常シーンのモード選択で行ってください。 


マガジン交換 

銥器に対する弾薬の補給ほマガジン単位でおこなわれます <• 弾を使い切った 
らマガジン交換を選んでください。マガジン1個と引き換えに弾数が最大値ま 
で補給されます。 
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■■■ D 『アガルタ^ 

その怪しい世界を行く 


ここ/二く i 1は自由ぅ、、あ 2). 〇 

ここ/二〇 I ば誰/二も逭われな V ， 〇 

ここにブ U れば…… 〇 

妄趙をいだ、，た、隨し、港たち ， f 

我先/念境界を越 i 1 X 2)。 

そじ:4\アガ山ヌは、 

寸べ1：の E をのみこんだ••… ，. 0 













19 9 0 年 8 月 8 B 午後 8 時、横浜鬨内を中心とした限定された地域に突如 
大異変が起こった。一夜にして都市は崩壊、死傷者、生存者共に不明。 

早速行なわれた自衛隊と米軍の合同調査の結果その事態を重く見た政府は、調 
査を打ち切り、生存者の存在を否定し、その地域の隔離分断を決定， 

しかし政府の発表にもかかわらず、生存者についての噂は途絶える事なくささ 

やかれ続けたンノ ' / ハ ^ / n j 7 : ] 

隔離分断により無法地帯となったその地域にほ樣々な理由による逃亡者達が 
監視の目を潜り抜け侵入、やがて自分達だけの町を作り上げ、いつしかその地 
域は、皮肉まじりに「アガルタ（希望の地〉」と呼ばれるようになった， 
当初はマスコミを騒がせていたそれらのニュースも、いつしか人々の話題にの 
ぼる回数も減り、「アガルタ」は、ごく当たり前の存在となり忘れられていっ 
た 。 '、'J / ， “'r :丨） 
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そして二年 _ • ■ひとりの若者が海からの侵入に成功し、「アガルタ」の地を 


踏み締めていた。 

異変により消息を絶った恋人を捜し出すために、四度の失敗を繰り返した後の 

成功だった， I f ]' ィ ;: f レ / j M . 

彼の名はユウキ（勇樹〉 rz ;:: fTJ 71 \v 

「由加利 ■ ■. 」 乂_ 

そうつぶやくと、彼はキッと行く手をみすえ、大きく一歩を踏み出した 

^2 f - | \ 长 ぶ ^*. •*_" *** ! ^E- ■ 

「アガルタ」という名の異世界へ向かって |y 


ザ_‘在. 
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〜前兆〜 

1990年 ■ • ■横浜。 

80年代後半から恒例のように続く異常気象は、その年もまた日本列島に冷 
たい夏をもたらした。関東北部の穀倉地帯では、おとなの拳ほどのヒヨウが 
三日間降り続き、農作物はほぼ全滅に近い被害を被った。それは東海、九州 
でも観測され、遂に日本における食料の自給率は50%を切った。 

厚い雲に覆われて、終日陽の射さない日が何日も続き、肌寒い北風ゆえに海 
岸を訪れる人影もまばらとなった、そんな短い夏。 

それほ..•これから物語られる異変の前兆にしかすぎなかったのかも知れ 
ない. 















♦山下公園 PM 3:45 

晴れ上がった午後の一時を、陽の光を味わうように散策をする人。あるい 
はデ ー トを楽しむ恋人たちで、ここ山下公園は久しぶりのにぎわいをみせて 


いた. 

短かった夏を惜しむのか、セミたちもひっきりなしに狂おしく鳴き続けてい 
る。老いも若きも同じように、笑みを満面に浮かべてそぞろ歩きしている. 
なにしろ陽が射すのはほぼ半月ぶりなのだから誰しも§然に笑顔になってし 
まラ。 


その人々の間を軽やかに駆け抜けて行くセーラー服の少女と、その少女の 


後を分厚い本をいくつも抱えながら、あたふたとついて行く少年がいた 


〇 


S ' 


ちょ、ちょっと待ってくれよ才 


由加利、由加利ったら 


たまりかねたように少年が大声で少女 ■ 由加利に呼びかけると、由加利はそ 

，’’'~^テぬほ^ 

れに応えるようにクルリと振り返り、ピンクの愛らしい舌を少年に向かって 


ぺろりと突きだしアカンべ一をして見せた 
少年はあきらめたようにため息をつくと 




/ 


〇 




■，ル 


/ 


W % 




/ 


.-ノ 1 M 


.. — ご ’ 

パン 


I 悪かった！わたくしが悪うございました.海より深 





M 


// Vf ' 

空より高く 

墨\ 


m _ 


反省してますです。ハイ a 


そう言つ 



コツ^:由加利に頭を下げた 


だめつ 


反省の色がかけらも見えない！ ぜ一った U ! 

jjp jl. 


〇 


許して 


あげないんだからねッ 


由加利は腕組みをしてプイッとそっぽを向く 


¢3 


そんな殺生な 


_ _ 


頼むからさァ 


ねえ 


\ 


「やだ！」 少年の拝むような頼み込みを一言で片付けると、由加利はズイ 


\ 


\ 

令' 


■ ■ 


ッと少年を指差し目を細めた。 

「ユウキなんか本と結婚すればいいのよ！ / 

二時間も図書館で本探しだなんて* _/•《？ 

年.ユウキの目があらぬ所を見ているのに由加利は気がついた 
胸の付け根あたりから喉もとまで一気に熱いものがカツと走った気がした。 


• ったく人の事ほっといて 
そこまで言い放つうちに少 


A 


〇 


: r 




ユウキッ 


聞いてるの！？ 


ず 



: : 


? .V-W P ■... 




111111 I 一 - ■ ■ L 


: S— • ベ .、 .d ii—n 1 

.-v>—W 



V. V . 

私.…..:::. 
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—> W __| W <— » 


■ ■■ 


ユウキはふぬけのような表情 


^ ww « yW ^ Ofrlw " IGDD ' 

■*A V —V ム 、‘ ■>_••■' 


その声が届いたやら届かなかったやら* 

,••‘ •-、•• v i _ iVx — I ■■ bv %y a — - - ! i ■ •■ 、 1 ': .v, 1 .* '' 77 一 — -i— :: •. 一 ^*/ y*.. . - ".v» • —… *• - *.• 一 ** • - ‘ i 喜 -- il 1 

のまま由加利の背後の彼方を見続けている 

. - - - - - - .»*uvt し ....I l>u ■■し . t , I ■• <a ； n - I TTTflO-, !! ■'!'- ■ 里 " 丨 "w 

さすがに不審に思った由加利が振り返り、ユウキの見る彼方へ目を向けると 

— . .I I in II i— - j • - > AvuCV.tSSirrAVT^^ 1 yc ^Tif' r 

その彼方の空の一点からもくもくと雲が湧き出るようにして空を覆っていく 

ww ■■_■«■ .. 11 .- , *. - -- ■ 

_ ___ < w.ai^.vwt'.'wi tJ ■ 垂 ,»»%■. ?S&Cn-??T -*>?>:..-■♦■• 1 1 - - .-UL. .. -J J L«.. . „ ■ 1 1 • - • ■ • A - ■ J ■ ■ ■ • 1 - - - '• - ■ • ■* r ' .••■■•.. * • 1 • _ - 

I•■.•... ザ "* * 1 “" i “ 》 i ■"*»■»«■« …* a- •••編 >» _■ MWMW^g^nwfgow^^*— 

^ 獻 1 fe .，w .» w . - ..,». w.w .?■•.. ..w VA . .'.A 

i-i tr ^ ^ . ■»«»-••. ... 

jr "■ "I Jp jF - ^— .• •• ..■.；.....•..- j ...... 

^ J 14 ノ, 。 


i _ 


なんなの！？ あの雲？ 


hijjiunfc — vwvai < tyiirwywfi * VjiMiywrf 4 » rtmrrmiTiv i rt*.TVi 

!；.... ! ..J.'l. ：!■：•• •■! .■- ■•■•■■■- ■ •.■.■■■ vv.-.v---VAN 

-•.，•，一.. i ■•-—r *-—>•.■.■•—*t - -- - -.-fr— ••,■■• -.v 


.■■■，■一… 


思わず声に出してしまうほど異様な雲の発生の仕方だった 



〇 


宙の一 1 点に固定されたノズルから吹きたされた黒煙か見る見る四方八方に 


広がって行く。そんな感じの雲の発生の仕方など聞いた事もない 


0 


竜巻？ 


■ •■画 


じやなさそうだ 


m m m 




ユウキはつぶやきながら首をひねった 


〇 


応地学は得意科目の 一つ だ 


0 


あれも 


m m m 


異常気象のせい？ 




先ほどの怒りも忘れ、おどおどとユウキに身を寄せながら不安気な面持ちで 
由加利は問いかけた。今年の夏ほどこの異常気象という言葉が脳裏に焼き付 
けられた日々はなかった。事実この夏は一度も泳いでいない。そのせいか何 


事か異様な事態が起こるたびその言葉が無意識に口からこぼれてしまう 


ぐ 


r わからん 


つぶやいた 


〇 


〇 


ユウキは目の前の怪現象を自分の常識で計りきれず、そう 

隊 V 十 J # 




; v . i : : 

. ぶ成： 


ともかく帰 


跳 J . 





手を取った 


「嵐になるかも知れない • _ 


•• ノ . •• ■. 

輪 : 翻 ’•_ 


う。」本をゆすり上げ、自由になった手で由加利の 

顯 _ S:SSi 編-墨 : i 故:な遲 . + 

驅聽興翼!^®;灣轉，，:::: 

さぁ、家まで送って行くよ6 J 

31 由加利はユウキの手をギュッと握りしめ、それでも広がり、 




争 


::”：ゾ 


'f J m 

^-ん .tJ 

- ? :.で.:-:ぐ:-.;;:..パ 

iSjfT，，，.** 1 . _ ， (fLM . _ XX . I J 

.. 

厚みを Ji していく黒雲から受ける不安をことができないでいた 

ぶ於. . riilL 恐?，， rz : 多よ- , d . b ぐ^—，ゆ!-*!^^。 •• * 


.. :--::.•::; 


と一:?; ir ;: 


-L. 

〇 

•■ •: _• :■ • 
.:• •■: ...... : . : -. :: . . : • _■■ 

■• 暴 i * • I • • »•■-- ••• ... 


：：；：;• ::: t ' 

i •出山！ 


：. .. .. :.:: .. ;: .• :: , . ： y ；' 

: ; ! ; i ； ； P ! ： ; ^ 
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•横須賀米海軍基地レーダーセンタ 


PM 3:53 


薄暗い室内、壁面から天井まで様々な大きさと明るさの計器やディスプレ 






イに占領され、その数々の物言わぬ目が自分を拒んでいる気がしてならない 




令 


情報士官デットソン少尉は、なんとなく息苦しい思いがここ数力月間、頭を 


離れることがなかった。 


数年前にシアトルのドライブインシアターで、ガールフレンドとベッティ 


ングしながら観た T - クルーズ主演の映画に影響され、海軍のジェットパイ 


ロットを目指して士官学校から訓練校まで進んだのだが、最終視覚審査をパ 


スできなかった 


〇 


民間人であればまったく問題にされないちよつとした色覚異常が、デットソ 


ンのパイロットへの道を閉ざしてしまったのだった 


〇 


結局は情報士官として横須賀に配属されてしまった現在、自分のもっとも 


輝いていた時間を海軍と ’ r . クルーズにぺテンにかけられ奪われたという思 


い込みが、軽い徒労感としていまだに胸の内でくすぶっている 


〇 


ホウッといったため息をついてもなんの気が休まるわけもな 


if 


それぞれ 


のパネルがより威圧的に挑戦してくる感じが強まるばかりだった 


〇 


こちらのレーダーに横浜沖の雲塊が映っているかどうかと、訓練飛行中の 


カールビンソン所属 F —14 スカル編隊より問い合わせが来ています 。 j 


舉 


デットソンのゆううつな気分は通信士の F — 14という一言で吹き飛んだ ◊ 




F —14は映画で T _クルーズが乗り、 g 分があこがれた機体だったからだ 


:•: - i : 5 . 


〇 


ゆ 


m 




ミト:由 


一：-、….:.：. 




「視認できるのに、 F — 14の観測器に反応が出ないそうです。」 

C ラシィにも似た感覚がデットソンの胸を駆け抜けた 

— '* — j . . ■ - r* ■ ■ ? ??? is r 

• • __^ .■パ：々。々- ..... : : .... •: . - 

ニニ.-.、.. ：： へ ■•二…- ジ•..了： - .: . V . • . : •■二：•: .一:--” V .… 一 ... .. パ•二.:::-.へ::.：.：ス•ザ、 V .:. 二•マ：：..：二;….にし:：：： “ .；；..：.： . 

• 奴らなに寝ぼけてんだあ？今日の横浜は雲一つない快晴だぜ 


甘酸っぱいジ 




マ:ぬ: 






もう10時間以上もコンソールパネルを見つめ続けていたレーダー監視員の 一 


人が、間の抜けた返事を通信士へ返す。 


「 UFO でも出現したかなあ？ 


通信士は半分本気とも取れる声で監視員に応えた 


〇 


馬鹿なこと喋ってるヒマに、もう一度確認を取れ！ 




b ^ . ；1 •: _ s -. • m *. •• ' •• • ■ '*• t 

•...■..•■.二.’ ■: . ■ : ..•了. ■ ■ ■ . . ... • 

r ；' - 

::.::...人，:，... .：:••;：：. '•:::; 

V>：i :: ... .. し：. • し.:.、 

ナ；へ.：;」ン％ .；'；•] : ; v . • ■ 


































士官として命令しながらも、デットソンは胸の中でそのパイロットたちに毒 
づいていた。（チッ！ 俺がパイロットだったらもっとうまくやってやるぜ 

」 •• ハ枚 ^ t 'i* 


• F ~14 コクピット PM 3:54 //’ \ 

「スカルリーダーから各機へく訓練は中止だ. 

前方に沸きおこっている雲を避け、母艦に戻れ！ 
編隊は崩して構わんド/ \ 

この空域^;り■緊急離脱！ 
d 繰り返す！ 緊急離脱だ！ I ! J 
「だめです丨対象が速すぎます！ 

メ (心:ディ、メィディ！’.' •ウゥワアァァァ. • -」 
「どうしたスカル fl ! デ ー ビット1 
応答しろ 、 f デービット！！」 f ) 

泰横須賀米海軍基地レ' — ダ ー センタ ー PM 3:54 ' い 3 

「消えた！！」そう言ったまま監視員は絶句してしまった。 

「どうした？ 何が消えたんだ？」デットソンはうまく把握できなかった。 
しス、スカル II が！ ，•あッ！ I も！ こ、これは ———— 」 

「どうした！？ 状況をきちんと報告せ‘かッ！！ j ' 

再び絶句した部下を叱りつけた自分の声は、デットソン自身を驚かせるほど 
妙にカン高くうわずっていた。 \ 

I ス..スカル編隊が ， .•全機 ■ . ■ 消滅！」 

『ば、ばかな！！』 デットソンも絶句し#しまった， へ J 

「警報を鳴らせ！ すぐ大佐に連絡だ！ 急げ！」；::/ 

「ァ、ァ ィァィ-サ ー！！ j 

コンソールに向き直った部下の発した警報は、じきに基地中に響き渡り、基 
地内はハチの巣をつつ突いたような騒がしさに包み込まれていった。 


スカル I 

スカル U 
スカル I 






















♦水谷邸前（由加利の家） PM 4:27 

横浜の中華街から元町に抜け、元:町公園を少し外れた高台にある住宅地に 
由加利の家は建っている。 

現役の横浜市長の私宅としては小さい気もするが、横浜の異国情緒を意識し 
た白いしゃれた感じのする家で、そこに住む家族の人柄がうかがえるような 
質素さと、そこはかとない清潔感が漂っていた。 

そこの門口の門扉をはさむように二人は立ち、空を見上げていた。 

I すごい勢いで広がって行くわ • . ■ 」 不安気な面持ちで由加利がつぶや 
いた.さきほどの雲はすでに横浜全体にすっぽりとおおいかぶさり、なおも 
広がり続けていた。 

〖 ■ _ * 不気味な感じだな_ _ _」一番最初の出現点はぴくりとも動かず、 
そこから湧きだした分が四方に押し出され広がっていく •• •最初は皿状 
だった形が、今では厚みを増し湧出点を先端とした傘をひっくり返したよう 
な形になって、なおも厚みと広がりを増し続けていった。 
r おや？」 その黒雲を背景に、ユウキの目にちらちらする白い点の塊が映 
った。塊は広がったりすぼまったりしながら雲の下を移動して行く。 

「あ■-.鳥？」 

およそ数千はいるだろう。まるで巨大な白い雲が動いているように見える。 
その数の多さに舌を巻きながらユウキは見つめ続けた。 

「ン._ ■鳥の大群みたいね • _ . どうかしたの？」 

「あれは，..あの鳴き声はカモメだ！！」 

横浜で育ったユウキの耳に、幼い頃から慣れ親しんだもの哀しいカモメの鳴 
き声が届いていた。しかしユウキはこれほどの数の群れなど一度も見たこと 
はない。横浜中のカモメがひとつの群れを作ったかのようだ。 

「なんだってカモメの大群が山に向かってるんだ！？」 

「まさか？ . ，•カモメの餌は山にはいないわ I 
カモメたちの飛んで行こうとする先には日本列島を横切らないかぎり海はな 















「そう言えば _ * •さっきまであんなにうるさかったセミはどうしたんだろ 

ぅ？ j 、 ' , 

ユウキの耳には遠くのカモメの鳴き声がしらじらしく届くだけだ6 
「• ■ •いつの間にか一匹だって鳴かなくなってる。」 

二人は言いようのない不透明な静寂に押し包まれていた。 

「怖いわ •■ .いったいどうなっちゃったの？」 

なおもこの異様な静寂の原因を探るかのようにユウキがあたりを見回すとこ 
の高台へ通じる坂道を走ってくる人影があった。 
f -. •ン？ あれは坂本か？」 

ユウキのクラスメー トであり、由加利の幼なじみでここの近所に住む坂本宏 
幸が、ゼィゼィ息を切らし全力で坂道を駆け昇ってくる。 

「ハハツ...あいつすんげぇ勢いで走って来るぞ 。 J 
ユウキはこの重苦しい雰囲気からなんとか抜け出したくて軽口をきいた,、 

「お一ぃ坂本ォ！ どうした？ トイレか？」 

ほんの 10 m ほどに近づいた坂本に、ユウキはニヤつきながら声をかけた。 

「ば、ばか言ってんじゃねぇ！ 早く家ん中に入って戸締まりをしろ！」 
「どうかし たの？」 1 4::::: 1 

『ゴキブリだっ！！ゴキブリの大群がこっちぢ来て寒だよツ！ !LiI 
「なんだって？ j で^、' |p I 

坂本はじれったそうに足踏みをしながらオーバーな身振りで今走ってきた方 
向を何度も指差し、「飛んだり這いまわったり、ともかくすげぇ数だ！」 

とゎめぃた。 ^ I 

坂本の指差す方に目を向けると、確かに赤黒いじゅうたんのようなものが道 
といわず屋根といわずぞわぞわと伸縮を繰り返しながら波のように打ち寄せ 
てくる。 

「あっ！ もうそこまで来やがった！ じゃあなツ！」 

坂本はくるりと背を向け、自分の家をめがけて走り去った。 

(なんだってこんな一時に••鳥といい昆虫といいこの異常な行動は！？） 





















ユウキは迫りくる赤黒いじゅうたんから目をそらせなかった. 

(いったい •. ■なにが起こるってんだ！？） 

f 急いでユウキ丨」混乱したユウキの思いは由加利の声で断ち切られた。 
「あぁ* • ■」顔を蒼くした由加利に引きずられるようにして家に引っ張 
り込まれながらも、ユウキは赤黒くテラテラ光りながら押し寄せる波から目 
を離すことはできなかった， 

一方この時ユウキたちの足の下を縦横に走る横浜の下水道網では出口を求 
めて逃げ惑うネズミの群れで大混雑を起こしていた。 , 

右に走る一団もあれば左に走る一団もある。それぞれがてんでに動き回って 
いるために下水管が交差している地点では、集団同士がぶつかりあい、お互 
いに排除しようと歯を立て、喰いつき、血みどろの死闘を繰りひろげていた 


のだ 


そして、またそのあとから続いた集団に押され、踏み潰され_ 

こうして、下水と血に黒光りする毛を濡らしたネズミの死骸の山が地下のあ 


ちこ 


ちで累 


々と積み上げられ、それはまた彼ら自身の逃げ道をふさいでいっ 


この、突然始まった血の狂気は、驚くべき速さで横浜の地下を飛火していっ 

た:へ - . = 

•水谷邸内 PM 4 :36 

水谷横浜市長は、書斎で明日の『アジア青年の船歓迎レセプション』のス 
ピーチを練っていたが、急に階下がドタバタしたため気をそがれてしまい、 
ため息とともに立ち上がると何事か様子を見に階下へ降りる事にした。 

途中まで降りた所で由加利とユウキがあわただしく家中の戸締まりをしに走 
り回っているのが見えた。夫人の昌子は台所から顔をのぞかせたまま何事か 
といった顔でぼうぜんと立っている。 

「おかあさん！ 雅彦はどこ！？」 


事情のわからぬ昌子はほうけた顔のまま、「えつ？ •• •加奈子ちやんの 
とこへ遊びに出てるけど • ■ ?」と切れ切れに答えた. 
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すぐに電話して 


ユウキ 


階よ、二階をお願 V 


「あぁ、わかった。]ユウキの反応は素速かった 

「• • ，何事だね？』 階段を駆け昇ってくるユウキに声をかけた。 


0 


ユウキはペコリと頭を下げると水谷氏の脇を抜 


「あ、お邪魔してます 
けていく。 

「なにノンキにあいさつしてんのッ丨！」 

階段の下に立った由加利が、腰に手を当てながらにらんでいる 
「グズグズしてないでおとうさんも戸締まり手伝って！」 

「あ？ ああ 


〇 


* _ » 


どうなってんだあ？ 


まるでキツネにつままれたような思いで階段を降りていく水谷氏の耳に、大 
粒の雨が屋根を W くようなバラバラッという音が届き始めた。しかし雨と違 
って、その後にカサカサッと紙をこするような音が続いている6 
客間に入って彼がサッシ越しに庭を眺めると、赤黒く這い回るものが植木や 
芝に見え隠れしながら徐々に庭を埋めていった。 

空からボトッ、ボトッと落ちてきたのもその中に加わっていく。 

きっちり閉められたサッシ越しに見ても、そいつらが這いまわるカサコソと 
いう乾いた音が聞こえるような気がしてならなかった。 

「なんて事だ. • * ! j 論、犠 

水谷氏は胸が悪くなりそうだった。 

そこへ夫人が蒼白な顔をして入ってきた。 

『加奈子ちやんの家に遊びに行ってるハズなんだけど...さっきからいく 
ら電話しても通じないのよ。まさかとは思うけど •-. 」 養 1 

消え入りそうな声で話しながら不安気に夫を見やる夫人に、夫は優しく腕を 
延ばし、慰めるように肩を抱いた。 

客間に入ってきた由加利はそんな両親を見て、自分もあんな夫婦になれれ 
ばいいなと思い、隣で真剣に庭を見つめているユウキの顔を盗み見た， 

由加利のほっとした瞬間であった。 
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•i 蔚 3 織酵 


… ¥ ：1-： -：II . : r 


が、我にかえって庭に目を戻すと、すでに芝生は這い回るゴキブリに埋め尽 


され芝の先端が所々で見え隠れしているにすぎなくなっている。 


屋根や窓ガラスに飛んでいるゴキブリが当たってたてる音も、バラッバララ 


ッとひっきりなしに続き、だんだんと激しさを増して行く 


〇 


• 4 


いよいよ本隊の到着らしい 


• _ 


k 谷氏の声を待たずに落ちてくるゴキブリの数がいきなり二倍にも三倍にも 


増え、さながら赤黒い豪雨が襲ってきたかのようだった 


〇 


琴 m 


力ーテンを引いて通り過ぎるのを待つことにしよう 


心 


市長の言葉に、ユウキには少し残念な気がした 。 この異常な事態を自分の 


目で最期まで見届けてみたかったのだ。しかし、庭を見つめたまま小刻みに 


肩を震わせ続ける由加利の事を思えば、それもしかたないと思う^水谷氏も 


夫人を思いやっての言葉に違いないのだ， 


■ ■ 


ノ 


嚳 1 


なんだ？ 


力ーテンを引きかけたユウキの視界のすみをよぎるものがいた 


〇 


_ « _ 


そう、なにか人型の 


あれは V 


キヤ 




* m 


ユウキが手を止めるより早く夫人の悲鳴が SP いた。 


雅彦ォ！」 由加利がサッシに飛びついた ◊ 


身体の半分以上をゴキブリに這い回られながら、五才になる由加利の弟が泣 


きながらよろよろと庭を横切ろうとしていた 


〇 


雅彦がむせて「ゲホン！ゲホン！」と咳をするにつれて、いく匹かのゴキブ 


が五才の小さな D から吐き出された。しかし、その間を置かずそ找に倍す 


る以上の数がごそごそ潜り込んでいく. 


小さな紅葉のような手でパンパンはたき落しても、続けさまに足を這い上が 


つてくるものや、羽をひろげてまとわりつくものが、見る見るうちに雅彦の 


姿を赤黒くテラテラ波打つ人型に変えていった 


〇 


かあさん！ お湯だ！ お湯は沸いているか！？ 


夫人をサッシから引 


きはがし、その身体を揺さぶりながら、血相を変えた水谷氏が叫んだ。夫人 


はその手から逃れようと身をよじっている 


〇 
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「しっかりしなさい！風呂を沸かしましたか！？ J 

言葉そのものは優しいものの、語気の荒さは隠せなかった。夫人は目を雅彦 
に向けたままガクンガクンと何度もうなずいた。 

一方、ユウキは丨いいかい由加利、僕が外に出たらすぐにサッシを閉める 
んだ。開けっぱなしだとここもゴキブリだらけになって、帰ってこれなくな 
っちゃうからね..いいかい？ J といった《 

振り向いた由加利は、何を言っているのかと眉をひそめた。 

自分が言っている言葉を由加利がほとんど理解できなかったのは、その表情 
からわかったが、今は理解させている時間がない 

ユウキは一度だけ由加利にニッコリ微笑むとサッシを開き、一匹も入らない 
うちに素速く外から閉めた。 1 

「あっ！待ちなさい、ユウキ君！！」水谷氏はサッシを開けようしたが、 
ユウキは外から押さえ付けて開けさせない。そのうえでジッと水谷氏の目を 
見つめている。 =、 ン 

言葉よ0強くユウキの意思が心にしみた。 

「ユウキ！ ユウキイィィッ！」 由加利が狂ったようにサッシを叩く. 

すでにユウキの身体にいく匹かが取りつき、這いずり始めた。 

それでもサッシを押さえたまま動こうとせず、食い入るように水谷氏を見つ 
続けてぃる。 し _ . - _ 

(ユウキくん .) 水谷氏はユウキに向かってうなずいて見餘ると 

、嫌がる由加利をむりやりサッシから引きはがした。 
r 離してッ！ •.•ユウ キ！ ユウ キイ ィィ！！」 
i 彼ならだいじょうぶだ！きっと雅彦を助けてくれる！」 

( いやよ！ ユウキ！ j 

パシィッ！ 音がするほど強く娘の類を打った。 

「ユウキ君があそこに立ったままで雅彦を助けに行けないのがわからんのか 
ッ！！ j 

由加利は頰が痛くて，..それでも父が言う意味がはっきりわかった。 















外に立つユウキを見ると、身体のあちこちをゴキブリに這い回られながらも 
微動だにせず自分を見つめ続けていた。涙がぼろぼろこぼれて頰にしみたが 

w 1 名 

、それでも外から自分を見つめているユウキに向かつて一生懸命微笑んで見 


せた。 

由加利の微笑みを見届けたユウキは、大きくうなずいて見せるとくるりと身 
をひるがえし雅彦に向かって駆け出した。その姿はあっという間に由加利の 


視界から、飛び回るゴキブリの狂宴の中へと溶けるように消えていった。 
外はユウキが想像していたよりはるかに身動きが取れない世界だった。 
飛び回る奴らに視界をさえぎられるし、靴をはいていないために、足を降ろ 
すごとに数十匹を踏み潰す粘りつくようなおぞましい感触が、足の裏の敏感 
な部分から全身に伝わり寒気を誘う$—歩一歩靴下はゴキブリのねばっこい 
体液に濡れてぬらぬらと冷たくなっていった。 

そのうえ踏み潰したゴキブリはよくすベった。何度か足を取られそうになっ 
たが、足を踏ん張り、より多くのゴキブリを踏み潰すことでなんとかこらえ 
た。ここで転んでしまえば瞬時に体中にたかられ、払いのけている間もなく 


ユウ龜の身体も覆い尽くされてしまうだろう 

- '• »'i""■"* V.^V.• ナ — 

倒れた身体に群がったゴキブリが、数えきれないキチン質の六本足で自分の 


ズボン 



ヤツの中を、むずがゆい針の頭ほどの爪の感触を残しながら触角 


を振り振りゾヮリゾヮリ這い回る 


* _ i 


その姿が足をすべらすたびに脳裏を 


a 


よぎる 
_ 


ぐ 


ユウキにとってはこれまでに経験したことのないほど時間の歩みが遅く感じ 


.■… ... ... ：- 

• • . - .-.v - - . .• • 

•- 


られていたのだが、実際は数秒間の出来事だった 


膝 


〇 


水谷氏にとってもおそろしく長く感じられた時間だった。自分も外に飛び 
出したい気持ちと必死に闘った。自分が飛び出せば妻も娘もそうするだろう 
ことは容易に想像できた。 

ともかく待つしかなかった《 
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ユウキが駆け寄った時、すでに雅彦は力つきたようにばったりと倒れ、ぴ 
くりとも動かなかった 4 その上を数えきれぬ触角がヒクヒクと、わがもの顔 


でうごめいている， 

すぐに抱え上げ、顔や身体に群がったゴキブリをはたいて落としているうち 
に、雅彦の顔も身体も、ゴキブリから潰れ出たクリーム色をしたねばりつく 
体液でべとべとになってしまい、もがれてもビクピクうごめく節足、羽、そ 
れらが貼りついて、不気味なまだら模様を作った。 

落としても落としても、雅彦のあたたかい湿った穴に潜り込もうとする数は 
いっこうに減らない。後から後から絶え間なく這い上がってくる。耳や轟は 
もちろん、まぶたをこじ開けようと群がっているのまでいる. 

かすかに開いた愛らしい唇の内側からは、すでにその中へ這い込んだ奴ら の 
触角が、ちらちら見えかくれしながら何本もうごめき回っていた。 

ユウキが必死になって雅彦の身体をはたいている間にも、抱え上げた腕を つ 
たわったり、ひさ•まずくユウキの足を這い昇ったりで、またたく間にユウキ 
の身体も雅彦に倍する数のゴキブリで覆われていき、ユウキの目や口も狙わ 
れだした。 . ' . 

雅彦の薄く閉じられたまぶたをこじ開けるようにして、|その中へ潜り込もう 
とする数匹を払いのけると、ユウキは雅彦を匕づかり抱え込み、いっきに家 

まで走った， 匕 _ 

両手がふさがっているために、顔にまとわりつき、目や口を狙って潜り込 t 

うする奴を防ぐ方法がなく、奥歯を哺みしめ、薄く目を開け頭を振 1 1つつ走 

るしかなかった。 ， 

水谷氏は妻と娘にテキパキと指示をして風呂場に走らせるとユウキの姿を 
求めて視線を走らせたのだが、飛び回る大群にさえぎられ視界はほんの数ノ 


ートルしかきかない。 

(雅彦 . クソッ！ もう待てん！） 

水谷氏の手がサッシに伸びたその時、顔も身体もたかり群がられてユウ在 

が転げるように駆け寄ってきた。 
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ユウキの腕にしっかり抱えられた雅彦の姿を目にした瞬間、水谷氏はサッシ 
を開け放ち、やっとたどりついたユウキを力まかせに家へ引き込んだ。 

丨湯を出せ！ ふたりが戻った丨」 そう奥に怒鳴ると、群がるゴキブリが 
ふたりの身体からぽとぽとしずくのように垂れ落ちるのもそのままに、ユウ 
キを引きずるようにして風呂場まで走った U 

風呂場に入ったとたん、火傷しそうに熱いシャワーを浴びせられた。 

お湯をかけられたゴキブリは、おもしろいようにぼとぼと落ちてゆく 4 
ユウキは因のあたりを這い回っていた奴が落ちた時に目を開けかけたが、熱 
い湯を浴びせられてあわててまた閉じた。そのわずかの間にも、シャワーの 
ノズルを両手で捧げるようにして持ち、まんまるく目を見開いた由加利の姿 
を認めていた。 

(あんなに大きく目を開けたら目玉が落るんじゃないか？）とうとつにそん 
な思いがユウキの頭を走った。 

シャツの中やズボンに潜り込みお湯の洗礼を免れている奴らが、暴れていて 
体中がむずがゆく くすぐったい 0 
[浴槽に飛び込め！ I 

水谷氏の言葉を待つまでもなく、ユウキは雅彦を抱えたまま浴槽に転がり込 

_だ。释 _ 

浴槽の湯は沸騰してるのかと思うほど熱い。 

だが、自分の身体からゴキブリが離れていくのは心地よかった。 

熱いのを我慢して頭まで何度も潜った。 

四、五回も潜っただろうか、身体のどこにも動いている感触を感じなくなっ 
た。 

ユウキは浴槽に膝立ちになると気を失ったままの雅彦の口をこじ開けた。 
そこではまだ触角が無数にうごめいている •• •ユウキは指を突っ込みそい 
つらをかきだすのだが、ユウキの指を逃れて喉の奥へ逃げ込もうとする数も 
多かった。 
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(このままではダメだ！ ） ユウキは、背中から両腕を回して雅彦の身体をさ 


さえ、つき立てた二本の親指で雅彦のみぞおちをグウゥッと突き上げた4 
雅彦の身体がブルブルッと震えたかと思うと、ゲ x ッとゴキブリを吐き出し 


た。 


吐き出されたゴキブリはもがきながら水面をパシャパシャ泳いだ^ 
息を吹き返した雅彦は苦しそうに胸をかきむしって目をしろくろさせている。 
もう一度指でつき上げる。 

顔をしかめ、うずくまるような姿勢をとりながら大きく を開けた雅彦は何 
度か全身をけいれんさせたかと思うと、ムカムカするような匂いとともに口 
が裂けるほど大きな黒い塊を、あとからあとから際限がないかと思えるほど 
吐き出した。 

連続して吐き出された塊は、バシャバシャ水音をたてながら浴槽に落ちては 
ほぐれ、また落ちてはほぐれして、吐き出されたゴキブリがゆっくり水面に 
広がっていった。 

ゆっくり広がり層を成していくゴキブリの中には、まだもがきながら必死で 
泳ごうとするのもいれば、雅彦の胃で半分溶かされかかったのもいた。 

『う ぁああぁぁ！ あついよォ.•あついよォ！ ママァァァ！！」 

そうやってすっかり胃の中のものを吐き終えた途端に、雅彦は火がついたよ 
うに大声で泣き、ユウキの腕の中で暴れ始めた。 

水谷氏は壁にもたれたままズルズルとへたりこみながら、妻が息子をユウ 
キの手から受け取るのを見ていた。 

由加利はシャワーの溫度を調節して、弟の服を脱がせている母に手渡した# 
ユウキは雅彦を夫人に手渡した途端に急激な脱力感に襲われ、そのまま、ま 
た浴槽に座り込んでしまった.ユウキの立てた波紋にのって、浴槽の表面に 
びっしり浮いたゴキブリの死骸が、雅彦の吐いた胃の内容物と一緒にぷかぷ 
か波打ち、すでにピクリとも動かなくなった触角が、ゆらりと揺れた。 
夢から覚めたばかりのように頭が重く、現実との境界があやふやになってい 


< _ • • 
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♦水谷家客間 PM 5:43 


二回目のシャワーを浴びた後.、客間のソファーに身体を沈めながら由加利 
に鬓を拭いてもらっている，両親のいる家の中で恥ずかしくてしょうがない 
のだが、由加利はユウキの抗議に耳を貸さず、無理矢理タオルを取り上げら 
れたのだ。 

ユウキの靴下に染み付いていた体液で汚れた床は、ユウキがシャワーを浴び 
ている間に拭き取られ、今は磨きあげられたように元のままに戻っている。 
体液で染まったユウキの服は、洗濯したあと乾燥機に放り込まれた。今は水 
谷氏のガウンを借りているのだが、ふだん着慣れてないのと、下着も乾燥機 
の中で踊っているために前が頼りなく、気になってしかたがない。 

[もういいよ • . ■充分だって#」 由加利の手から逃れようと身体を前に 
倒しかけたら、タオル越しに髪を掴まれ引き戻された。 


「 


つてェェ！ 


「まだダメよ。 


由加利は落ち着き払った声でそう言うと、あらためて念 


入りに髪を拭き始めた 


〇 


r ゴキブリのウンチがくっついてたらどうすんの？」 

一方、雅彦の方は隣の部屋でさんざん泣き疲れてやっと眠ってくれた 
顔のあちこちに点々と浮いた赤い唯み痕が痛々しかった。 


* 


夫人は添い寝していた布団からそっと抜け出し、優しく布団を直しながら雅 
彦が自分のもとへ帰ってきてくれたことを心から神に感謝した。 


「もういいです、ハイ。もう完壁にきれいになりましたから 


M 0 


〇 


: ir 


■ ■ 


そうね 


ft b > 4 


由加利は腰に手を当てじっくりと検査するように 


ユウキの頭を見回した 


〇 


z-tl. 




m i 

T !： :; >1 . 
— ITT--v •. 


ユウキはなにごとかの結果を待つ時のように緊張していた 


〇 


よし、髪の毛おわり！ j ユウキはホッと胸をなでおろした 
続いて薬塗りを開始いたします！」 
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た、ソ t f ? 

cK / • * 


ちょ、ちょっと待てよ！ J ユウキが*いて振り返ると 

^ • -••••• * -.〆•• 人 . ••••-. •■ .* -■- - ■> •- -•■•* ••••^ • ■. •'. •_ 
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キズ薬の容器を左手に持ち、そこから右の人差し指に塗り薬をたつぶり取つ 




た由加利がニンマリと微笑んで立っていた 


〇 


そ、そんなの自分でやるよ 



どうせいい加減に塗るに決まってんだから！」 


「ちゃんとやるからいいって！ 



をこっちにくれよ 


<y 


「ダメ！背中とかどうすんのよ才 


1 i 


あたしがやるからガウン脱いで ◊ J 


「冗談じやない！（下はなんにもはいてないんだぞ） 


自分でやる！」 


■ iBiUBWt 


■ vw «* w 4 i 


聞きわけが悪いわねえ 


つべこべ言うんじやないわよ 




r- - - — ■_ WA t ,wn w —"a ■一 —u^_r.rv*-vi*w，—r w vM 

男の子でし 


跳ぶようにソファーから立ったユウキの逃げ道を塞ぐため、由加利は助走 


無しにひらりとソファーを跳び越しユウキの前に立った。 （ さすが陸上部 n 


などと感心してる間にも、腰を低く構えたままジリジリと間合いを詰めてく 


る 


〇 


「冷静になろうよ由加利ちやん 


t _ 


なッ 


なッ 


後退りしながらの 


ユウキの説得に応えて、由加利は口許に不敵な笑みをニッと浮かべる。もう 


壁際まで1メートルもな t 


〇 


右か？左か？ 少々フ x イントをかけても由加利から逃れられそうにな V 


〇 


唯ーチャンスがあるとすれば、由加利がまだソファーとテ_ブルの間に立つ 
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ていることだ。ユウキが右へ逃げれば、由加利はテーブルとソフ 

Ifsiig •薄締翁 if # :: ’g 端透劈綠;げ^ 時 







をもう 




r：r 


於 ..: i 


’ V : 


ひとつ越えなければならない。 
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) ユウキはいったん身体を左に振って、右へ走った。由加利はそ 
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読まれたか！？）その時コンッと軽い音がして由加 


^ x-r •**:•»*■ 
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(しまったあァァァ! 




利のバランスが宙で崩れた 


〇 


テーブルのどこかに串たったらしい。ドサツと重い音をたててソファーに落 


ちた。 


(チヤァーンス！）この機を逃さずユウキはドアまで駆け寄った。 
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ドアに手がかかったユウキの耳に由加利のうめき声が聞 




た。そうとう苦しそうな声が一度きりだった 
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(落ちた時、どこかを打ったのか？）ユウキはあわててソファーにとって力 


:{ろ 


えすと由加利の顔をのぞき込み「大丈夫か？ どこか打ったのか？」と声を 
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か sj/Z 
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しかし由加利はお腹を押さえたまま声も出せないでいるようだ 


—-wa*r 
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ソファーにうつ伏せた由加利を仰向けにするとかがみ込んで容体をうかがつ 


た 


0 


r 由加利、大丈夫かい？ 


瀾 ■ 


どこが痛いんだ？ 


_ . 


頭 


m ■ 


頭が痛い 


Pi * 


「頭？」ユウキの頭の中を疑問符が駆け巡った 


〇 


由加利はガバッと跳ね起きて、ユウキをソファーに押し倒して体を入れ替え 
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〇 



フフッ、単純な彼氏を持って、あたしは頭が痛いのよ才 


〇 


くそ才 


だましたな！? 


f ただ捕まえただけじやユウキが言うこと聞くわけないからね。ここはあき 


らめがつくまで徹底的にいたぶってあげなきやって思って 
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めんね 
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謀られた 
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f さぁ、あきらめもついたみたいだし始めましようか。 
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あらためて薬を指に取ると、由加利は満足そうに微笑んだ$ 
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f これ逮っとかないと嚙まれた所からバイ菌が入って腫れちゃうんだよ。 
ユウキは初めのうち反擊の機会をうかがっていたのだが、由加利の 優 
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先がここちよく、しばらくはされるままにしておくことにした 。 






f ほほう 


■ ■ * 


若いってのはいいもんだ。 


いつの間に戻ったのか、近所の様子を見に外に出ていた水谷氏が、ニヤつき 


ながらサッシの向こうに立っていた 
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動くな！ 


あわてて起き上がろうとしたユウキを由加利は押さえ付けた 


4 * 也 

ちょ、ちょっと 



— -■ . — _ 

おい！ 由加利ったら！」 


「なにあせってんの？ 別に悪いことしてるわけでなし、気にしないの 
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ジタバタするユウキを尻目に由加利は落ち着き払った声で言った 


0 


「ああやって人のことからかって楽しんでるだけなのよ。」 


「おいおい、父親に向かってそれはないだろう？ 




楽しそうね。なんのお話なの？ 




cxo«r- 


ドアからはいってきた母の表情から雅彦の容体を察した水谷氏は、心の暗 



が晴れる気がした 
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やつと落ち着いてくれましたわ 


J 妻の顔にいつもの笑みが戻ってい 


た 


〇 


ユウキ君、本当にありがとう 


iy 


「いいえ 


m m w ： 


由加利に押し倒されているまぬけな格好を思うとそれ以上 




の言葉が出てこなかった 


〇 




「それにしても信じられん 


_ _ * 


あれだけの大群がもうどこにも見えない。 


サッシを開け、そのまま客間に入って来た水谷氏の声は真剣だった。 


i 5 l ^ .gas 
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風呂場に落した奴もいつの間にか消えている。台所の隅々までひっくり返 
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して捜したが影も形もない。」 
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水谷氏は腕組みしながらユウキとテーブルをはさんだ反対側に座った 
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それに応えるようにユウキは「実はかもめが山に向かって移動しているのを 
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見ました。それにセミの声が途絶えていると思いませんか？ J と由加利の下 
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から話しかけた 
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ユウキ君どう思う？ 


よくはわかりませんが 


■ ■ 


何事かの前ぶれのような気がしてならないん 


です。 


_ _ ■ 


よくない事が起こるのかしら 


4 1 壜 
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薬を塗る手を止めた由加利は不安そうな表情をしていた 
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前ぶれ 





メン（前兆）か 


木谷氏の額に深い縦ジワが刻まれた 


〇 


その後の沈黙を破るように電話が鳴りだした。 




St 


水谷でごさ' います 


« _ •羣 


はい 


主人と替わりますので少 


7お待ちください 


〇 


夫人は水谷氏に受話器を差し出し、軽くうなずいた 


0 


あぁ私だ 


# # •> 


ああ 


■ * ■ • 


何、本当か！？ 


受話器を取った彼の声がいきなり緊張を含んだ。 


_ « 


まさ办 


くそッ！ アメリカさんもよくやってくれる- 


■ V 


よし 


■ A ■ 


わかった 


« ■ P ■ 


、つたんそっちへ行く 


ああ 


_ * A ■ 


■ w 


主だった議員連中を集めといてくれ 


■ ■ ■ 


うん 


■ ■ 4 


わかった。」 


水谷氏は荒々しく受話器を置くと深いため息をついた。 


どうなさったの？ 柏木さんひどくあわててらしたけど 


響 ■ 4 


ああ 


ちょっと面倒な事が起こったらしい。すぐ出掛けなければなら 


ん。すまんが支度を頼む 。 それと 


9 _ 


由加利、ここじや落ち着いて話せん 


だろう。ユウキ君を部屋に案内してあげなさい。 






「いいえ！ここで結構です。服さえ乾いたら失礼しますから。」由加利の 


下のユウキの声はあせりでうわずっていた 


〇 


ず 




「なにを遠慮してるんだい？ 私は娘と、娘の選んだ相手を信頼してるんだ 
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》-」::二.;ぉ17〇.， 
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それとも二人きりにすると娘になにか起こるのかな？ 


琴巧 




乙ツ 
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ま、まさか！ J 由加利を押しのけるようにして立ち上がつ 



心 


ユウキの向こう測では由加利がアイツとそっぽを向いた。 
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そんなに強く否定しないでもいいじやないか。ユウキ君を 


, 

, 物 i ” 味“-•ギ 




その気にさせないほど魅力がないとはな 


■ •- 


我が子ながら嘆かわしい。 


• • 


つたく、おとうさんは哀しいぞ 


■ 9 


」芝居がかった声と身振りで水谷 


氏はおどけてみせた 


〇 


41 































「お.と■お才•さんッ！ j 一語ずつ区切るように力をこめて由加利はそれ 
に応えた。 

「ったくもぅ，，行きましょユウキ ◊ j 水谷氏に冷たい視線を投げか 
けると、スッと立ち上がりユウキの腕を掴んだ。 

「あ？ _ _ ■ あぁ_ . j ふたりがどこまで本気なのか見当がつかなかった。 
由加利に促されるままに立ち上がった 。 

「おッ、そうだ！後でちょっとユウキ君を貸してくれ。男同士の話がある 
から。」 

f い •や •よッ！」由加利は ベ エーと舌を出し、ユウキの手を引いた。 

•水谷家由加利の部屋 PM 5:58 

由加利の部屋の窓からは横浜港がよく見渡せた。 

黒雲は湧き出るのを止め、横浜を覆ったまま微動だにしていない。風を受け 
ているはずなのに • _ . どこまでも不自然な雲だ，所々で稲妻が雲を這うよ 
うに光っている。 

( あれは雲じやないのか？）雲を見つめていると、それに呑み込まれるよう 
な不安に襲われる$ 

ユウキの背後でドアの締まる音がパタンとし、由加利がコーヒーを持って来 

た0 /卜.. 


「ガウンだけじゃ寒いと思って 0 」 

コーヒーを 受取り口を近付けるとなにか 甘酸っぱい 匂いがする。 一口 含むと 
飲み償れない変な味がした。身体中にカァーッと熱いものが走った。 


「なにこれ？ J 

目をしょぼつかせながら由加利を見ると、由加利はいたずらっぽく微笑みな 
がら「おとうさんのブランデーをちょっとだけ拝借してきちゃった 4 J とべ 


〇 


口つと舌を出した 


「おとうさんには内緒よ0 I 


窓の傍に置かれたべットに並んで腰掛け、特製コーヒーを飲んだ 







これまであまり酒に縁のなかったユウキはちびちび飲むのだが、由加利はさ 
もおいしそうにグイッグイッ飲んでいく. 

「•..あのさぁ.‘*それにも入ってるの？」 

ユウキは由加利のカップを指して真顔で聞いた。 

「当然0」由加利はニッコリ笑った。 

[ 強いんだな■•‘お酒。」 

「エへへ_ _ .あたし身体弱くて中学生の時田舎に預けられてたの憶えてる 

? j 

「あぁ_ ■ •三年の時こっちに帰って来たっけ 。 J 

「田舎って四国の農村でね、おかあさんの実家もお百姓さんでさ、あたしも 
いろんな事を手伝ったりしたわ 。 J 

由加利はカッアをテーブルに置き、遠くを見るような目をした。 

「いろんな事って？」 ；「 i 

「牛の草刈りとか、ワラ運びとか、田植えや稲刈りだって手伝ったのよ 。 J 



「最初はなにもかもいやだった。身体の弱いあたしに仕事なんかさせて意地 

悪なおじさんたちだと思ってたわ . だけどおかげで半年もしないう 

ちにあたしは近所の誰にも負けないくらい元気な女の子になっていたわ，」 
「おとうさんとおじさんで何か話し合ってたらしくて、あたしはまんまとそ 
れに乗せられたのよ。」 

由加利はクックッと喉を鳴らすように笑った。 

[それでね、田舎じゃさァ、ひとつ大きな仕事が終わるとみんなで酒盛する 

のよ。」 

『本当かよ？」 

I ウン、おとなもこどもも一緒にね 。 J 


丨それで強くなっ 

たってわけか。」 


「身体もね。 J 

由加利はそっと付け加えた 。 

... :パ. .•.• •••• ：：. … ：：.：：•-:’：. ：•： •••• ：： •:••••：.. ；：；…… 

I * " :: ••••. 

•. 二：. •； • •- '•- ： ；： • • •. • ... .. :: ... 

典"^ 7 ... ^ 1 y - wfu *™ 1 * 

' ; , ' .. 

. . . •- • ' ..•パ.. 














ユウキは由加利という女の子が時々わからなくなる6 

ひどく生真面目な性格だし、育ちのいいお嬢さんであったり、そうかと思え 
ば、今みたいに天真熥浸なおてんばぶりを発揮したりする。 

「お酒飲む女って . きらい？」 

「ン？ .• ■あんまり気持ちのいいもんじゃないな。」ユウキの顔をのぞ 
きこみながら不安そうな顔でたずねてくる由加利にユウキは正直に答えた。 
『じゃあもう飲まない. • ■嫌われたくないもん 。 j 
真剣にそう思っているようすの由加利がひどく幼く見えてかわいかった。 
「そんなので嫌ったりするもんか。お酒飲んでも由加利は由加利さ。」 

「ウフフ..•本当 ？ j I 

r ホントだょ 。 j ； P ' ] i ：. ^ 卜:： ■ 

『じゃぁい一っぱい飲んじやおっと！」 

「 . * * .あのね* • - .j 

1 ウフッ、冗談よ。もう飲まないわ a 」 

f なぁ由加利 ■ _ •正直いってどれぐらい飲めるんだ？ j 

「う一ん •. •ボトルニ本かなァ .. ■」由加利は宙をにらみながら真剣に 

答ぇた，“ゎ， ; : '"卜: 1 丨ノ ノ h : 彳 ：…I ■ 

「二本も！？ ■•■水割りで？」 

「あら、ブランデーはストレートがおいしいのよ 。 j 
あっけらかんと答える由加利の言葉にユウキは息をのんだ。 
f • . •ホント？」 


「ホント。」 

「おまえまだ18だぞ f ? j 

r 知つてるわよ自分の歲ぐらい。だから外では飲んでないでしょ 。 j 

「 . J ユウキはそのままベットに倒れこんだ。 

由加利はユウキの顔をのぞきこんだ。 

「 ■ • _あきれた？」 « 

『あたりまえ j 










ユウキが言ぃ終わらぬうちに家全体がぐらりと揺れた。 

「地震か？ i がばりと跳ね起きてあたりを見回す。 

揺れは一度きりだった。 

「- • •こんな地震初めてだ。」余韻も残さず終わる地震など経験したこと 
はなぃ 。 い：卜 ' ! li ; 

「一度きり揺れただけなんて。」由加利も不安に顔を暴らせながらきょろき 
ょろあたりを見回してぃる。 

突然閃光が走ると大音響と共に稲妻が走った。 

[ イヤアアー！」由加利が悲鳴をあげ、しがみつぃてくる。 

ズォオオンと腹の底まで震わせる地鳴りが、落雷と同時にカタカタ机のカッ 
プをぃつまでも揺らせた。 

しばらくじっとしてぃたが、雷は遠ざかってぃったようだった。 

今の音で目が覚めたのか、雅彦の泣き声が遠くから聞こえてくる。 

「もう大丈夫だよ。遠くへ行ったらしぃ。」ユウキの胸に顔を埋めながら肩 
を震わせてぃる由加利を安心させるように、そっと声をかけた。 

由加利はなんの反応も示そうとしなぃ。 

ユウキはドキドキして落ち着かなくなってきた。 

考えてみればそのチャンスはあってもキスさえしてぃなかった。けっして自 
分がオクテだとは思わなぃが、なんとなく水谷氏の信頼を裏切るような気が 
してならなかったのだ。 

「* • •ちょ、ちょっと由加利、放してくれよォ. •■ •」 

「 . ぃゃ_ • ■ j 蚊の鳴くような細ぃ声がやっと聞こえた。 

突然自分がほとんど裸に近ぃ格好で由加利と抱き合ってぃるのだとぃう意識 
が、 頭の中を駆け巡った。カアーッと顔がほてった， 

『 • ■ .由加利 ■ ■頼むから • • •ン？」 

由加利が顔を埋めてぃるあたりから熱ぃものがガウンを染み透ってきた。 

由加利は、さっきの雅彦救出の時のユウキの姿が思ぃ出され、涙がこぼれて 
しょうがなかった a 
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今ユウキを放してしまえば、もう二度とこうしてもらえないんじゃないかと 


いう不安が、どうしても由加利の頭から離れなかった 
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泣いてるのか？」由加利は答えずより強くユウキにしがみつく 




厂* 
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J なにか話さなくてはと思うのだが、とりとめもない言葉が 


浮かんでくるだけだった 




m ■ 


そのお 


■ it 


気持ち悪くないかい？ 


なにが？ 








「俺だよ 


■ * 


さつきまで体中にゴキブリがはりついてたんだぜ 


'■ m 


口にした途端に後悔した 
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ばかね 


泣いているくせに、これ,ばかりははっきりとした口調だった。 


そのままなにを話すでなく、時間はゆっくり流れて行った 
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そうするうちに、やっと涙を止めた由加利が顔を上げた 


〇 


「なぜあんな危険なマネをしたの？ 


ン？」由加利の目はまっすぐ自分を見据えていた。 


サッシの所に立ったままで、動かなかった事。 


ウキはとつさにうまい言葉が言えそうになかった。あのままだと必ず由加 


利が追ってくると思ったからそうしたのだった。また水谷氏が飛び出したと 


したら夫人と由加利は追っただろうし、自分ではふたりを止める力はなくそ 




れは水谷氏のやることだと思ったし彼なら必ずやってくれると思ったのだ。 


それだけの事を、この状態でうまく話せるほどにユウキはおとなではなか つ 
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うまく説明できないな， 
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雅彦を助けてくれたユウキ • 




本当に大好きよ 

... ... ::- '• • 


0 




ユウキは胸が高鳴って息が詰まりそうだった. 






「だけど恋人としては最低！あたし 


■ ■ _ 


気が狂うかと思うほど心配した 


んだよ a 


由加利はまた涙がこぼれそうになり、ユウキに見られまいとガウンに顔を埋 


めた 


〇 


t 

% 
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「ごめんな。」 由加利の言う言葉が鮮明に胸に飛び込んでくる。めったに今 
I のような言い方をする子じやないからだ 6 

I.-ili ■ ―— - . ド - - .• *■ : «：- ” rw r^-rnnrr .- v. - -wvw-- - — «• 一 • •••wi—i u. • v-v.- ■■ W rti. ™ »« •.. .. - » - *- »•*« -jwJ -• V， ■».»_ 

i 「•，■■ユウキ ■ ■ ■ _ j 

[ 「ン？」ュウキもそっと由加利に腕を回した。 

「あたしがあんな目に道ったとしても_ _ •助けに来てくれる ？ j 
「ああ、由加利がどこにいても飛んでくさ 。 j 
I ^ ■ .うれしい ••. 」由加利はゆっくり顔を上げた《 

I 目は涙で潤んではいるものの、あどけない笑みを浮かべていた。 

そうしてゆっくりと目を閉じた， 

ュウキの胸の動悸が倍になった。 

■ 由加利！）由加利に回した腕に力が入った。 


二？ンコン。 

ドアのノックの音でゆつくり離れた 。 


「由加利、すまんが出掛ける前にユウキ君と話したい。開けていいかな？」 
由加利は夢見るような表情でゆっくり目を開いた。 

「急いでるんだが. • _頼むよ 。 J 


■ * _ 


いわよ 


〇 




水谷氏はドアを開けるとユウキを手招きで呼んだ 
ユウキは自信に満ちた足取りで歩いた。この世に怖いものはなにもない気が 


していた 


〇 



T .; 故.. 


■# 






水谷氏はユウキが廊下に出るのを待ちかねたように話し始めた。 




齡 


すまんな 


_ _ 


•が 


私はすぐ市庁舎に行かねばならないんだ 


L 顯癖ぶ 

-- I m ア + p ； 


部 

r •フ rj . tii : • : K ；：： 


〇 




轉擊 - iffi . to .: ノ:，::す：：， 






::' .：•' •: 


「なにか起こったんですか？」ただならぬ水谷氏の表情で、何事か大きな事 

t s _ ， 屬 . ■ .. . .. i -. ...... ... — ..レ、：广:.へ - '厂：：又： • ：：-;• :.':_--:.て:'.:. •.-.••• • . ..-Li 1 4 J ~ V ； . . ". ；1 • rAvf .-." i-ll f ^ "<4" ■»•—■** " ** "* - 4 •. i ■ . I _ • _ • 一 •• “ 

件が起こつたらしいのがわかる。 


ウム 


* _ 


君には話しておかねばと思ったし、頼みもある 


〇 


水谷氏の表 


情はあくまでも険しかった 


〇 


実は戦闘機が訓練中にここの上空で消息を絶 


•X* - I • 會 ■ - * _ ン ： 






脅，: 


0 ■^••><私《 > レ: 


つたらしい 


_ ■ ■ 


「エツ？ 米軍の？ j 
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r ^ -fe 

1 めあ 


m m 


幸い被害の報告はまだ受けてないから海かもっと山手の方に落 


ちたんだろうが、一歩間違えば大惨事になるところだった 。 j 
最期の部分は怒気を含んだほとんど吐き捨てるような口調だった 

それで僕に頼みとはなんですか？ j J 


令 


m m _ 


それだが 


_ ■ _ 


私は市庁舎に寄ったあと横須賀に行かねばならん。しかし 


今日はあんな事もあったばかりだから君に私の留守を頼みたいのだよ • 」 


「留守を頼むと言われても 


m 


どうしたらいいのか。」 


「なに、うちの家族と一緒にいてくれるだけでいいんだ。女ばかりではなに 


かと心細くてね 


« _ 


どうだ、引き受けてくれんか？ j 


「はい、僕でお役に立てるなら喜んで。」 

「そうか、すまん！ お返しは必ずするから、なッ 
「そんなの気にしないでください。」 


「いやいや 


」水谷氏は家族にだけ見せる例のおどけた調子で言った 


〇 


「今度はせっかくのラヴ_シーンを邪魔するような無粋な真似はしないよ。」 
r あッ！？ 見てたんですか！？」ユウキの目が大きく見開かれた。 


フッフッフッ 


* ■ 


• やっぱりそうだったのか。』 


水谷氏はユウキの耳に顔を近づけささやいた 


「よ"-し、今日は帰さんぞ 
つておかねばならんしな。 


水谷氏はニンマリと笑った。 


mm* 


なるべくはやく戻るからね。いろいろ話し合 


「な、何をですか？」ユウキは顔を真っ赤にしながらあせった 


〇 


「決まってるよ。 
「そ、そんな！ 


* _ 


結納や式の日取りとか 


まだ高校生なんですよ ！？.I 


ノ、、ソノ 、 、y }、、、; 


_ _ 


冗談さンしかしお祝いはしないとなァ。私がどれほど 




この日を待ち続けたか君にはわかるまい 、 j 
水谷氏ほ高笑いしながら階段を降りて行く。 1： 

「かあさん！鲷のお頭付きだ！ 酒屋のシャンペンをあるだけ貢ってきな 


さい！ ノ、ッノ、ッノ、ッ 


• お祝いだ！」 
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「ちよ、ちょつと待って 


ユウキはあわてて後を追う 


〇 


し冗談じやない！ 娘がキスしたのを 


0 ■ 


何考えてんだ！？ 


由加利はぺットに座り込んだまま、唇を指でなぞっていた 


〇 


■ _ 


ユウキ 


■ m 


涙が一筋頰を伝った。 

由加利自身その涙の意味はわからなかった。 

窓の外の遠くから雷鳴がとぎれることなく聞こえ続けていた。 

• TVY (テレビ横浜）モニター室 PM 7:17 

モニター室にずらりと並んだブラウン管には、オン エアー 中のスタジオが 
様々な方向からカメラで映されていた ◊ その前には、放送する映像の切り替 
えや、音声、その他をオペレーターたちが操作する様々な機器が並んで いる ◊ 
現在オンエアーされているのは2カメの映像で、スタジオの中心に座った二 
ュースキャスターが、冷静な声で横浜に居座った黒雲に関する ニュースを 読 
み上げている。 ：::： ；!：- : 

「本日午後、突如横浜上空を覆った雲の発生原因について、気象庁では専門 
家による調査が引き続き行なわれていますが、頻繁に発生する落雷に対し 


不用な外出は控えるよう警告が発せられました. 


m ■ 


引き続き 


■ _ . ■ 


キヤスターの後ろではヘリコブターから撮影された生の映像が映しだされて 


いた。 ■:: : 

「引き続き横浜に関するニュースです。横浜を中心に頻発している地震は、 
火山性のものではないことが気象庁地震研究所より発表されました。 この 地 
震は震度計では観測されず、同研究所では現在、機器の総点検を行なうとと 
もに原因の究明に努めています。」 

モニターに映る映像を確認しながらも、プロデューサーの井沢の胸には息子 
のことばかりが浮かんでいた。 




(これが終われば今日は引けだ 。 明日は家族サービスでもするかな 
タイ ムキーパーのカウン トする声が彼の想いを現実に引き戻させる 


4 • * 


〇 
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「そろそろ CM の用意をしとけよ。」インカムを通して聞こえたであろう自 
分の声に、当たり前だと言わんばかりにムツとした顔で振り返るディレクタ 
一の野沢が 4 カメ専用のモニターに映り、そのブラウン管に軽く手を振って 


やった 


0 


( あいつもそろそろ終いだな 


« ■ * 


) この局で自分に逆らって長続きした奴 


はいな I 


〇 


(口ーカル局をなめんじやねえ 


a ■ 


) 野沢は東京のキー局から移ってきた 


奴だが、いかにも人を見下したような態度を取り続け、部下の評判も芳しく 
ない。直接の上司である自分に対する態度にしても同じである。そういうデ 
ィレクターの仕切る番組では、ありえないような初歩的ミスが続くものだ。 


(そう 


* * _ 


続くものなのだよ野沢君 a ) ブラウン管に向かってニンマリと 


笑ってやった 


〇 


その時、ヘリからの映像を映していたモニターが突然死んだ 


〇 


一瞬ブラックアウトしたかと思うと、横なぐりの走査線がちらちら目まぐる 
しく走り、別のモニターで確認するとキャスターの背後に映していた部分も 


同じ状態だった 


〇 


「なにやつてんだ！ OF F にしろ！」スタッフ専用の内線スビーカーから 


野沢のキャンキャン吠える声が室内に響く 


〇 


^ヘリの松つちゃんを呼び出せ 


■ ■ m 


あいつ、ちょっとやりすぎだぜ 。 J 


野沢の声に吹き出しそうになるのを必死にこらえていたので、それだけ言う 


のが精一杯だった。それに応えて振り向いたスタッフたちがニヤリと笑った 


〇 


[松つちゃん？松つちゃん！！ 


f _ ■ « 


部長だめです！ ノイズが多く 


て 


■ ■, 


_ ■ _ * 


スピ _ カーに同せ 


* 


ブツンという音の後スピーカーから耳障りなノイズが室内を包んだ 


〇 


■ _ V 


で 




m m m 


• 0 • 


* • * 


が？ J 






だめだな 


■ • ■ 


スピ 


« •_ 


? J スピーカーを切れと言いかけた時、松野 



: 
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T 警署罄 I-I 
馨?!&:籙 

J.p J 1ir#:^ ぶ ^# 

1:; !0^淨 

善^^ 




• ■■違£ 

霞：藝_}霉襄: : ' 

I 着 lpita 

••- - 

IfB ^^ 塵⑹ 

塔^^|-^誇減ゾ:$:玲 *. it 






J 

•,!: 1 ”>:c?.: ■ ン ys wy-yv.'-:-.".- > - 

. 

.ぇ ：：.： .： 


1 ■ 51 -.---I 

. 


.^Tf. 

.....■ ..." ■ - - ...A^ 

: : : 

S - ^ „■- 

- : iv J . =: 

.㈣ 


に顯 7 ilM 


... 


1 _il.p: 

^•: :> •: >y:;•■SIS: : 钱 >TNS::Yv..Ai 
: . 

: 

H-;:-.'s.;::s. 卓 ^ 

I - 

暴-:—:! 


: 

... 

• ミ—— ， 


. 

暴；？■索* ■•■! 貧”髮 

^nis 




■: :: : i-T'-t?5.-i-v: 8 


• - - • > ......... .... .....X......' . 


•v?.:..y.....-:. ..V; 


の鮮明な声が届いた 
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■ば、ばけものだァ丨丨_ • •やめろ！ お、墜ちるうぅぅ！！ J 
「松っちゃん！応答しろ丨松野ォォォ ！ J 
何を呼びかけても、ただノイズが響くだけだった ◊ 

(I .■•ば•..け.■.もの？ 呼び続けろ！」 

「なにやってんだ、あんたらは！ ？ J 野沢が怒鳴りこんで来た。 

「警察と消防に電話を入れとけ！」それに負けない大声で怒鳴り返した a 
「ど、どうしたんです？」野沢が急にオドオドした口調で聞き返してきた。 
「ヘリとの連絡が途絶えたんだ！ おまえはスタジオに戻ってろ！！」 

最悪の事態を想定して行動しなければならなくなった ◊ 

「中継車を準備させとけ！」 

コソコソ出て行こうとする野沢の背中に向かって怒鳴った。 

(今日は帰れそうにないな_ ■ •) 浮かんできた息子の顔に心の中で手をあ 

わせた。 

參水谷邸 PM 7:42 

みんなが客間に集まって、唤いいるようにテレビを見ていた。 

画面では繁華街のド真ん中に墜落したヘリコプターが炎上している映像が映 
謹輿されていた。 . 

屬1.¢コアタ燃えちゃった 。 j ■彦がぽつりとつぶやいた。 

!「_ •: .どれくらい被害が出たのかしら？」 ； 

由加利が深刻な顔で誰ともなしに聞いた。 

1少なくとも乗っていた人は絶望的だな.‘ _ J ， 

ユウキは画面から目をそらさずに答えた。 

「知り合いの人じゃなければいいけど • • ■ j 夫人も心配そうにつぶやく。 
画面はスタジオに切り替わった。 

「落雷によるものと思われますこの墜落事故で、撮影のため同乗しておりま 
した当番組のカメラマン松野修司さんは病院へ運ばれる途中で死亡、へリコ 
アターのパイロット松永誠一さんはいまだ救出はできず、ほぼ絶望的と思わ 
れます_ _ _ J 



























画面の隅をスタッフのひとりと思われる影がちらりとよぎり、キャスターに 
紙を手渡した。 

「ただいま入りましたニュースによりますと、横浜市当局は、本日7:35に全 
市民に対し緊急の避難命令を発しました。頻発する微動性の地震が、直下型 
の大地震になる可能性を研究家が示唆したための措置です。 

「市民の皆さんはただちに所定の避難場所に避難して下さい。なお、落雷に 
よる被害も後を絶ちませんので、金属類はできるだけ身に付けないように注 
意してください。繰り返します • * • ただいま_ • • 」 

みんなの視線がユウキに集まった。 

「- _ •避難しよう-_ •みんな支度して！」ユウキの言葉にはじかれたよ 
うにそれぞれあたふたと用意を始めた。 

すでに服を着替えていたユウキはみんなの支度する様子を見守った。 

夫人と由加利はそれぞれの部屋に走り、雅彦は雑然とあたりに置いたおもち 
ゃをかき集めている， 

雅彦のおもちゃは、ほとんどが TV のヒーローや怪獣ばかりだった。 

「マー君、そのおもちゃはダメだよ ， j 

ユウキは雅彦に近寄り、ゴキブリに唯まれたあとの小さな傷跡だらけの腕で 
しっかり抱えた金属製の TV ヒーローの人形のひとつをそっと手に取った。 

「いやだい！」せっかく抱えた他のおもちゃをばらばら落としながら、雅彦 
は人形を取り戻そうとぴょんぴょん跳ねた。ユウキは雅彦の前に座り込むと 
、ジッと雅彦の顔をのぞき込みながら「これは連れて行けないんだ • 

」と言い、しばらく考え込んだあと雅彦に微笑みかけながら「誰もいなくな 
ったら、誰が家を守ってくれるのかなァ？ 帰ってきたらお家がなっかたら 

どうしよう . ね、マー君？ j 

「う 一 • • ■ J 雅彦は真剣に考えている。 

「こ いつ強い？」 

「うん！ ダゴン教団の海底魚人なんかイチコロだよ。」 

「じゃ、こいつにお家を守ってもらわなきゃね！」 
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「クトウルフハンター . 皇我（オー'力）に？」 

「そうさ、皇我だったらきっとマー君のお家を守ってくれるよ！」 

「そうだね •. •お家ないとパパ帰れないもんね。」 

「うん！ パパの ためにもね 。 j 

雅彦はパタパタと玄関に駆けて行き、やっと背が届くようになった下駄箱の 
上に皇我の人形を置いた a 

それを見守るユウキの横にいつの間にか由加利が立っていた。 

「こどもの扱いがじょうずなのね。」 

「俺がこどもだからだろ？」ユウキは照れた。 

「そうかもね ■ ■ •はい、これ。」由加利はきれいに折り曼まれたバンダナ 
をスッと差し出した。 

「これ？」ユウキは意味がわからず目をパチクリさせた。 

「こないだ山へ行った時汚しちゃったから洗濯して返すって言ったでしょ。 
忘れちゃったの？」由加利の目がキュッと吊り上がった。 

「わ、忘れるもんか_ _ •二年前のクリスマスに由加利からもらった奴じゃ 
ないか。忘れるなんてとんでもない！」あわてて言った。 

「ならいいんだ。」由加利がニッコリ笑った。 

「そのペルトのバックル金属でしょ？ だからこれをベルトがわりに使った 
らと思って$」 

「そうか、うっかりしてた • _ ■ありがとう。」 

由加利からバンダナを受け取り、腰に巻いた。 

だいたいの準備は整ったようだった， 

「行きましょうか ◊ J 

出掛けようとして夫人の指におさまった指輪が目にとまった。 

「おばさん • ■ ■指輪もだめです。」静かに首を横に振って見せた。 

『うふふ*. •やっぱり、ダメ？1さすがに親子、こんな時の夫人の笑顔や 
口調は由加利そつくりだった。 
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れ 


i m 


結婚指輪なんだけどなァ 


な 


目の前にかざして哀しそうに見つ 


めている 




なんとかならない？」由加利がユウキのシャツをツンツン引きながら、そ 


っとささやいた 


〇 


そう言われてもなァ 


■ ■ 


そうだ 


ユウキはぼんと膝を打つともう一度 


0 


0 


再び戻ったときユウキの右手には台所用のビニール手袋が握 


奥へ走った 

園 | li _ ぃた 

「とりあえずこれで絶縁しとけば大丈夫でしょう 
と、いそいそと左手にはめた。 


〇 


夫人はそれを受け取る 


「ありがとうユウキ君 


〇 


『さすがね！ 夫人と由加利がニッコリ笑った。 

ユウキはもう片方の手に持ってきたビニール袋を雅彦に渡し「どうする？ 




した 


これに入れてけば皇我も連れて行けるよ。」と下駄箱の上の人形を指差 


〇 


雅彦はしばらく考え込んだ数瞬後、みんなに向かってニコッと笑い。いやい 
やをするように酋を横に振り「いいよユウキ兄ちやん.お家を守ってもらう 


んだ 


〇 


と元気のいい声ではっきり答えた 


ユウキは雅彦の頭に手を置くと「えらいぞ 


〇 


0 


となでた 


<? 


できるだけ一塊になって行きましょう。手をつないで離さないようにね 


0 


ドアを開け表に出ると、道路ではこの地区指定の避難場所である元町公圃を 


目指す人々のざわめきがあちこちから聞こえた， 

^ ^ I I * ： ^ I ^ I 3-1 I * ' ' f r r ? | • 1 ? .. 

「さあ僕達も行きましょう 。 」ユウ龜は夹人から鍵を受取りドアを閉めた。 

； .....• ! :! : く . ‘ ••••：：-;•:. .►•••• . • • ... ........v . : .. ... ... : r*- • . . . • •• .... • • • • .... ••i.... • •. .. ...... , •• • • • ■ ■ • • • ..... ... .... .. ... . • • • . . . .. . ........ — • 

ユウキ福背負われた雅彦の目家、下駄箱の上で仁王立ちする皇我の勇姿が見 

... , A 二 * 1 • *- V*T * * jf . I 鲁 

ふ チ， . ： 』:： 

: /^_ 〇 


_ k 


皇我さま、お家をお願いします。パパが帰つて来るまでマー君のお 




: M 


m I 晷 _ 


家を守ってて下さい，お願いします 

Mflttdo^n. J-.a X -^ で . 朴 ••!. ••し M -，：：、.，！^ w*T 4| v* t i :' 

• •••;• •. - • . •. •: *• t - “ . ••*:•‘* ：： • ‘ ••： ' ' : . •':•、 •. ：' • • •••• •...'.••ベ.，....-.■- ^ • •. • _ _ ^ ... . : : .. •. :ベ* •' : :• • • . ■_. _ ■. • .... . •.. ... ... • . . °: 

雅彦纖祈りの終わらぬ間に、ドアはビタリと閉ざされてしまった 
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♦横浜スタジアム PM 7:54 

一方、横浜スタジアムの中は、中華街や桜木町あたりに遊びに出ていた人 
々や、近近の住民の避難場所として、続々と人が集まっていた。 

ほろ酔い加減のいい気分でいた人や、団らんの時を邪魔された家族などから 
、不溝の声があがったりもしたが、時折走る稲妻や稲光に照らされるたびに 
沸き起こるどよめきにかき消され、そしていつの間にかスタジアム全体が重 

い沈黙に沈んで行った， パ:.島：: t へ 

突然ナイター用の照明灯が全部ついた。 

暗闇に息をひそめていた人々は、その明るさが心強く、あちこちで話し声が 
起こったりして、スタジアムに活気が戻りつつあった。 

場内アナウンスが始まった。 

「市民の皆さん、この明かりは10分だけ点けられます。その間に、身に付 
けておられる時計等、金属製品をお外しになり、できるだけお身体から遠ざ 
けてください * • ■ 」 

あちこちで抗議の声もあがったが、おおよそは問題もなく、それらの製品は 
誰言うともなくマウンドの上に積み上げられていった， 

「あと1分で再び消灯いたします ◊ これは地震、落雷からみなさんをお守り 
するための配慮であります。落ち着いて行動くださるようお願いいたします 

■ * * J ま' 屬麵' 繼 ... 

どこかから赤ん坊の泣き声が聞こえた。 

その時地面を揺さぶるような大音響とともに一筋の稲妻が照明塔に落ちた> 
パ"と照明灯のガラスが弾けて、破片がザァーツと人々の上に爾のよう 
な音をたてて降り注いだ。_ 


たちまち悲鳴が渦を卷き、人の群れがゾゾッと波打った 


〇 


照明塔を見ろ 


若い男の声が聞こえた 
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さっき落ちた稲妻が照明塔の鉄骨をのたうつようにゆっくりと這い回り、バ 


…： 


ミ離蛾 




チバチ音をたてながらまるで生き物のようにまとわりついている 


〇 


あれが 


稲妻か！？ 


























その声が終わらぬうちにもうひとつ、そしてまたひとつ 


落雷のたびに 


照明塔が破壊され、ついにスタジアムほ這い、のたうつ稲妻に照らされるだ 


けの闇に戻った 


〇 


その間にも人々は降り注ぐガラス片を避け、スタジアムの中央へと徐々に篥 


まり始め、ついに金属を集めたマウンドにまで追い詰められた。 


その時であった ◊ まるで何者かの意思がその時を見計らっていたかのように 


稲妻が マウンドの 金属製品に向かって一直線に駆け降りて きた 


〇 


ドゴオオオッと文字通り地面が揺れた。そのはずみで幾枚かの人工芝がめく 


れ上がった。人がクモの子を散らすように悲鳴をあげながらザッと離れ、 


ドーナツのように輪ができた6輪の中心では稲妻に捕えられた犠牲者たちが 


のたうつ光の蛇にからみつかれながら感電でガクガク身体を震わせながら踊 


りを踊っていた 


〇 


マリオネットのように不器用に身体を操られながらの凄惨な死の踊り 


-倒れてもなお、光の蛇が触手のような手を離さぬうちは地面をのたうち间 


つている 


〇 


青白いような黄色いような、様々な色や形に変化しながら自在に形を変えて 


人体をじゅうりんしてゆく生き物のような光と、死してなお踊り続ける黑コ 




ゲの死体との華麗なステージだった 


〇 


人々は肉や髮の焼けるむかつくような香りの中、あまりの恐怖に逃げること 


も忘れ、その残虐なショーにくぎづけにされていた ◊ 


ついに犠牲者たちの服がボッと音をたてて次々に燃え上がった 


〇 


その照り返しに顔をてらてらと輝かせながらも、人々はグゥッと息を飲んだ 


まま動けなかった 




〇 


燃え上がった死体は不必要なほどの黒煙をもくもくと吐き、天を焦がさんば 


かりばかりの盛大な炎を噴き上げだした 


〇 


そうして燃え上がったいくつもの火炎は、渦を巻くように寄り集まり、束ね 


られ、一個の巨大な火炎の塔になって燃え盛った 


〇 


人々は熱で眉を焼きながらもまだ逃げられずにいた 


〇 
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火炎が形態を変え始めた。徐々に枝別れして、三股に別れた外側の二本がゆ 
っくり広がりながら上下動を始めた$まるで巨大な鳥が翼を広げてはばたこ 
うとするように ■ . ■ • 

炎はだんだんと形態を整え始めた。 

ゴゴオォォッと炎が獣のよう（こ吠えた。 

人々が燃え盛る炎を見上げているうちに、炎は巨大なヒルが翼を広げたよう 
な形態に固定した。 

ゲケエエエエエエン！！ 

炎のヒルがカン高い、神経を逆なでするような声でもう一度吠えた〇 

「いやぁああぁぁ！！」 

若い女の悲鳴がきっかけになった。人々は悪夢から覚めたようにヮ T ヮァ喚 
きながらてんでに逃げだした《 

ヒルは身体のあちこちに炎をまとわりつかせたままはばたいた。 

はばたくにつれて肌を焦がす熱風がスタジアムを駆け巡り、肺を焼かれた人 
がおもしろいようにバタバタ倒れていった。 

激しくはばたくと翼の先から炎がほとばしりでた。 

我先にと出□に走り、もみくちゃになりながら押し合っていた人々の上に炎 

が落ちた讎 _ =議_:義__虜||;|. 

一瞬のうちに数十人が火ダルマになって転げ回った。 

スタジアム中がパニックに陥った。 

赤ん坊を抱えた若い母親がはじき倒された。たちまち赤ん坊は火がついたよ 
うに泣き出した。「坊や！坊や! j 手探りで這いながら赤ん坊を探す母親 
を容赦なく人の波が踏んで行く。ゴキッと重く湿った肉がつぶれた音。 

「ウゲッ！ j 肩甲骨の下をとがったハイヒールで踏み抜かれた母親は、ビク 
ンッと一度だけ身体が震えた。「うああぁぁ_ • うおぁぁぁ • _ •ええぇえ 
■ゲッ_ . • • j 赤ん坊の泣き声が止んだ。コキン、グシャ、グジュとそれ 
にしばらく続く湿った音。すでに動かなくなった母親に誰かが足を取られた。 



















ドドッと人が波を打って倒れる。下になったまま動かなくなった人。起き上 
がろうともがきながら新たな波に踏み付けられる人。人、人、人！ 

高校生の髪をわしづかみにして後ろへ引き倒そうとする中年の夫人。老婆の 
背を拳でこづく小学生。殴り合う男と女- 


響‘ ■ _ • 


そこへ立っていられぬほどの縦揺れが、地鳴りと共に襲いかかった 。 地震に 
足を取られドドオッと崩れる人の大波。 

その崩れた人々の上へ光の蛇にまとわりつかれ、脆くなっていた照明塔が耳 
障りなギギイイイとした金属音をたて、破片や部品をぼとぼと落しながら- 


ft 



元町公園 PM 8:06 

ユウキたちが避難所に逃げ込んだ時にはすでに多くの人が不安そうな面持ち 
で思い思いの場所に寄_まっていた。 

公園にはア_ルがあり防火用水の心配はいらない。 

稲妻が光り、地面がズズッと揺れるたびにどこからか細い悲鳴があがった。 

火事だ！ J 誰かの叫び声にユウキが振りあおぐと、横浜スタジアムのある 
方向から炎が燃え上がり、天を焦がしていた。 

『おとうさん大丈夫かしら？」ユウキに身を寄せたまま由加利がつぶやいた 
: • . •おじさんは横須貿に行くって言われてたから、庁舎にはいないハズ 

J ユウキは何気ないふりをしてそっと応えて、それでも垂りがちな表 


r 


〇 


だよ 


〇 


情を見て「大丈夫、心配ないよ 
(ついに火災が起こったか • _ 




と付け加えた 


〇 


' - ) ユウキは関東大震災で火災が多くの人命 
を奪ったのを知っていた。実際地震による犠牲者より、火災での犠牲者の数 
がそれを数倍した数になっている。（このうえ大地震が襲ってきたら*. ■ 
横浜もヤバイぞ。） 

ユウキは、どこか地の底から低ぐこもったうなりが寄せて来るのを聞いた 


a 


みんなッ！しやがんで！ 地震が来る、大きいぞッ 


_ _ 


大声で叫んだ 




ユウキの叫びが終わると同時にものすごい縦揺れが襲ってきた 
ズズズッと大地がうなった，力•クンガクンと揺さぶられる。 


〇 
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しゃべろうとすれば舌を_みそうだった 


0 


(クソッ 


今日はいったいどうしたつてんだ！？ 


縦揺れは1分ほど続いただろうか。 

揺れがおさまってもまだ足もとが頼りなく、クッションの上を歩いてるよう 
な感じがしばらく続いた。 


やれやれとユウキがホッとするのと公園アールに雷が落ちるのと 同時だった。 
ズズンッと重い大音響に続いてドオオオオオンッと水しぶきが上がった。 
「うお わァ！ 」 気を抜いていたユウキは心臓が飛び出すかとい うぐら い驚が 


された 


〇 


どきどきする胸を押さえながら半分腹もたって 
「（冗談じやないよ、アールに落雷だなんて 


_ ■ 


ン？プールにイ！？ 


「な、なに？ どうしたの？」急に大声をあげたユウキに驚いた由加利が聞 
き返してきたが、そんなのはユウキの耳には入らない。 

「なんでアールなんかに雷が落ちるんだ！？ ここには背の高い樹がこんな 
にあるのになんでアールなんかに落ちたんだ ' r !? | 


突然、ズザザザッとアールから水がすごい勢いであふれだした 


〇 


「ば、ばけもんだァ 


4 * 


誰かの叫びが響き渡った 


〇 


なにやら人間のこどもぐらいの大きさの生き物がアールから続々と這い上が 


つてくる 


〇 


街灯に照らされたそいつらの姿を見たとき、ユウキはウッと息を飲んだ 


〇 


異様に細い手足で関節は丸く節くれだっている。細長いそれぞれの指先には 
銳く尖り湾曲した長い爪が伸び、腹は水死体のように膨れ上がづているく 
(こいつらは •• •餓鬼か！ ？） いつか見た江戸期の絵草紙に描かれていた 


地獄の亡者そのもの■こにいた。 

しかし、餓鬼ではない。そいつらめ頭も腹と同じように大きぐ膨れ上がり 
脳髄が薄い膜に包まれているのが外から丸見えだった 


そいつらが大人の背丈くらいをぴょんぴょん跳び越しながら、無作為に襲い 


かかつてきた 


〇 

































「逃げろ！」人々はなにごとか叫びながら我先に逃げ出した。 
振り返ったユウキ目の前に化け物がぴょんと立った 
考えるより先に爪先で思い切り蹴飛ばした。 

グヂヤツと粘り着く嫌な音をたてて化け物の頭が吹っ飛んでいった 
「みんな走って ツ！」ユウ キが叫ぶ， 

「キヤーッ！」由加利が悲鳴をあげる 


ユウキはドンッと背中を重いモノで殴られたような衝擊を受け、地面に膝を 

ついた ☆ 、 1 , 

背中が熱い。 

クケケケケケケェェ .■ •化け物が爪を立てて いた。 

「ユウキッ！ J 由加利が駆寄ろうとするが逃げ惑う人の波にさえぎられた、 


「来るな！ すぐに行くから家に戻ってろ 
で化け物の短い足首を掴んだ。 


、ン 


J ユウキは背中に回した手 


「クッ！ _ ■ .おばさんとマー君を頼むぞ！！ j 化け物を背中から引きは 
がそうとするが、体勢が悪ぃのと爪がしっかり喰ぃ込んでぃるせ ぃでで きな 

い。 離 ' 

ごろごろ転がり回ったが、化け物は離れようと_なぃ^ f ， 

(クソったれがッ！）ユウキはひょぃと立ち上がり、トンボ返りの要領會空 
中へ跳ね上がると思ぃ切り背中から落ちた。 # 1¢1 

「グジ ュッ、 グゲッ！ j 化け物はクッションにもな翁ず、背中を強#打_繼 
ため息が is まゥた。 一^^^9 

化け物の爪がより深く嗦い込み、シャツに溫かいものが広がったが、也け物 


から潰れ出た冷たい血液や内臓がすぐ熱を奪った。 

しばらく息を整えてからゆっくり立ち上がった 。 

ユウキの背中には化け物の死骸が爪でぶら下がったままだった。 
r - _い • •痛え* ■ 」背中に回した手で用心深く爪をはがす。 


(こんな生物が.，•いったいどこから？） 

あたりを見回すと何人かの人が化け物と格闘してる真最中だった 

6〇 

















m 


) 幸い由加利の姿はない。 


■n«i*B«nH9nwjuLuiiiihi 1 1 




( 由加利 


■ 


加勢しようとその人達の方へ一歩足を踏み出した途端、ユウキの目の前に新 
たな一匹がぴょこんと現われた。 

街灯に照らされた化け物の顔がはっきり見えた^ 

大きく横に広がった口から短い牙がぞろりとむきだしになっているのが、淺 
画のキャラクターのようで、ユウキは吹き出しそうになった。 

「来いよ...さっさと済ませちまおぅぜ J ユウキは化け物に向かって手 
をヒラヒラ振って見せた， ボ 

自分の中にある余裕がどこから来てるのかユウキ自身わからなかった。 
昨日までの自分ならパニックを引き起こして逃げ出していただろうなと思っ 
た:..:〇 


化け物がぴょんと跳ねた6 

ユウキの右拳が化け物に向かってヒュッと伸びた .. 

_横須實米海軍基地会議室 PM 8:10 

「いったいいつまでこんなくだらん問答を繰り返す気かね！？」 

バンッと机を叩き、立ち上がりながら水谷氏は大声をあげた。 

室内の中央に巨大な楕円形のテーブルがあり、それを横須賀基地の将官たち 
、防衛庁の官僚や制服組が20名ほどで囲んでおり、行方不明になった F — 
14|_いて議論 L ていた。 一 

水谷氏はそこに二時間も座っているのだが、具体的な事後対策が練られるわ 
§でなく、まさに机上の空論を聞かされ続けてきた。 

庁舎を離れる前にほんの 15 分ほど市の職員と打ち合わせては来たものの、 
電話連絡も思うに任せぬほとんど軟禁状態に置かれた今、街の状況が気にな 
って仕方がない。それはこの無為な議論に対するいらだちになっていた。 
「私の市民は今頃安全な場所を求めて逃げ回っているハズだ！」 

水谷氏はなめらかな英語でいらだちをまくしたてた。 

水谷氏の剣幕にテーブルを囲んでいる者たちは顔色を失った a 








「地震に対する避難命令は発令させたが、外は絶え間ない落雷に襲われてい 
る。そんな大変な事態が横浜ではもちあがっている！ • _ . こんなくだ 
らん事で時間は無駄にできんのだ！ 行くぞ柏木ッ ！ j 

水谷氏に応えて市長秘書 • 柏木竜二はひょいと立ち上がった。髮をオールバ 
ックになでつけた2 0代後半の涼しい目をした好漢である。 

「我が軍の戦闘機が行方不明になっておるのがくだらんと言われるのか？彳 
静かに落ち着き払った声だった。 

声のしたほうを見ると、先ほど水谷氏の到着を出迎えた副司令がニヤッと笑 
つて見せた。 


まだ三十代の後半ぐらいなのに副司令官を務めているのだから相当やり手だ 
ろう。のっぺりとした顔に麿のようなきつい目が印象的な白人だった 0 
『ああ、まったくもってくだらん！ そっちで勝手にやってくれ！」 

「き、君！ 副司令官にたいして失礼ではないか！！ j 

防衛庁の制服が顔を真っ赤にしてわめき始めた。 

「言い過ぎは謝罪してもかまわんよ 。 だが、わたしはこれで失礼させてもら 

う … J 


r あなたのようなガッツのある市長を持った横浜の市民は幸福です。 j 相変 
わらず落ち着いた声だった。副司令はゆっくり立ち上がると、入口で敍を持 
つて立っていた M P に面倒臭そうに手を振った， 


MP はさっと銃を構え、ズカズカと水谷氏を囲んだ。 
「これはなんのつもりかね？」 


水谷氏の声は冷たく、副司令に向けた目は細められ、火を噴きそうだった。 
[あなたはここにいなければなりません。我々の問題が片付くまではね。」 
「きさまァ • • • j 水谷氏は銃でこづかれ無理矢理座らせられた 
「これが片付けば我々のヘリでお送りしますし、救援隊も送りましょう。」 
『せめて時間だけでもはっきりさせてもらおうか 。 j 
水谷氏は副司令に視線を注いだまま静かに言った。 











f 地震と雷ぐらいで横浜の街がなくなるものでもありますまい。時間はたっ 
ぶりありますよ市長閣下。」副司令はもう一度手を振り MP をさがらせた d 
水谷氏はゆっくりそこに並んだ防衛庁の官僚たちの顔を順繰りに見すえてい 

った。 

官僚たちはこそこそ視線をそらし、誰ひとりとして見返そうとする者はいな 
かった P 

「■ ■ * ゲスどもが！」短く吐き捨てるようにつぶやいた。 

「それでは再開しましょうか’ ■ ■ _」 

副司令の声はどこか遠くから聞こえている気がした ◊ 

「どこまで話しましたかな？ • • •おおっとそうそう、損害賠償の件でし 
たね。」 

1 それだが、なぜ我々の政府が御囯の機体の賠償金を払わねばならんのかね 
? J 

(昌子 ■ . ■すまん！）水谷氏はギリギリ音がするほど歯噛みした。 

その時、 

ぺキッ！ 

乾いた音が柏木秘書の手のひらから高く響いた。 

会話が中断し、皆の視線が柏木秘書に向けられた。 

柏木は無表情のまま手を皆に見えるようにゆっくり開いた， 

手のひらではヘシ折られた万年筆が皮雇に突き刺さり、インクの混じったど 
す黒い血がとくとく流れ出していた。 

「皆さん方の議論につい興奮してしまいまして_ _ •失礼しました。治療を 
受けさせてもらえますか？」柏木はニヤリと笑った。 

副司令は顔をしかめると MP を呼んだ。 

「医務室へ。」 

「この傷では横浜の病院へ行かないと無理ですよ。」 

「なに！？」副司令はキッと柏木をにらみつけた。 

「そうでなきや次は * • • 」 
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柏木は破片が刺さったままの手のひらで、バンッと机を叩いた。 

そのまま机にぐいぐい押しつけた手のひらから血がじわりと広がった。 

「 • • _ 骨折するかもしれませんよ ◊ 副司令官閣下 4 J 
•水 谷 邸 PM 8:33 

ユウキは由加利の家の明かりを目にした途端言いようのない安堵感を覚え 
体中の力がフッと抜け、その場に崩れそうになった。 

(せっかく洗濯してもらったのに汚しちやったな...また怒られるのかな 
? ) 怒った由加利がアイッとそっぽを向く姿を思い浮かべた^ 

『よおいしょっと！」声をかけてまた 歩き 始めた 。 

「元 町に降りたァ！？ j 

r 早く知らせないと犠牲者がでるって.*，」 

「電話は？」 

「回線が混んでてつながらないのよ！ j 

「 * ■ •チッ！」化け物の血で汚れた拳で玄関ドアを叩いた々 
ユウキが迪り着いたとき、由加利はいなかった6 

怪物の出現を警察に報せるからと、母と弟を家に残して元町に降りたのだ。 
r ごめんなさい._ •止める間もなかったのよ。 j 夫人は消え入りそうな声 
で ユウ キに謝った。 

ユウキは夫人が急に老けたように感じた。 

f すぐに戻ります！玄関には鍵をかけずいつでも外へ逃げ出せるようにし 
ててください 。 j 

r だめよ！」夫人はユウキの腕を引き止めた。 

「傷の手当てをしなきや！そんなに出血してるのに、あなたにこれ以上の迷 
惑はかけられないわ！」 

ユウキはそっと腕をほどき、むんッとガッツポーズをとって見せた。 

「大丈夫ですッ！ * _ ■かならず ジャジャ 馬をとっ捕まえてみせます， 」 
『でも ...j 
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なおも声をかけようとする夫人を押しとどめて 

「_ • ■手当ては由加利にやってもらわないと後が怖いですからね。」 

とウインクした。 

「ユウキ君 ■ * •そうね、お願いするわ。」やっと夫人に笑顔が戻った。 
「くれぐれも無理はだめよ。元町で見つからなくても必ず戻るのよ！」 
何度も繰り返し念を押す夫人に手を振って、ユウキは元町に向かって走った。 
(神様_ふたりをお守りください • _ • 〉ユウキを見送りながら夫人は 
一心に祈った。 

「ママァ T ァ！ いやぁぁあ f ! J 客間にいる雅彦の悲鳴がその祈りを中断 
させた u 

I 雅彦ォ！ J ほとんど悲鳴に近い叫びをあげながら客間に駆け込むと、雅彦 
が飛びついて来た。 

【ママァ！ _ _ * おばけだ、おばけが来た！」 

先の化け物だ。それが、バンバンとサッシに体当りする音がするたびに、雅 
彦の小さな身体がビクンビクンと震えた。 

夫人はギュッと雅彦を抱きしめた。 

『マー君怖い？」雅彦は抱きしめられながらぶるんぶるん首を振った。 

が、震えは止まらなかった。 

『お兄ちゃんたちが帰って来るまでママとがんばれる？」雅彦は何度もうな 
づいた。 

「二階に行こうね。」夫人は雅彦を抱え上げ、じわじわ後退りした。 

キキケケケエヱヱィィ.... 

振り返った夫人の目の前に化け物が立っていた 0 

(まさかッ！？ ） 雅彦の悲鳴に動転してドアを開け放したままだったのだ . 
その化け物の向こうにも、そのまた向こうにも •• • 

雅彦をかばうようにして身構える夫人の耳に、パリンとガラスの割れる乾い 
た音が背中の向こうから届いた . 
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♦元町 PM 8:38 

元町は、逃げ惑う人々でごったがえしていて由加利はたちまち身動きがと 
れなくなった。人波にもまれ、どんどん中華街の方へ流されてしまう。 
(やっぱり家にいるべきだったのかしら ■-■ でも ■■•) 

由加利の頭の中をユウキの言葉がちらりとよぎった。 

しかしそのユウキが今も怪物に傷つけられているかもしれないと思うと、い 
てもたってもいられなかった。 

「すいません _ • •通してください、警察へ行かなきゃいけないんです 6 」 
そんな声は人々のざわめきの中に溶けてしまい、誰の耳にも届かない。 
「お願いです！ 今も向こうで怪物に襲われている人がいるんです！」 

由加利は必死で叫んだ。 

「怪物ゥ！ ？」振り返った女性の顔は妙に歪んで見えた。 

「怪物が出た r !」誰かが叫んだ 。 

「キヤーァァ！！ j 黄色い叫びが飛び交い、人波がドドッと揺れた。 

由加利は弾かれ、もみくちゃにされながら石川町駅へ向かう新たな波に呑ま 
れた。 :農■着 g 

「 ••• ！？」ふと誰かが自分を呼んだ気がした. 

精一杯見回してみたが見知った顔はない。 

(ユウキ！？ .••違うわ..‘）また呼ばれた。 

(おかあさんね！？ •. ，雅彦 ！？） 家族が自分を呼んでいるんだと直感 
した。 

『通して！ お願い！ おかあさん！！」 

もときた方へ戻ろうともがくのだが、人の流れはその反対へ由加利を連れ去 

って行く。 

f 雅彦ォ！」由加利の叫びは喧噪に呑まれ溶けてゆく. ■- 












•横須賀米海軍基地ヘリポート PM 8:41 
水谷氏と柏木は 、 M P のジーアに先導されヘリポートに入った。 

柏木の機転が効を奏して、ふたりは2時間で監視付きという条件で一時解放 
されたのだった。 

ヘリポートでは H U — 1が待機していた。 

そこへ向かう車中でその機体を見たとき、水谷氏は言い知れぬ嫌悪感を隠せ 
なかった。 

水谷氏がアメリカに留学していた頃はベトナム戦争がドロ沼化し、アメリカ 
国内では反戦運動が盛んだった6水谷氏は留学生の身でありながら、自らそ 
の運動に身を投じ、検挙され、資格を取り消された上に国外退去の憂き目に 
あった苦い思い出がある。 

HU — 1はベトナムではポピュラーな機体だった，ぺトナム戦争を扱った映 
画では必ずと言っていいほど使われている。 

『どうかされましたか？」柏木がそっと耳打ちしてきた。 

「いや_ ■ •昔を思い出しただけだ、気にしないでくれ。」 

そしてまじまじと柏木の顔を見つめた。 

r 私の顔になにか？」真正面から視線を受けながら不思議そうに問いかける 
柏木に、喉まで出かかった言葉があった。 

「いや、さっきの事だが_ . _ j 
「お叱りは後で願います J 
「叱る.. * ? j 

「出過ぎた真似はご容赦願います a ああするしか方法を思い付かなかったん 
ですよ。私の少ない脳味噌では * j 
柏木はニコリともせず、視線を正面に移してしまった。 
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♦元町西之橋付近 PM 8:49 

ユウキは由加利との距離が縮まらないことに腹を立てていた， 

元町通りを駅の方に押して行く人波の中に由加利の叫び声を聞き付けてから 
もう随分になる 9 由加利の姿は見え隠れしながらどんどん離れて行く。 

「由加利 f こっちだ、由加利！！ J 

何度となく呼びかけるが、由加利はまだ気づいておらず人波から逃れようと 
一生懸命もがいていた。 

人波をかき分け近づこうとするが、さっきの化け物にやられた背中が災いし 
ていた。思うように力が出ないし、動きものろく自分でもイライラするほど 
だ 6 

由加利を見失わないようにしながら西之橋までやってきたところで、人の流 
ix が変わった。横浜スタジアムのある関内方向から逃げてきた人々とぶつか 
りあい、押し戻される格好でまた元町方向へ動いた。 

(よし、こっちへこい！）ユウキは由加利が押し戻されるのを目で捕えなが 
ら、できるだけ流れのはじに身を置いた。 

「由加利ィィ丨！」背中の痛みをこらえて精一杯大声を張り上げ、何度も跳 
ねながら両手をプンプン振った a 

10 メートルほど先にあった今にも泣きそうだった由加利の顔が、花が咲いた 
ようにパッと明るくなった。 

『ユウキィ！！ j 由加利は懸命に手を伸ばした。 

ユウキは人をかき分けるようにして由加利の所へ急いだが、人垣は厚くなか 
なか近寄れない。 

それでもなんとかお互いの声が届き合う所まで迪り着けた。 

( 由加利ッ！ J あと七、八人。 
f ユウキィ！」あと四、五人。 

ユウキは思い切り跳ねるようにして由加利に手を伸ばした。 

由加利は思い切り跳ねるようにしてユウキに手を伸ばした。 

指と指の先がかすかだが確かに触れ合った。 







「鬼だ r 


* _ 


山手トンネルの方向から悲鳴をあげながら新たな波が寄せた。 

「トンネルに鬼が出た！ j 

その波は由加利の指をユウキからもぎ離し、アッと言う間に由加利をユウキ 
の目の前から西之橋の向こうまで押した。 


クソッ 


_ ■ 


ユウキは新たな波に飛び込んで由加利の後を追った 


•横須賀米海軍基地ヘリボート PM 8:51 
水谷氏と柏木は、 HU — 1の後部座席に向かい合わせに座っていた。 
それぞれの隣には巨漢の MP が腕組みしながら座っている。 

「いつになったら飛び立つのかね！？」水谷氏ほ焦れた。 

ふたりの巨漢は腕組みしたまま目を閉じて、彫像のように微動だにしない。 


I 'しばらくのご辛抱を 


* _ 


J パイロットがシートから振り返りながら 


「急なお達しで補給が済んでないんです。私自身たった今捜索から戻った 
ばかりでしてね。」 

柏木が水谷氏の膝をつつき外を指差した。 

水谷氏が身体をずらすと副司令がヘリに近づいて来るのがみえた。 

「なんの用でしょうか？」 

柏木が不審そ’ 3 な顔で水谷氏の耳元にささやいた。 


副司令はツカツカと歩み寄るとおもむろにヘリのドアを開け、水谷氏の隣に 
座っていた M P に顎をしやくつて合図した。 MP はすぐさまヘリから降り、 


入れ替わって副司令が乗り込んできた 


〇 


私も 


<_ 


——* 


緒させていただこうか. 


m m m 


I おや？ 基地の副司令官ともあろう方が 
よろしいのですか？」 

水谷氏は嫌味たっぷりに、しかし笑顔で副司令に応えた 
「あの後、あなたが国に留学されたと聞きましてね。」 
水谷氏の目がスッと細められた。 


あのくだらん井戸端会議は 


〇 











「国に問い合わせたところ、いろいろおもしろい事を教えてくれました。 


抑揚のない冷めた声だった 


0 


「それで私もご一緒させていただくことにしましたよ 0 J 
副司令はツイッと柏木に視線を移した。 

「それにこちらの秘書君はなかなか油断がならん人物ですからな 


〇 


柏木はおもしろくもないといった感じにちょっとだけ肩をすくめて見せると 


窓の外に視線を移した 6 

「出せ。 J 副司令の声と同時にフワッと機体が浮いた。 

「横浜まで10分もかからん旅です0それでも我々が話し合うには充分な時 
間でしょう。違いますか？」副司令は楽しそうに笑った。 

•元町掘川沿い PM 8:55 


由加利は石川町駅に向かう流れから抜け出した途端に、今度は掘川沿いに 
海岸の方へ向かう流れに吞まれた a 

(ユウキ、どこ？ どこにいるのユウキ丨？）西之橋に戻ろうと流れに逆ら 
うのだが、次々によせる人波に押し戻され、その場に留まるのが精一杯だっ 
た。 


r ゆかぁりいぃぃぃ ■•. !」ユウキが自分の名を呼ぶ叫びが聞こえた。 
「ユウキィィ！」身体を斜めに傾け、人の波を割りながらあたりを見回した 
がユウキの姿はどこにもない。 

『どこ才！？ どこにいるのユウキイイ！！ j 


「ゆかァりい！！」声のするのは掘川をはさんだ向 


し • ノ、 JU IKli 


あわてて道路の隅、川辺りのガードレールに身を寄せて闇の向こうをのぞき 
込んだ。 


「ユウキ！」由加利の目から、安堵の涙がこぼれ落ちた。闇を透かして対岸 
で手を振るユウキが見えた。 

「今行く！ そこを動くんじやないぞッ！！ J ユウキはガードレールを跳び 
越し、コンクリートで固められた川つ縁を一気に滑り降り、頭から水に飛ひ 


込んだ。 


7〇 
























由加利は容赦なく押してくる人波に、幾度となくガードレールから引きはが 
されそうになるのを必死にこらえながら、ユウキの姿を目で追った。 


Hi の水は生ぬるく水も腰ほどまでしかなかったのだが、河床に貼り付いた水 
苔がぬるぬる滑り、歩くより泳いだ方が速かった0 

f ユウキ！ j 抜き手で水を切りながら自分を呼ぶ声にちらりと目をやると、 
ガードレ_ルから引き離された由加利が、人波に見え隠れしながら懸命に自 
分を目で追っているのがわかった。 

(少し先回りしないと ■ ■ _あッ！ ？ ） 

ズズズウウウゥゥゥズウゥゥゥ 

ギャギイイイイッ 

水中の身体を震わせる地鳴りと、コンクリートがきしむ轟音が同時にユウキ 


に II いかかった。 

「（でかいぞッ丨！）由加利ッ！ 雛れてろ！！」河床に足をふんばるよう 
にして立ちながら怒鳴った6 

それは今までの揺れを全部合わせたのかと思うほど激烈な縦揺れだった. 

鼓膜を破るような轟音. 

人の顔が二重三重にブレて見えた 

由加利もその周りの人々も最初の揺れで足をすくわれ、大きく波打つように 
なぎ倒された。 

地面の揺れにあわせるように水面も波立ち、ユウキは何度も頭から水をかぶ 


つた。 


ギシッと音を立て、対岸のコンクリートに亀裂が走った 


一起， 


〇 


ボギキ’ 


ゴゴゴオオゥゥゥ 


、 t : ... 

• • • •» 

' 


見る間に亀裂が広がっていった。 

' . -- 

ユウキは波に翻弄されながらも、なんとかその亀裂に手を掛けた。 

ゴゴゴゴゴゴオオゥウッ 

ュウキは目を丸くした。自分が立っていた元町側の川辺りが縦揺れにあわせ 


るようにじわりじわりと遠ざかって行く 


〇 
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ゴボッと奇妙な音がして、川の水がいきなり無くなった。 

ユウキは自分を包む支えを失った態になり、広がり続けるコンクリートの亀 
裂に掛けた手と腕でぶらさがる格好になった。 

振り返ったユウキにむきだしになった河床にも大きく亀裂が走っているのが 
見えた。 

川の底が抜けたのだった6 

亀裂が一度に川の水を飲み干したのだ。 

河床の亀裂は地獄の釜が蓋を開けたようにゴウゴウと鳴いていた。 

落ちたら最期だと怖れさせる奈落が、上にも下にもどこまでも続いている。 

「ユウキッ！ j 

振り仰ぐとガ_ドレールから身を乗り出し必死に腕を伸ばす由加利がいた。 
「大丈夫だッ！さがってろ！ j けんすいの要領で身体をずりあげながら怒 
鳴った。しかし由加利は相変らずユウキの名を呼びながら手を差し伸べてい 
る， 

(やれやれ_ • • このジャジャ馬め * • * >どんな状況下でもまっすぐ自分 
に向かって来る由加利に、言いようのないものが胸の内に広がり、ホッと笑 
みがこぼれた. 

「よっこらせっと。」なんとか亀裂に足を掛け、ガードレールの根元に手が 
届いた。 

『 • _ • ユウキ！ j 由加利は目頭が熱くてしょうがなかった。 

(いつからこんなに ■■ •泣き虫になっちゃったのかしら ••） 涙が溢れて 
どうにも止まらなかった。 

「■ _ •由加利。 J 身を乗り出した由加利に手を延ばした 6 
ふたりの手と手が固く結ばれた。 

由加利の涙が握った手にポトポト落ちてきて熱かった。 

ユウキはその熱さが快かった。 

由加利は懸命にユウキの手を引こうとしたが、身体が震えて力が入らなかっ 

た， 


72 
























ユウキは亀裂に掛けた足を踏ん張り、身体を持ち上げた6 
背中の傷がうずいて何度も力が抜けそうになるのをこらえた。 
ユウキの胸がガードレールの根元に届いた。 

.•.• •ズズズウゥゥゴゴオウドオオン 


二人の耳に急速に近づく地響きのような轟音が届いた。 

由加利は見た白く泡立つ波頭をけたてて底の抜けた河床を沈めつくさんと 
押し寄せる、凄まじく猛り狂った怒涛を。 

水を飲み干した川底の亀裂に、海がせきを切ってなだれ込んで来たのだ。 
「ユウッ . _ ■ ! j 由加利が声をかける前に最初の大波がふたりを呑み込み 


、固く結ばれた手をもぎ離した。 

(由加利！？〉ユウキは辛うじてガードレールを掴んだ手で波に逆らった， 
由加利は波に巻かれたまま人を越え、道路の向こうの暗がりに転がり消えた 
(クソッ！）足で亀裂をまさぐり、足掛りを探した。 


〇 


誰かの悲鳴が聞こえた4 

振り返ったユウキはガードレールを越え、道路を呑みながら再び襲い来る荒 


れ狂った怒涛を見た。 

ガードレールの根元を抱きかかえるようにし、亀裂に掛けた足を突っ張って 
身構え、グゥッと息を止めた。 


• _ . _ドッドドオオォォゥゥ 

ユウキは百万本のハンマーで殴られたような衝撃を受けた。 

ガードレールの支柱を抱え込んでいたはずが、ガンッと来た次の瞬間には木 
の葉のように怒涛の中できりもみにされていた。 

【グハァッ！！ j あらゆる方向から殴りつけてくる水の ft 力に負け、肺に溜 
めていた息を吐かされた 。 そして、何度となく川底に叩きつけられた。 

薄れゆく意識の中で、道路の向こうに転がった由加利がこれに巻き込まれな 
かった事を神に感謝した。 

(■ . •由加...利 ■... 〉泣き顔の由加利とともにユウキの意識は闇 


の奥に呑まれていった 















• HU -1 PM 8:59 

「•••• といった言わば若気の至りってとこですかな。 J 水谷氏はでき 
るだけ感情を押さえた淡々とした口調で、国外退去に至った経緯を話した. 
コクビットのフロントガラスの向こうに横浜があるはずだった。 

「確かに本国から取り寄せた情報と一致する証言ではありますな。」副指令 
は潘紺のファイルをめくりながら冷たい視線を送った。 

「証言とは穏やかならん表現だな。 J 水谷氏は相手をするのもバカバカしか 
った。 

「私の容疑は何かね？ J 

〖 容疑？ フン •• ■それは誤解だ a 」副司令は肩をすくめながら「なにも 
犯罪者扱いしているわけではない ■ _ •今のところはな。 j と言い放った。 

「今のところですか？」柏木は表情を硬くした， 

「水谷氏はステイツがお嫌いらしい • ■ ■と言うより軍人がね ◊ j 
と、突然「あれはなんだ！？」とパイロットが絶叫した。 

いくつもの稲妻が一斉に落ち、まばゆい閃光がずりずりっと広がり眼球を焼 

いた。 

パイロットは思わず目を押さえ、コントロールを失った機体はあっと言う間 
にきりもみ状態に陥り、乗り込んだ人達は巨大なミキサーでかき回されてい 
るのと同じ状態で声も出せないまま閃光の中に呑み込まれていった。 
その後の経過は語るまでもない * 

この異変による犠牲者は10 0万とも2 0 0万とも言われたが、正確な数字 
は結局わからずじまいだった6 

一瞬にして死の都市と化した横浜は、正体不明の化け物が跳梁する危険区域 
として、政府により封鎖された。 

そして幾度となく繰り返された調査によっても、危険区域の生存者の確認は 
ほとんど取れなかった。 




















当初は怪物の出現により近隣の住民の避難が行なわれたが、不思議なことに 
ある一定の地域から外に怪物が現われることはなく、その周囲はフ X ンスで 
囲われ、定期的に高圧の電流が流された。 

しかし、一種無法地帯となった横浜に、様々な理由から逃げ込んで来る人間 
もいた。彼らは横浜に新たな人間の町を作り、そこは誰言うともなく『アガ 
ルタ』（希望の地）と呼ばれた0 
そして1年半の月日が流れた。 

横浜を正面に臨む海岸に三人の男がいた。 

「すまない._ •ユウキ君。」車椅子に座った男が口を開いた。 

「礼を言うのは僕の方です ◊ 」振り返った青年は白い歯を見せて微笑んだ。 
f 私がこんな身体じゃなかったら • • _ J 心底悔しそうな声だった。 
「すみません.，，私がいたらぬばかりに ■ _ • J 車椅子を押す青年が詫び 
た。その青年の額から右の頰にかけて醜い火傷の痕がひきつれている。 

「君のせいではない •• •気にするな柏木。」水谷氏は快活に応えた6 
「それじゃ • _ •お元気で。」青年はくるりと海に向き直ると、ざぶざぶ波 
を分けながら一歩ずつ歩み始めた. 

「まずエデンへ行くんだぞ！ J 水谷氏は叫んだ。 

青年ほ振り返りもせず大きく手を振った。やがて腰までつかった時、グッと 
身体を沈め、鮮やかに抜き手を切りながら泳ぎ始めた。 

その姿が波に消えるまで見送った水谷氏は、ぼそりとつぶやいた。 


「息子よ •• •必ず生きて帰れよ 。 J 
彼は祈るようにその言葉を何度も繰り返していた。 

ユウキは自分の身体の身軽さに驚いていた。 

リハビリを兼ね、柏木から受けた武道の訓練が、これほどまでに自分の身体 
を変えていることに満足を覚えていた a 
見る見る横浜の街が近づいて来る。 


(• ■ ■ 由加利 


きっと捜し出す*- ■ 由加利！！ ) 


横浜上空に居座り続ける黒雲がユウキに覆い被さってきた 

































■» 
















以下に、アガルタの世界が描かれた貴重な資料を掲載する 


や 


本文は異変直後に調査団の一員として横浜に赴いた、アルフレッド_ハイマン 
噂士（ハーバード大学生物学名誉教授）によって、横浜で書かれた日記である。 

この日記は、米国情報紙 「Sunset Magazinej 紙が、元米国 
陸軍情報将校から現物のコピーを極秘ルートで入手したもので、発表当初その 
衝擊的な内容から、全米に一大センセーシヨンを巻き起こしたものである ◊ 


今回 「Sunset Magazine 」 紙のご好意により 
いただいた。 


し 


に掲載させて 


訳梶方修 
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午後、 横須貿 基地に到着。 

相変わらず軍の輸送機の乗り心地は悪い。 

すぐヘリで二日前地震に襲われた横浜の上空へ向かったが、 

気流の状態が不安定なため、廃虚を遠望するにとどまる。 

明朝6:30に基地を出発、海路で横浜に向かうことになるらしい。 

夜、護衛の兵隊たちへの顔見せが基地内で行なわれた。 

エルリク少尉揮下の偵察中隊12名、 

全員が志願兵で精鋭中の精鋭という話だったが、 

地震の被害調査に派遣された我々3名の護衛にしては少し大げさすぎないか？ 
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それほど危険な場所だということか？ 
ともかく、明日に備え早めに休むとしよう 

8i 
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信じられない！あのような生物が存在するとは！ 

あれはまるで.， ■ TV で見た 5(3 年代 SF 映画のクリーチャ_そのものだ。 
護衛の兵隊たちに生け捕〇にするように頼んだが、 

いきなり襲われてパニックに陥った彼らに通じるわけもなく、 

マシンガンの集中火を浴びせたうえ、 

ごていねいにも、グレネードまで射ち込んでくれた* 

ズタズタになった肉片を、サンアル容器に集めたがおそらく役には立つまい 
エルリク少尉に厳重に抗議したが、 

生物捕獲は別の調査隊の任務だと言うだけで、まるで聞き入れてくれない。 
少尉はあの生物の存在をあらかじめ知らされていたのだ。 

この大げさとも言える護衛の意味がわかった気がする--_ 

§3 






.も 











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































それにしても、紫色の休液を持つ生物とは • ? 
彼らはいったいどこから来たのか？ 
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9 月 10 日 


朝から不快なまま夜を迎えた。 

何者かに監視されている気がしてならない a 
常に誰かの視線を感じるのだ0 
ここは異常だ。 

大地震にあったと聞いて来たが、被災者の姿を誰一人見ていない。 
死体をいくつか発見しただけだ。 

兵隊達の中には情緒的に不安定になりつつある者もいる。 

ちょっとした事ですぐに口論が始まり、へ夕をすれば殴り合いになる。 
エルリク少尉も自分のライフルを『ストーンブリンガー』と呼び、 
まるで意思を持つ者と会話するかのごとく、ブツブツ話しかけている。 
みんな不安と戦っているのだ。 

時々、金属をひっかくような鳴き声がどこからともなく聞こえて来る, 
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ここに来て以来、みんなまともに眠っていない。 

必ず悪夢に悩まされるからだ。 

不思議なことに、全員が死んだ人間と会話する夢を見続けている 

身体が腐り果て、ゥジゃ地虫が這いずり回る死体と会話する夢を。 
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9 月 11 日 


朝、見張りに立っていた三人の兵隊が消えた。 

一時間ほど捜索したが、血痕すら発見できなかった。 

少尉は、二人は脱走したと断定し、捜索を打ち切ったが、 

兵隊達は不安を隠そうともしなかった。 

一触即発の穏やかならぬ状況の中、二人の男が我々のキャンプにやって来た。 
別の調査のためにここへ来ていた、海兵隊の曹長グレッグ • ノートンと、 

外国（おそらく英国〉人でシ x イマスと名のる小男の二人だ。 

彼らの隊は、地下鉄のトンネル内を調査中に正体不明の怪物に襲われ、 

二人だけを残して全滅したらしい。 

曹長の口から犠牲者の名前が出るたび、兵隊達の中から悲痛な声があがった。 
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そのうち誰かが基地へ帰ろうと言いだし、騒然となりかけたが、 

少尉が例の『ストーンブリンガー』を構え、脱走者は射殺すると宣言した 
とりあえずその場は納まったが、大いなる火種を残したような気がする。 
曹長と外国人の二人は、少尉の命令で我々に合流することになった。 

午後からの調査で驚くべき事実が明らかになった。 

ここの建物は、地震の震動で崩れたものの他に、 

自分の重みに耐えかねて崩壊したものも少なくないことが確認された。 
材質が変化し、ボロボロなのだ。 
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道路のアスファルトすら、手で粉々に握りつぶせる所もある。 

まるで、 A という物質に、あとから B という物質を、 

なんらかの手段で強制的に合成したような ■ 

横浜が地震に襲われた時、白い閃光が走ったとの報告を聞いているが、 
それは、物質と物質が合成された時の、 

原子のぶつかりあいによる核爆発ではなかったか？ 

もしそうだとすると、数々の疑問が解けるのだが、 

逆に新たな疑問も起こって来る 0 

核爆発による破壊の跡、残留すべき放射能はどこに行ったのか？ 

爆発時の熱で溶けた部分はどこにも見当たらないし、 

日常レベル以上の放射能は、まるで検出されていない 0 
なによりも、どこからその物質は来たのか？ 

ここには、わからない事が多過ぎる。 
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9 月 12 日 

とてもじやないが、今日の事は書けない_ 
明日冷静になってから_ • • • 
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-• ■あいかわらず何者かの視線を感じる。 

これを書いている今でも、焚火の向こうの暗闇から、 
ジッと見つめられてる気がしてならない。 

今夜から見張りは四人ずつの三交代制になった。 

今はその時間を利用してこれを書いている。 

あぁ_ • •なんという場所に来てしまったのだろう。 
ここはボルネオの密林より恐ろしい。 

ポーレット • _ •私は君のそばから離れるんじゃなかった 
明□、帰還するように少尉を説得しなければ ■■ 
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9 月 13 日 

ついに我々の人数は半分になってしまった- _ . 

昼間、無理矢理に担がされた背囊に肩を締め付けられて、 

ペンを持つのも億劫だが、どうしても昨日の惨劇を書かずにいられない。 

あまりにも突然のことだったので、私自身の記憶に不明瞭な部分が多いのだが 
思い出せる分だけでも記録しておきたい。 

最初に奴らを発見したのは、地質学者のクレィ教授だったと思う。 

瓦磔が山のようになった場所に、二、三十人ほどの日本人が立っていた. 

奴らの中には行方不明になった三人の兵隊が混じっており、ただ立っていた。 

兵隊達は大喜びで、歓声を上げながら駆け寄っていった。 
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私も走りだそうとしたが、あの外国人に襟を掴まれて止められた6 
曹長は大声で兵隊達に警告を発していたのだが、 

誰の耳にも届かなかったに違いない。 

確かに奴らの様子はおかしかった。 

奴らの動作を正確に表現するのは難しいが、誰にでも容易に想像してもらえる 
だらしなく腕を垂れ下げ、けだるそうに足を引きずって歩く 


I « _ 


あのうつろな目 


_ _ _ 


あれはまさしくゾンビだ。 


私自身そこで起こった惨劇が、ホラー映画の1シーンのように思われ、 
観客席からそれを傍観しているような、一種異様な空虚さを感じていた 


〇 


奴らは惑極まって抱きついた戦友の首に噛みつき 


そりと肉を喰いちぎった 


私は、頸動脈を切られた人間が、あれほど大量の血を噴くとは知らなかった 


〇 
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血を噴き上げながら転げまわる戦友を見下しながら 


その肉をゴクリと吞み下す 


〇 


別の兵隊は、三人から喰いつかれていた 


〇 


四肢を掴まれ、生きながら引き裂かれている兵隊もいた。 

1〇5 









HHH 





私のそばで、少尉が口から泡を飛ばしながら発砲を命令していたのだが、 
自分では発砲できずにいた。 

獲物にあぶれた奴らが、ゆらりと身体を傾けながら夢見るような足取りで、 
私達の方へ近づいて来た。 

私はあわてて護身用にと渡されていた拳銃を射とうとしたが、 

どんなに力を込めて引き金を引いても弾丸が出なくて、 

パニックを起こしてしまった。 

••■ 後は憶えていない， 


我に返った時には曹長にかかえられ、どことも知れぬ廃虚の中を走っていた。 
どれくらい走っただろうか...それも無我夢中で憶えていない。 

ただ、どんなに走っても、すぐ後ろを奴らが追いかけて来るような気がして、 
一度たりとも振り向けなかった事だけは憶えている。 

奴らの緩慢な動作から、そんなに早く追いかけたりはできるわけないと、 

頭のどこかでは冷静に計算しているのだが、 

逃げるのを止めるのは無理な相談だったと思う。 

少尉が途中で転ばなければ、心臟が破れるまで走ったに違いない 。 

今、我々の人員は新参の二人を含めて6人になった。 

今日も生き残れたことを神に感謝する。 

願わくば生きてここから脱出できますように . 

ボーレットとの平凡な日常生活が、もう10年も昔のことに思える。 
アメリカに..■ポーレットの待つ家に.，.帰りたい。 


1〇6 


















9 月 14 日 


今日、エルリク少尉が死んだ。 

かわいそうな気もするが、残った全員が生き延びるためにほ、 

良いことだったのかもしれない。 

少尉が我々を正しい方向に導いていたとは思えない。 

極度の緊張からくるうつ状態に陥って、的外れな命令、遅すぎる決断、 
総てにおいて現在の彼は、指揮官失格だったのだから。 

しかし、曹長は大丈夫なのだろうか？ 

生き残るためとはいえ、上官を見殺しにしたのだ_ ■ •ただでは済むまい 

曹長のためにも状況を記しておこう。 

そのモンスター達に敵意があったのかどうか疑問だ。 

今にして思えば、奴らはただ移動していただけかもしれない。 

少尉は大声で何事か叫びながら突擊して行った。 

二、三 匹は倒しただろうが、 

あれほどの数に対してライフルー丁では荷が重すぎた。 

曹長の指示で、音をたてないようにゆっくり後退して行く私達の耳に、 
少尉の尾を引くようなかん高い笑い声がいつまでも響いていた。 

いつ笑い声が止んだか憶えていない、 

しかし、こうしてこれを書いている今も、どこからとなく、 

少尉のあの気味悪い笑い声が聞こえてきそうな気がしてならない.-- 
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9 月 15 日 


ついにこれを書くのは最後になった * 

ここにはいったい何種類のモンスターがいるのだ？ 

今日、二度まではうまく逃げ延びたが • _ •次はおそらく無理だろう 
弾薬も残り少ない。 

みんな心身とも疲れ果ててしまい、 

まともに動けるのは曹長とあの外国人の二人だけになってしまった ◊ 
話し合った結果、二人が先に脱出し、ここの状況を知らせる。 

その間、我々はここで最大の努力を払い救助隊を待つ。 

二人は頑強に反対したが、自分は足手まといにだけはなりたくない。 
この日記も書き終わった後、曹長に預ける。 

例のモンスターの肉片を収めた容器と共に。 

おそらく救助は望めまい._ _ 

せめてポーレットのもとへ、これだけでも帰したい。 

神よ■- ■ここはいったいどこなのですか？ 

本当に_ • •横浜なのですか？ 

せめてその答えだけでも •■• _ 

モンスターの叫びが近づいて来る。 

手遅れになる前に二人を脱出させなければ . 

さよならポーレット。 

心から愛している。 


1〇8 




ヽイマン博士の日記はここまでである。 

この日記は15ページ目以降が焼失してしまい、 

残りの部分は現場に残されていたカセットテーアより再生した。 

サンアル容器も届けられたが、 

文中にある生物の肉片等の存在は認められず、 

それをもってしてもこの文書の信憑性が問われる所である。 

しかしながら、当委員会はこの文書を機密扱いにする事に決定した。 

この文書によっていたずらに人心を惑わすことは、 

賢明ではないという判断を下したからである。 

よって今後20年間この文書は、何事があろうと公表してはならない。 

なお、 9月17日に帰還したグレッグ-ノートン曹長は、 

救助隊を送らなかった司令官に対し暴行を加え、重傷を負わせたため、 
軍法会議にかけられるはずであったが、何者かの手によって奪取された。 
現在、行方不明。 

1990年11月22日 


米国海軍極東司令本部所属 


『ブルー • ペイ委員会』 
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本編の主人公。まだ未青年だが、大人顔負けの判断力や思慮深さをもってい 
レ。また、何かあったときには外見からは想像もつかない程の行動力を持つ6 
=校の勉強は苦手なほうだが、読書家で物事の飲み込みが早い。 

由加利との出会いは私立中学に入ってからであり、以後3年間偶然にも一緒 
'クラスとなつたので、どちらからとなく意識するようになったらしい。 


その頃のほほえましいエピソードがある。中学2年の夏から由加利が田舎に 
預けられるようになってしまったのだが、その時クラスの代表として励ましの 
壬紙を書いたのがユウキだった。その手紙はユウキがさんざん悩みながら作っ 
たものだつたが、由加利は随分その手紙に勇気づけられ、クラスメイトへの诉 


辜とは別にユウキに個人的に感謝の手紙を送ったという 
その手紙は今でもおたがいの宝物となっている。 
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高校は由加利が女子高に行ってしまったので別々になってしまったが、学校 
が休みにはいると、ちょくちょく連絡を取り、逢うよう（こなった。 

今では両親公認の仲のいい恋人どうしである。 
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本編のヒロイン。ユウキの恋人 ◊ 現在消息不明となっている。 

まだまだ微妙な年頃で、妙におとなぶったり子供っぽく振る舞ったりして 
ユウキを困らせていた。 

学校では才女で通っていて非常に落ち着いて大人っぽく見える ので あるが、 
ユウキと一緒にいるときなどは、あまえんぼうの一面を覗かせるときがあり、 
おそらく無意識に出てしまうのであろうが、こびるような憂いのある目は、 
ユウキを何度もドキリ！とさせていた，けれど、ユウキにとってはそんな彼女 
の姿が自分にだけ見せてくれる彼女の本当の姿と思えてたまらなく嬉しいのだ 
った。 

彼女が少しすねて、アンとそっぽをむけてみせる横顔がユウキのお気に入り 
であり、そんな彼女の姿がみたくて少しいじわるをしてみせていたのが、ユウ 
キにとっては随分昔のように思えてしまい、時々むしょうに辛くなるのだ。 
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元海兵隊員。異変が起きた直後に、調査団の護衛任務で横浜にやってきた。 
If 査団はモンスターの壟擊により壊滅したが、護衛部隊の中で数人は生き残り 
5も報告のためにいったん本国へ帰還していた6しかし上官に暴行を加える と 
• j う事件を起こし、軍法会議にかけられる寸前のところをシ X イマスの手引き 
二より 逃走、アガルタへ帰ってきた。モンスターについて詳しく、最近はよく 
サルページに出ている。 

とんでもない大酒呑みであるが、酒を飲んでからんでくることはないので安 
匕、である ◊ もつとも、この体でからんでこられては、こちらの命が危ないのだ 


軍人であったため、武器の扱いは手慣れたものでとくに12 0 mm 無反動砲 
などの大型鉉火器の扱いに長けている。ユウキに武器の使い方を指導した。 
ユウキにとっては兄のような存在である。 

最近かなり強烈な胃痛に悩まされているようだが、単に酒のせいばかりとは 
言えないようだ。彼の過去になにか関係があるのではないのだろうか。 
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元英国情報部員でノートンとは横浜で知り合い、友人となった。シェイマス 
は調査団の中で唯一の生き残りであるが、調査中ノートンや他国の人々と親し 
くしていたことを本部に誤解され、機密漏洩の疑いをかけられ、国外追放処分 


の憂き目にあった。 

たえず英国情報部の監視がつけられ、行動の自由を規制されていた彼は、 
ノートンがアメリカで軍法会議にかけられるという噂を耳にして、監視の目を 
盗みノートンの国外脱出を手伝い、自らもノートンとともにアガルタに入り 
込んだ6以来、かつての経験を生かして情報収集に励んでいる。 

ノ_トンとは飲み友達であるが、彼ほどの酒呑みではない。しばしばノート 
ンの抑え役として話し相手になっている。 

小柄な体格だけに大きな武器を使うことはできないが、ナイフ系を使うのが 


うまい 
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伝説のムー大陸に存在したという神聖真王国から伝えられた魔道（カル トフ: 
伝承者、カルトマスターである ◊ フランス出身。 


5才のときから超常能力に目覚め、火事や地震の予知などをしていた ◊その 


ため、周囲の人達からは気味悪がられていたが、13才のとき 
一の老人と出会い、カルトの修行を積んだ。 

横浜に異変が起きた時、背後にオリハルコンの存在を感じ、 
てきた。以来、日々廃墟を調べてまわっており、生き残りや 


、カルトマスタ 

アガルタへやっ 
モンスター、 


オリハルコンに関する情報を集めている 


かなり厳しい教育を受けて育ったのだろうか、ちょっと丁寧す ぎる 言葉使い 

をする ◊ マインドコントロールを心がけているらしく、感情を荒立たせる こと 
が無く、いつも落ちつき払っている。 

ちよつとヤサ男の雰囲気があるが、精神波でモンスターを攻擊する力をもっ 



虜 a 今 M ライ V ナン乙す 
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『ドイツの生んだ、2 0世紀最後の天才医師」を自称する、元某シンジケー 
卜のお抱え医師。ボスの顔の整形手術を失敗し、顔中包帯だらけのミイラ男に 
してしまった。そのために組織に追われ、世界中を逃走していた。 

ハインツにとってはアガルタは住みやすい世界に違いない。組織の追っ手が 
来ることはまずないし、患者は多くいるのだから。 

なかなかに人柄もよく、ユウキに対しては好意的なのだが、ノートンが苦手 
らしくよく彼のことでグチをこぼす。 


ちなみにハインツの病院は総合病院であり、彼一人で全ての病気を治療して 
いる，とはいっても、産婦人科や小児科などに来る患者など、全くと言ってい 
いほどいないのだけれど。 

なお、彼にはモンスターに殺された美人の奥さんがいたという噂があるが、 
本当なのだろうか？どうもでどころは本人の口かららしいのだが 
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もともとは、サーブ社やラインメタル社の武器を修理する会社を経営してい 
たのだが、第5次中東戦争の際、片手間でやった武器の横流し業務が大当りし 
たので味をしめた彼は日本にやってきて第3諸国相手に米国製の武器や日本製 
の修理用パーツなどを横流ししてポロ儲けをしていた。 

しかし、そんなにいいことばかりが続くはずもなく、3年目にして異変に 
巻き込まれ、当初の事務所は倒壊してしまった。だが、バイタリティあふれる 
アレックがこんなことで音をあげることはなく、関内にあった空きビルに新た 
に「アレック商会」を設立し、横須賀基地から廉価で装備品を買いっけて、か 
なりの高額で売りに出している。 

彼一人だけはアガルタから外へと出入りすることを軍により許されているら 

しく、その代償としてサルベージで引き上げてきたアイテムを宝石商や博物館 
などに売却している。 
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元エジプト軍外人部隊所属、フランス出身。爆弾による破壊工作が得意。 

男ばかりの6人兄弟の末っ子として生まれたが、女児の誕生を心待ちにして 
いた両親に15才まで女の子としで育てられた。現に今でも女言葉で喋るし、 
波の子供の頃の写真はスカートをはいたり、リボンを付けたりなど、本当に 
女の子している。きゃしゃな体で声もハスキーなため、中学時代まで男だとは 
バレなかったようである. 

外人部隊に入ったのは両親の育て方に対する反発だったらしいが、入隊当初 
はホモの隊員に追いかけられたり、大変な思いをしたようである。 

破壊工作®[に入ったのは、ミシ x ルが派手に物をブチ壊すのが趣味だからら 
しく、時々ヒステリーを起こして廃墟に爆薬を仕掛けてまわっている 9 

ルトガーとチ_ムを組んでいるが、中東の戦場で初めて出合った時は敵同士 


だったという 
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シリア軍傭兵部隊出身。元サーカス団員。 

彼は人間大砲の演者で、彼の妻は空中ブランコの演者だった。明るい性格で 
お客の間でも評判だったが、演技の最中に妻が死亡してからは無口になってし 
まい、演技にもキレがなくなった。その時、たまたまサーカスを見にきていた 


傭兵のスカウトの目にとまり 




ン 


リア軍に配属、中東で戦った 




その戦場で、エジプト軍外人部隊として戦うミシェルと合うことになるが、 
ルトガーは、身をていしてユダヤ人女性を守ろうとするミシェルの姿に衝擊を 
受け、いつ終わるとも知れぬ傭兵生活に嫌気がさし、無断で部隊から逃走し、 
アガルタに入り込んだ 

まだまだ口も重く、決して明るさが戻ったとは言い難いが、ユウキの明るさ 
と行動力に影響を受けたのだろうか、だんだんと昔の彼に戻りつつある0 
ほんとうは気のやさしい男である。 
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この S 了では、 

無愛想な鉛のぅ、たまり K 

卸こも勝2> 相棒/こな5。 
火薬の句、，ぅ^染みつ、、マ、 

もう淹の手 b —つになって、，2>。 

こいつはものいわぬ淹の友人 • • • 
こいつは微笑5ぬ俺の女神 • • • 
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ビッカーズ •GMB-734(XL80-LSW) 
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春口 径5,56酬ズ45 

_作動方式ガス•オペレーテッド•口ータリーボルト(セミ/フルオ_卜) 
攀全 長 9 )Em 

* 重 量 6550 g (空マガジン付•ライフル•クレネード共） 

_銃身長660_八 ー ド_クローム■プレーテッド 
_装弾数30発 
馨発射速度600発/分(フルオート） 

◎グレネ_ド■ラン チヤ— 

拳口 径 35_ x 45 

參作動方式ガス•オペレーテッド(セミオート） 

■銃身長 160 m 
•装弾数5発 
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GMB - 7 3 4 は米海兵隊が19 8 9年制式採用した分隊支援火器であるが 
その原型は英陸軍の新型ライフル開発計画にヱントリーするため、19 7 0年 
代後半にビッカーズ社が開発した、 X し8 0 — L SW と呼ばれる軽量支援兵器 
(ライト-サポート*ウエボン 、 L SW ) である。 

ユニークな 兵器を開発することで定評のあるビッカーズ社ならではとも言え 
る XL 8 0 — し SW によるライ フル 開発計画エントリ ーは、 歩兵 用 ライ フルの 
部品を交換追加（重.長鉉身、2脚、キャリングハンドル、グレネードランチ 
ャーなど〉することで、分隊支援火器を作り上げるという通常の方式の逆を行 
くもので、強力な分隊支援火器をベースにそのスペックダウン_バージョンを 
歩兵 用ライフル とすることで、より強力な火力を歩兵に与えることができると 
いう主張を具体化したものだった。 

しかし、当時のイギリスには、この高価な兵器を採用する財政的余裕はなく 
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また、歩兵用ライフルとしてもエンフィールド SA 8 0 にコスト面で差をつけ 
られていたため S A 8 C ) が制式採用となり （ L 85 A 1)、 XL 80 — し SW 


はついに英陸軍で使用されることはなかった。 

米海兵隊が XL 8 0 — LSW をテストし始めたのは19 88年のことで、 

3上戦での分隊支援火器の能力不足が問題になり始めたためであった ◊ 米軍の 
最前戦投入兵力である海兵隊は、場合によっては他の3軍及び、自軍の重火器 
二よる支援を受けられない状況で戦闘をおこなわなければならない可能性があ 
つ、 歩兵が自ら携行できる分隊支援火器の強化は重大な問題であった。テスト 
の結果は満足すべきものであわせてテストされていた、各種のグレネードラン 
キャー追加型のライフル （ M 16 A 2、 SA 80 等）の能力を大きく上回る事 
づ確認され 、 GMB — 734として制式採用されるに至ったのである。 













































































































































• GMB -734 の最大の特長はアサルト，ライフルとオートマチック.グレ 
ネードランチャーを一体化し、セレクターの切り換えだけで、ライフル.グレ 
ネードを自在に使用できることで、変動する戦況にすみやかに対応できること 


にあり、銃全体がそのような使用法に適するように設計されている。 

アサルト.ライフルとしての GMB — 734はライト.サポート.ウエボン 
として設計されたため、他のブルパップ型ライフルと比べると全長が長 

重心も前方にあるため、振り回すような使い方にはやや不利だが、長い銃身と 
銃身に荷重をかけない構造によって、高い命中精度と優れたフルオート時の 


コントロール性を有している 


〇 



GMB — 7 3 4の特長を作っているグレネードランチャーは、ビッカーズ社 
が開発したガス圧動作によるセミオートマチック • グレネードランチャーで、 
同社が開発した3 5 mm オートグレネード弾を使用する。 


、、， fl ーズ社がこれ 

まで各国で使用されていた4 Omm グレネード弾を捨て、3 5 mm グレネード 
を開発したのはアサルトライフルに取りつける形のセミオートマチック • ラン 


チヤーでは 3 5 mm がギリギリの大きさだったためである 


〇 


この弾は口径こそ小さいが、各国で使用されている4 0 mm グレネードと比 
ベてもあまり遜色のない破壊力をもっている。なによりも、オートマチックラ 


ンチャーとの組み合わせでは、目標に連続的に擊ち込むことができ 




その威力 


は軽迫擊砲に迫り、単発式グレネードの能力をはるかに超えるものである 


◊ 



GMB - 7 34の照準器は、外観上の特長ともなっている。大型のキャリン 

グ • ハンドルの内側にある、照星はスクウヱアポスト、照門は L 型2段切り換 


えのピーアサイトで、照準線長も44 0 mm と、遠距離射擊も行うライト- 
サポート ■ ウエボンとして設計されたとは思えないような簡素なものだが、 
ビッカーズ社としては実用上これで十分と見切りをつけ、銃全体のバランスを 
とることを優先したようだ a 国のお抱えメーカーならゴテゴテといろんなもの 
をくっつけて、カタログデータを飾っていればよいが、国際市場では実用性が 
重要だということだろう。なぜならば、このキャリング.ハンドルは肉厚の 

ジェラルミン合金製で本来キャリング.ハンドルではなく銃床 （ レシーバー） 

J 34 














部からつながるフレームなのである 0 このフレームと前部で結合される、グレ 
ネードランチャーの銃身が強度を受け持つ構造となっており、ライフルの敍身 
こは荷重が加わらないようになっている . そのためこのフレームは十分な強度 
ヒ剛性を持っており、大型のスコーアサイトや暗視装置まで取りつけられるよ 
うになっている。必要なら後で取り付けてくださいということなのだろう。 
また、このフレームの前半部にはグレネード用の起倒式のハシゴ型の照門が納 
められており、使用するときには、これを起こして、距離の刻まれたハシゴ段 
ヒ、ライフル用の照星を合わせるようになっている。これは起こしたままでも 
ライフル.グレネードどちらも照準できるが、もし、スコーアサイトを付けて 
ハたりしたら、どちらかあるいは両方の照準に支降が出ることだろう。 

このことからも 、 GMB — 7 3 4が実用性を第一に考えた設計であることが 
うかがえる,， 


• GMB — 7 3 4は新型であることもあってアレック商会には1挺しか入荷し 
ていない。横須賀基地でのトラブルがあったため、ここしばらくは入荷するこ 
とはないよ）だ。しかし、災害調査の海兵隊が、かなりの数を持ち込んでいた 
のは確かで、実際町の外に出れば3 5 mm グレネード弾は時々落ちているのを 
見かけるが、7 34本体か、ライフル、グレネードのマガジンは全く残ってい 
ない。モンスターが武器と思えるものを持ち去ってしまったのだろうか。 
とにかく、この GMB — 7 3 4は弾さえ十分なら非常に強力で、市街地のよう 
な見通しの利かないところでは、12 Omm やバスターガンさえ上回る威力を 
発揮することもある。そのうえ、軽量で扱いやすいため、町の連中、中でも大 
物のサルべージを狙っている奴らは手に入れたがっているようだが、アレック 
爺さんが足元を見て値段を吊り上げるので、誰も手が出なかったようだ。 


ユカリを捜すためには敢えて危険を辞さないユウキには、扱いやすく威力の 
ある7 34は頼りになる武器となっている，特に、ナパームやグレネードは強 
勺だが、動きの速い敵には効果が薄いし、ライフルも堅い体のモンスターには 
动果があるが、速い敵は狙いきれないこともあるので7 3 4だけで全ての敵に 
1抗することは危険だろう。ユウキも武器の選択には気を使っているようだ。 
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(STANAG 4172) 





IS109 BSgr 

• .. .. ■■■ • •. V .' - . ••ノ •• .•- •- 


•こ-~ 




ベル半 


口径 . 2P3Rem(5.56mmX45 NATO 〕 （ア-マ-ピアシング) 



ベルギー FN 社が開発した口径5 . 5 6 mm X 4 5の軍用弾薬 
で NAT ◦のセカンド.キャリバーとして制式採用（認識番号 S 
TANAG 4 17 2) され米軍でも Ml 6 A 2 用として M 855 
として採用されるなど、世界的な標準弾薬となりつつある。 

外形は原型となった米軍の M 19 3と同じであるが、貫通力の 
向上のため弾頭内部にスチールコア（鋼芯）の入った、徹甲弾楕 
造となっており弾頭重量の増大 （+ 13%)とともに大幅な貫通 
力の向上を実現している。ただし命中精度など、弾導特性の維持 
のために従来よりハイピッチのライフリングの銃身を必要とする 
ため、銃自体は S S 10 9専用という性格に近くなり、 Ml 9 3 
や市販の各種鞋量弾頭の. 2 2 3 Rem 弾を使用する場合、命中 
精度などに問題が出てくることがある。 

GMB -734 は海兵隊让様であり、当然 SS 109を使用す 
ることになるが、最大の供給源であった横須貿基地からの横流し 
が発覚し、関係した将校が逮捕されてしまったため入荷が途絶え 
ており、チェックの強化とともに国内各基地はもとよりハワイ、 
ミッドウェイ、フィリピンなどからの入荷もストッアしてしまっ 
たため、アレック商会ではヨーロッパのブラックマーケットか 
らの入荷にたよっている，そのためかなり高価な弾となっている 
が街の連中は安くて威力があるから使っていたとか、精度など気 
にしないという奴がほとんどで、他の弾に変えてしまったため、 
わざわざ SS 1 09を使おうというのはユウキをはじめ、特別な 
目的があって、あえて危険もいとわないというような奴らだけに 
なってしまった。ユウキはなにがおきるか分からないところへ踣 
み込んでいくわけであるから、少しでも高性能なものをつかいた 
いと考え、価格をいとわず買っている。 
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CM 808) 
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ビツカー7> 35漏オー ■ 


口径 35mmAG〔35imx43_5) 



_v 

手‘令*^ 


_ = »：■ 相.:.:•: 

織、.パ 

〔態:::::.:::: 




■ Vr 


イギリス.ビッカーズ社が開発した、3 5 mm グレ 
ネード弾で、アメリカ海兵隊にも M 8 08として採用 
されている。最初からセミオ ー トマチックランチャ ー 
での使用を考えて設計されたため、リムレス.タイア 
の薬莢を使用しており、箱型弾倉や各種の自動発射機 
構で使用しやすい形状となっている。 

これまで使用されていた4 Omm グレネード弾に比 
ベると長さはほぼ同じであるが直径が小さくなってい 
る。本来なら有効容積の小さなグレネード弾では小型 
化は爆薬量が大きく減少し、大幅な威力の低下を招き 
かねないが、これまでの機械式信管に対して圧電素子 
を使用した電気機械式信管を使用しているため、爆薬 
置の減少は約] U %にとどまっている。 

今のところアレック商会には海兵隊ルートでの横流 
しでしか入荷しないため弾種も高性能爆薬 （ HE ) と 
ナパームしかなく非常に高価な弾となっている。しか 
し、異変直後の捜索に加わった海兵隊が、この地に G 
MB — 734を持ち込んでおり、35 mm グレネ_ド 
もかなりの数が持ち込まれているため、現在でも落ち 
ているグレネードを見つけることがある 
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1 HK.MP5 A3 

(ヘッケ ラー S コック） 



が》:::十:- 


■III 

悠览欲喚恶恕 


江出 jjjj gg 

^ '■ ■ ■ r IP ■： |^ ~ 

■ . . . . ■ I ■ I . 


• P 径日國><19 

■作動方式デイレード.ブローバック（ローラーロッキング）（セミ/フルオート) 


•全 


長日 BOdiif ストック出) 



490_ (ストック入） 

•重 


量2.日日 kg (マガジンなし) 

•銃 

身 

長225_1 

•装 

弾 

数30発 


»発射速度750発/分(フルオート) 
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(西ドイツ) 








1 


m 


西ドイツ、 H&K (ヘッケラ ー& コック） 
社の製品で、この MP 5シリーズは、優れた 
バランスと精度、使いやすさ、信頼性、そし 
てローラーロッキングメカニズムであまりに 
も有名である。特に、ストック付きの A 2、 
A 3はセミオ_卜の精度に関しては世界最高 
と称してもいいほどで、サブ • マシンガンと 
言うよりは9 m m パラべラムを用いたアサル 
卜■ライフルというぺきかも知れない。欠点 
として価格がやや高いことがあげられるが、 
その性能からするとやむおえないのかもしれ 
ない。世界中の軍、公用関係で使用されてい 
ることからみても、その価値は十分あるのだ 


ろう。 

MP 5 A 3はスライド式のメタルストック 
タイアであるが、ユウキはストックを畳んだ 
まま使用することが多い， MP 5はストック 
無しでもコントロールが容易であるから問題 
はないのだろうが、いささかもったいない気 
がする。 

ユウキとしては動きの速いモンスターをフ 
ルオートで擊つのが目的なのだろう。使用す 
る弾は Gee 〇の9 m m パラべラムでペレツ 
夕と共通の弾を使っている 
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ベレツタ •M92F 



p p t r ?• .p*_ ' ， 譯 — ■ ■ ■ »— ■_ ^ i 


鉍战故;城:;:战め级:领嫩雜めぽが彳が關站 

J パ當越鱗： 

ilpi 



_；齬盔纟国與ぽ■國 ij ^ i ®5 i 辦铋妳 

■纖.懸 _ 


逆で::切瑕:卩:眾恶麵せ酵妒:玲遲■:赞璧雙磬 讎※蜂 
網纖纖麵纖灑纖無娜 ㈣ 麵 




□ 


径 9 _xig 


•作動方式シヨート•リコイル*オペレーテッド 
參全 長217_ 

_重 量 S 73 s (空マガジン付） 

翁銃身長1£5晒八ード■クローム•プレーテッ、 
•装弾数15発+1 
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タリア、ベレッタ社の製品。米軍の制式採 
用鉉、 M 9 2 SB — F の市販モデルである。 
この銃はダブルカアラムタイアのマガジンを 
使用した、多弾数と進歩したセフティ* メカ 
ニズムを持ついわゆる新世代の自動拳銃で、 
フレームなどにアルミ合金が使用されている 


のも特長のひとつといえる 


〇 


作動方式はシ ヨー ト*リ コイル. オペ レー 
テッドで、メカニズム的には有名なワルサー 
P 38 と同様の形式となっている。命中精度 
や作動の滑らかさという点では軍用としては 
十分という程度だが、この銃の長所は何万発 
にもわたる米軍の発射テストをくぐり抜けて 
きた信頼性や確実性にあるといえるだろう。 


はじめて町に入った時ユウキは金も武器も 
持っていなかったところを見ると小物のサル 


ページで頑張ったか、 


トンに安く譲って 


もらったものだろう。しかし、そうだとする 
とノートンが米軍の M 9 ( M 9 2 SB - F ) 
ではなく市販品の M 9 2 — F を使用していた 


のはどういうことなのだろう 


〇 


弾は MP 5と同じ G e c 〇の9 mm パラぺ 
ラムを使用、フルメタルジャケットのため、 


柔らかい目標に対しては効果が弱い 


〇 
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GECO 123gr FM 


(ゲコ) 


(フルメタルジャケット) 


西ドイツ （G e c : 〇 ) 社の製品，いわゆるミリタリー ■ ボールと呼ばれるフ 
ルメタルジャケットの弾で，アメリカ製の標準的な市販品などよりやや強力な 
弾である。ラウンド-ノーズ（丸頭）弾であるため軟質目標に対する殺傷力は 
小さく，貫通力が大きい。 
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圖 

コ径 9 mm パラべラム(9圓 xig ) 
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ユウキは MF> 5A3 とべレッタ M9 2 F にこの弾を利用しているが、べつに 
モンスター相手にジュネーブ条約を守っているわけではなく「弾をできるだけ 
共用して弾切れを防げ！」、「動作不良は命取りだ！」、「むやみに弾を変え 
るな、威力よりも確実に命中させることを優先しろ！」というノートンの教え 
r ユウキが守っているためで、ベレッタだけなら、もっと殺傷力の大きい弾を 
吏用してもよいのだが、 MP 5との共用を考えるとホローポイントなどの弾頭 
形状の複雑なものは作動不良などの可能性をぬぐいきれないため、フルメタル 
ジ ャケット•ラウンド‘ ノーズの弾を用いている， G e c 〇の 12 3 g r F M 
r 選んだのは、アレック商会に入荷する 9 mm パラべラムの中で性能が安定し 
ていて強力なためで、アメリカ製は弱装ぎみの弾が多く MP 5 での使用に不安 
づ あり、中南米や中近東の安物は大量に入荷していて安価なのだが、この町で 
i 週に一人や二人はこの手の弾を使って不発や動作不良で死んでいるので危な 
くて 使えない。とにかくモンスターにはマッタも白旗もホールドアップも効か 
7いので、動作不良は死につながるのである。ちなみに、横須賀基地からの 
亨流しルートに異常が発生したため米軍用 9 m m 弾薬は在庫切れである。 
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- 357 マグナム （ 9 nimx 32 . 5 R ) 
ダブル•アクション•リボルバー 

192 mm 
B 85 g 
63 * 5 _ 

6 発 
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(スミス S ウェッソン) 



径式長量長数 

縮 00 
□作全重銃装 
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アメリカ、 S & W 社の製品でコンパット 
マグナムの名で知られるハンドガン0軽量な 
フレーム （ K ■フレ^ ー ム）で強力な. 3 5 7 
マグナムを発射できるというのが特長で、携 
帯性の良さと強力さをアピールしている。特 
に2, 5インチ銃身のモデルはラウンドバッ 
トタイアのグリップと合いまって、持ち歩き 
やすく護身用として適している。しかし、そ 
の反面、本来38スペシャル用として作られ 
た K フレームで3 5 7マグナムを発射するた 
め、耐久性に問題があり、反動が強くて連射 
に向かないという指摘もなされている。 

ユウキが M 19を使っているのは軽量で強 
力なためであるが、病院から持ち出してその 
ままになっているからとも言える，もともと 
銃に詳しくない医者がこんな銃を買うわけも 
なく誰かの治療費の代わりに巻き上げたもの 
だろう 。 ユウキはこの銃にウインチ エスター 
のシルバーチップを装填しているが、病院か 
ら持ち出してきたとき、すでにこの弾が装填 
されていたことを考えると、前の持ち主もか 
なりアブナイ奴であったようだ. 

この銃は振り回しがきくため、動き回る敵 
には有効だが、使っている弾がホローボイン 


卜のため堅い目標には効果が薄いようだ 
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H 5 















(ウインチエスタ) 


(シルバ_チップ*ホローポイント) 



アメリカ、ウインチ X スター社の製品で、アメリカでは公用として警察など 


でよく用いられている 


〇 


普通用いられる銅ではなく、アルミをジャケットに用いているため、弾頭が 
銀色をしているのが特徴で、頭部の大きめの穴（ホローポイント）と、緑の切 
り込み、そしてアルミのジャケットにより大きな変形感度を得ており、ハンド 
ガンなどの比較的弾速の低い銃でも十分なホローポイント効果が発揮できる。 
したがって、人体などの軟質目標に対しての殺傷力は大きく、逆に貫通力は 


小さくなっている 


〇 
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ユウキが Ml 9でこの弾を使用しているのは、最後の武器として殺傷力の 
弋きさを考えてのことであるが、アレック商会取扱いの. 3 5 7マグナム弾の 
中ではかなり高価な弾で、こんな弾をバカスカ撃っていたのでは、少々の小物 
乃サルベージでは赤字になってしまう。したがって、町の連中の中でも、この 
弾を常用するのはユウキをはじめ、大物狙いや、なんらかの目的のある奴や 
J わゆるトリガ ー ハツピー.テツボウキチガイと呼ばれるような奴らしかいな 

い。 
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スペイン、アイトール社の製品。その名のとうり、本来、茂み （ ブッシュ） 
を 切り開いたり、枝をはらったりするためのナイフで、片手で振り回しやすい 
形状のグリップと慣性を大きくするための先太の形状が特長になっている。 
ブレード長3 4 5 mm 。 

ユウキは本来のブッシュナイフとしてよりは戦闘用として使用しており、 
銃で狙いきれない敵や、銃ではあまり効果のない敵との接近戦に用いている。 
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背に鋸刃（セレーシヨン〉のついた大型のブレードと糸巻きクリッア、 

そしてグリッア内の収納スペースが特長のサバイバルスタイルのナイフ。 

外観からするとジャック • w ■ クレインの作っているライフ ■ サポート， 

システム I であると考えられるが、これはカスタムナイフであり、非常に高偭 

なため、ユウキが使っているとは考えられない。たぶん、どこかのナイフメー 

カーがコピーした量産品であると思われる。ブレード長2 3 Omm . 

ユウキとしては、とにかく役に立つことが重要で、他はどうでもよいのだろ 

う。ただし、大きさから見ても、攻擊的な使用法には向かず、いわば最後の武 

器という性格が強い，しかし、振り回しがきくため動きの速い敵との接近戦で 

は銃やブッシュナイフより使えることもある。 
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ガスオペレーシヨンシステム 




バツテリ 


⑩メイングリップ 


» 口 径120 (MiRL 

_作動方式ガス•オペレーテッドロータリー_ □ック(セミオート) 
籲全 長1745酬 

雌重 量 17.5 kg 

■砲 射ジャケット/八イテンション • スチール 

コア/ケフラー•マルチレイヤー•マト 1 」ックス 
ライフルリング•インサート/ステンレス*スチール 
着砲身長 14 Q 0 m 
•装弾数 P 発+1 
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參ビデオサイト 




シヨルターパッド 
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スウェーデン、ボフォース社が開発した大口径無反動砲で、 軽釐楕 造と自動 
装填機構が特長となっている。 

外形は、この種の兵器としてはかなり大型で全長は17 4 5 mm もあるが、 
重置は1 7. 5 K g しかない。一発4 .9 K g の対戦車榴弾を3発装弾した 
状態でも 32.9 Kg と120 mm 無反動砲としては信じられないような軽量 
化がなされている。この軽量化はケプラー積層材を砲身に用いることで実現 L 
ており、砲身に複合材料を用いた例としては最も早いものの一つであろう。 
また自動装填機構は自動小銃などと同様のガス圧作動方式を使用し、半円筒和 
の砲身後部右側が、後方のベンチユリー管内部へスライドすることで、装填匚 
を開く独特の構造となっており、この装填機構によって、射手と装弾手の二へ 
のチームで毎分3 〇〜4 0発もの発射速度を維持することができる。また一人 
でも毎分15〜2 0発の発射速度を維持することが可能である。 

照準は CCD を使った可視光 • 赤外線両用のビデオサイトを用いており、 
ズーム機能とともに、オートフォーカス機能を援用した距離測定機能を持って 
いる。また、この砲は装填機構に弾種自動判別機能を持っているため、距離二 
弾種による弾道特性をサイト側で計算して照準を自動補正することができ、 
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'コープ内のクロスラインを目標に合わせて引き金を引けば、それで命中する 
二いう、バカチョン無反動砲的な性格をこの砲にもたらしている. 

このように大口径、軽量、高発射速度、そして、イージーオペレーションと 
•う特長を持ったこの砲は、歩兵用携帯兵器としては極限に近い威力を有して 
パると考えられる。 

いかにアレック商会といえども、このようなとんでもない兵器を在庫して 
4るわけはなく、ノ_トンの注文によって取り寄せたもので、したがって町に 
そるのはこれ一つだけである。しかし、ただのサルページをやるためにこんな 


1 


兵器を持ち出すのはオーバーキルもはなはだしく 




れ一発でモンスターの 


10や2 0 くらい吹き飛ばしてしまえるわけであるから、彼はいったい何を 
やるつもりで何に備えているのだろうか？こんな物が必要になる何かがこの地 
こは 存在するのだろうか？ 

使用弾としては対戦車榴弾 （ HEAT ) から、訓練弾や発煙弾まで用意され 
ているが、町では別に戦争をやるわけではないので、アレック商会に入荷する 
のは高性能炸薬弾 （ HE ) と調整、訓練用の演習弾だけである。 
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HEAT-G 



いわゆる ノイマン効果を利用した対戦車榴弾。先端部にガス発生器に よって 
ポップアップ する アローブを持ち、スタンド オフ 距離の最適化を計って いる。 
また、弾体後部は外殻をスリップリンダで保持した、ジャイロ弾形式となって 
おり、 弾体本体の回転を防ぎ、貫通 力の 強化を計って いる。 そのため弾体が 
長くなり、薬莢はほぼ薬莢底部のスロート部だけで推進薬のかなりの量が弾仁 
底部のくぼみ の 中に収められた形状となって いる。 


全長4 0 6 mm 重量4 . 9 K g 貫通力6 0 0 mm 以上（対均質装甲板) 






































































































































































































































































































対地制圧用として一般に用いられる高性能炸薬弾で、他の弾種も基本的に、 
1様の形状をしている。この弾の対人有効殺傷半径は2 0〜3 Om にも及び、 
極めて大きな制圧能力を持っている。 
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全長 4 U 6 m m 重量 3.2 K g 
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沿..二货 




MGT-HMG-10 FMGS ノ V スターガン 






mm 


(マクシミリアン■ガン•テクノロジ _) 





サブグリップ 
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参 口 径 18.7(1) X 99 

»作動方式シヨート■リコイル•オペレーテッド(セミ/フルオート) 
♦全 長1396隨 

»重 量 19.5 kg (弾含まず） 

着銃身長1105酬 
修装弾数100発 
■給弾方式ベルト•リンク•ガイド 
■発射速度450発/分 


ベノレト U ンクガイド 














































































アメリカ 、 MGT (マクシミリアン.ガン.テクノロジー〉社が歩兵随伴支 
援火器として開発した口径12 . 7 mm の重機関銃で、一人で操作、携行を可 
能とするために設計された、フリー.マウント.ガン.システム< FMGS ) 

を使用した兵器である。 

この銃は米軍の軽量化大口径機関敍計画のために m cm 土で開発された HM 
G - 9を原型としているが、さらに鞋量化するため銃身とメカニズムの一部を 
除くシステムのほとんどをアルミニウム合金と複合材料に置き換えた設計とな 
っている。 その 重量は14 Kg を下まわり、7 . 6 2 mm クラスの機関銃に迫 
る軽量化を果たしている。この銃には2つのタイプがあり二脚.ピストルグリ 
ップ • ショルダーストックを装備した、通常型の HMG — 10と、この銃を 
フリーマウントに取りつけ 、 IR ( 赤外線〉レーザー.ビデオ.サイトを装着 
し、システムとしてまとめあげた HMG — 1 OFMGS 、 バスターガンが存在 

する。 

#バスター ガンの最大の特長はフ リーマ ウントにより大口径銃を自由に扱える 
ことで、このフリーマウントはピッチ方向（上下回転）1自由度、ヨー方向 

(左右®転）3自由度，及び上下方向平行移動、2自由度 （+ リフトスプリン 
グ）を持ち、各可動部にハイドロダンパーを備えた <ピッチ方向には敍前、後 
部にワイヤーリール型ダンパーを追加）銃架で、銃の重量を常に射手の腰部に 
伝えることによって両手で銃の重畳を支える必要をなくし、大口径機関銃を安 
定に操作.射擊させるものである， 

さらにこのシステムには発射時の反動による銃の後退を防ぎ、かつ、射擊中 
の自由な照準移動を可能とするため、ダンパ_ロック.ダンピングコントロー 
ル.システムが設けられている。このシステムは各ダンパー内のダンピングコ 
ントロール.バルブを銃本体内に設けられたハイドロアクチユエーターで作 K 
させるもので、発射反動による敍身の後座力をハイドロ.アクチユエ ー ターて 
油圧に変換し、その油圧でバルブを作動し、ダンパーをロックするため、反動 
によって銃が後退することはない。 
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しかし、この状態ではフリーマウントは固定されたも同然で、射擊を中止し 
7いと H 標の変更ができないためバルブの作動量をフ ロン トグリッ アのレバー 

てコントロールできるようになっており、状況に合わせて銃の後退量と移動力 
のバランスを変えることができる。 

參照準は銃身上部に取りつけられた 、 IR (赤外線）レーザー.ビデオ.サイ 
k で行う。通常は目標に I R レーザーを照射し、その反射を赤外線ゴーグルで 
認して射擊する n I R ビデオ•サイトは主に夜間用で目標の放射する赤外線 
r 映像化しゴーグル内に投影するもので、ゴーグル内に見えているものに銃口 
が向いているため、周囲が明るいと、錯覚を起こしやすく明るいところでの使 
明には向かない。 


このように1 2. 7 mm 機関銃を歩兵が携行できるシステムとしてまとめる 
二とには成功しているが、その見返りとして反動軽減のため取りつけたマズル 
っレーキの吹き戻しが強く、銃の横に兵が配置できない。アルミの疲労蓄積効 
旲によって、銃本体に発射命数（作動寿命）がある.伏せ擊ちの体制がとりに 
:い • などの欠点もあり、各国の軍関係者も1 2. 7 rnm の威力と本体の軽さ 



は興味を示すが、少数のサンプル出荷以外まだ制式に採用した国はない， 
アレック商会に入荷したバスターガンは中近東あたりへ重要施設警備用とし 
てサンプル出荷されたものが流れてきたらしい，たった1梃だけしか入荷して 
いのに、この種の兵器としては比較的安い値がついているのは中古品のため 
'ようだ。それにしてもただのサルベージにこんな強力な兵器が必要なのだろ 


こか？1 2. 7 m m M 2といえば5 0 0爪で10 mm 前後の装甲板を貫通する 
1力があるわけで近距離なら装甲車でも穴だらけにしかねないスゴイものだ。 
これを買っていく奴はいったいどうゆう目的を持っているのだろう。 
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50 MS 12.7 ■»■■■■ 

口径 1^7mm〔12.7mmxggNATO) 
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(アメリカ) 




アメリカ陸軍が、第一次大戦でドイツが使 
用した1 3 mm ライフル弾に対抗するために 
開発した大口径機関銃弾で、第二次大戦以来 
世界的なスタンダードとなり陸海空をとわず 
多用された。現在ではさすがに海や空では使 
用される機会も少なくなったが、地上用とし 
ては変わらず使用され続けている。開発され 
てからすでに半世紀以上になるが、各地で紛 
争が起こるたびにその実用性が見直されてお 
第一線から退く気配は見られない 
アレック商会には、これまで入荷したこと 
のない弾であるが、バスターガンの入荷とと 
もに専用の10 0発入り弾薬箱に入って入荷 
してきた。この町には他にこの弾を使用でき 
る銃もないため、バラ売りはやっていない ◊ 
ちなみに弾頭重量は710 gr (グレイン） 
バスタ_ガンから発射した場合、銃口初速 
85 5 m / 秒、有効射程8 0 0〜1 2 0 0 m 
距離10 0〜2 0 Oni で、2 0 mm 装甲板を 




0 


貫通する 

16 フ 


〇 
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上の地図は、関内を中心とした横浜周辺の地図である。 

オーアニングストーリ_を読む上で、位置関係を把握するために役立つと , f 
ここに掲載する。オ_アニングストーリ_と共に、 『神の 聖都 J の 世界惑をミ 
るうえでの参考にしていただきたい。 
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① 米軍施設 

② 水谷家 

③ 元町公園 

④ テレビ横浜 

⑤ ネ黄浜スタジアム 

⑥ 元町 




⑧関内 

⑩山下公園 

〇石川町 
❷中華街 

❹撒兵港 

©fpfr# 

❻酒屋 
❼警察 
❽? i 防署 
❾桜木町 

❿公園ア ー ル 

















もともと横須賀近くに事務所を構え、第3 
諸 EI にヤミルートで米国製武器を横流しして 
いたアレックであったが、異変の際に事務所 
が崩壊してしまったので、関内にあった証券 
会社のビルに内装ごと引き上げてきて武器商 


店を始めてしまったのである 


〇 


4階建てのビルであったが3， 4階は異変 
の影響で使い物にならない。 2階はアレック 
の住居だが1階が倉庫を含めた販売スペース 
になっており、武器弾薬が無造作に積み重ね 
てある。もしここが爆発したら周囲1キロは 
崩壊すると言われているのだが、アレックは 
そんなことはお構いなしにスパスパと煙草を 
吸っている。お客には禁煙を徹底しているは 
ずなのだが 


4 ■ _ 


アレックはただの武器商人ではなく、サル 
ベージで引き上げてきた宝物などを買い取る 
というようなことまでやっている。将来的に 
食料や酒類なども取り扱いたいらしく現在、 



のビルの改修工事の最中である。しかし、 
食料などはどこから手に入れてきているのだ 
ろう？また、買い取った宝物類はどうやって 
処分しているのだろうか？ 


そういった部分はいっさい謎となっている 

Y]2 


〇 
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いつの時代にも、どんな場所にも、人間が 
いればそこに酒があるアガルタもその例外 
ではない。ましてアガルタでは酒を飲むこと 
が唯一の娯楽なのだ。人々は酒を飲みなが 
ら、ふと、自分がもといた世界を思い出す. 
自分は何故、こんなところにいるのだろうと 
考える。向こうの世界に戻りたいと、必死で 
う。しかし、それがかなわぬものだと気が 
付くと、そんな気持ちを抑えるためにまた酒 
を飲む。 



し 


は誰もが自由に涙を流せる場所 


■ ■ 




誰もが素直になれるところ 


* ■ * 


〇 




そんな酒場のマスターは無口なやつに限る 
その点、ここのマスターはできた男だ。 

彼は愛想が悪すぎるくらい無口な男だ。別 
に人の過去など知りたがる様子もなく、客と 
なにかを語り明かそうなどというそぶりも見 
せない。きっと彼自身なにか過去を引きずっ 
て生きているのだろう。時々手を休めて外を 
見つめている時がある 


〇 


ちょっと派手めの看板を、落ち着いた外装 
で引き立てている、いい雰囲気の店だ。 


息抜きにちょつと顔を出すのもいいだろう 


〇 
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シンジケートのボスの手術に失敗して世界 
中を逃げまわり、 f 流しの医者」をしていた 
ハインツが、誰も医者がいないのをいいこと 
に居座ってしまった病院。 

ただでさえケガや病気の多い世界なのに、 
建物として残っている病院はここひとつだけ 
である。そのため毎日ひっきりなしにお客が 
来るので、ハインツはウハウハしている， 

建物は表面にひびが入っているだけで柱は 
奇跡的に無傷だったのでそのまま修理もせず 
使っているようだが、内装はめちゃくちゃに 
荒らされていたようで機材を揃えるために他 
の病院（だったところ）からぺッドを盗んで 
きたり、アレック爺さんに頼んで外の世界か 
ら薬品を取り寄せてもらったりしている。 

現在ほハインツー人で脳神経外科から産婦 
人科まで全てをまかなっているがかつて何科 
の病院だったのかはだれも知らない0鉄格子 
のはまった白塗りの部屋があるとか、女のす 
すり泣く声がするとか、いろいろな噂は流れ 
ているのだが • _。ただ3階建てなのに4 0 
1号室があることは事実である。ハインツ氏 
に言わせると4 01号室は特等室だというこ 
となのだが、現在何に使われているかは不明 
である。 
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アガルダの廃墟の中でサルベージ中に見つ 
かった黄金色に輝く不思議な杖。老婆の顔を 
思わせる部分に多くのきらびやかな宝石がち 
りばめられ、本体は純金でできているのか、 
ズッシリと思い。 

この杖の出所や製作年代などはいっさい不 
明であるが、大英博物館で全く同じ物を見た 
という噂がある.また、インドや東アジアの 
伝説の中に出てくる言い伝えの杖に似ている 
という話しもある。 

その言い伝えによると、この杖は統一王国 
時代の祭司用のものとされ、国王の前で数々 
の予言を行っていたという，杖の先に付いた 
顔は使う者の心を写して美しくも醜くもなる 
という。しかし、神聖王国の存亡をかけた最 
終戦争の際この杖は魔力を失い、その顔は醜 
い老婆のようになってしまったという。以来 
この杖を持つものは大きな災難に遭うとされ 
ている。 

もし、手にいれたら早めに売り払ってしま 

おう， 

i8o 
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地面にピッケルを打ち込んだような跡が続いている。不思議に思って調べて 
いるうち、ネバネパした液体が足元に飛んできて見動きできなくなる，やがて 
ピンク色の大きなクモが姿を現して ■■. 。 

リムカペンぺは巣を張ることのない陸グモで、その動きも決して速いとは言 
えず、太い脚のツメも武器として使ってくることは無い。彼等はネバネバした 
唾液とイバラのようにトゲの付いた糸で攻擊してくる。 
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敌が射程内にはいるとまず唾液を敵の足元に向かって吐き出し、相手が身動き 
二れなくなったところで糸を噴き出して縛りあげる。そして、糸を巻き戻して 
■分の口のほうまで引っ張ってくるのだ。 

リムカペンべは重力の低い世界からやってきたらしく、動きは遅い。しかし 
酎久力があるので火力の小さな銃では歯が立たないであろう。距離を取って 
攻擊をしてくるモンスターなので、こちらも距離を取ってグレネード弾や、 

十バーム弾を打つべきだろう。 
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サドモネ•アセビス 
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人間の味を知った異世界の食虫植物は、その瞬間から恐ろしい食人植物へと 
変貌を遂げた e サドモネ.アセビスがそれである。 

サドモネにとって、人間は貴重な栄養源なのだ。本来の生息世界では、一日 
にわらじ大のアブを数十匹も食べるといわれているサドモネが、この世界では 
一人の人間を食べて3日はもつのである。 

サドモネはつぼみ状になっている部分から、マヒ効果のある花粉を吹き出し 
て人間にあびせ、ある程度弱ったところで触手攻撃をしかけてくる。ムチのよ 
うにしなやかで堅い触手の攻擊は相手にかなりのダメージを与える.そして最 
後には大きく割れたザクロのような口で、人間を頭から飲み込むのだ， 

口の中からシュルシュルという消化液の流れる音が聞こえ、哀れ被害者は少 
しずつ少しずつ游かされ、食べられていく ■ ■ • 〇 
そしてサドモネは満足そうに真紅の花を咲かせるのだ。 

植物系なだけにナイフで切0裂くかナパームで焼き払うのがいいだろう。 
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サルページの帰り道、ふわふわと空中をさまよう骸骨に襲われて財宝をゴッ 
ソリ持って行かれた ■ * ，こんな経験を持つ者は多い。 

その骸骨の正体はネルチギノスの頭なのだ。ネルチギノスは異世界から転移 
されてきた、5本の首を持つ巨大ミミズ。その胴体は地下にあるので不明だが 
恐らく球根のような感じではないかと想像されている。 

このモンスターは普通、地下を縦横に動きまわり、いきなり地面に飛び出し 
ては動物や人間を壟う。その動きは非常に速く、滑らかである。 

ネルチギノスは首ごとで攻擊パターンが違う。1本は体当り攻擊専門であり 
2本は体内からゲル状の弾を打って攻撃する。残った2本はなぜか戦闘には 
参加せず、キーキーと奇声を発するだけである。このことからネルチギノスを 
5匹の巨大ミミズの共同体だという学者もいるがいずれにせよ強敵であるのに 
変わりはない 4 こうした巨大でぶにょぶにょした敵にはブッシュナイフで対応 
するといいだろう& 
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ふと、背後から鼻をつく異様な匂いが流れ 
てくることがある。それはアルカニヤが迫っ 
ている証拠なのだ。 

アルカニヤは暗く淀んだ異世界のへドロの 
沼で産まれた蟹形のモンスター。その一生の 
ほとんどを光の薄い世界で過ごすために非常 
に目が悪く、動きが鈍いのが弱点だ。 

ヘドロの匂いが染みついた体はそれだけで 
武器の役割を果たすが、最大の武器はやはり 
その大きなはさみである。大きくて重いため 
破壊力はあるが、挟み切るのにはあまり向い 
ていないらしく、獲物を倒すのにも頭上から 
振り降ろして撲殺する形をとっている。 

アルカニヤに狙われた者の末路は悲惨であ 
る。頭蓋骨をはさみで打ち砕いたあと、アル 
カニヤは死体の上に腰を下ろし、卵を産みつ 
けていくのだ。死体は貪欲な幼虫の餌となり 
、次第に白骨化していく。しかしその骨をも 
幼虫は食べつくしてしまい、最後に残るのは 
被害者の眼球だけとなってしまう。何故だか 
わからないが、彼等は眼球だけは食べられな 
い。地面に転がった眼球はあなたにアルカニ 
ヤの恐ろしさを教えようとしているのだ。 

アルカニヤの犠牲者にならないためにも 
GMB — 7 3 4の弾は切らしてはならない。 
グレネードやフルオートモ_ドなら奴の動き 
を封じて、倒せるであろう 
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ほろ酔い気分で酒場を出たときなど、目の前で悲しそうに立っている女を見 
つけることがある。すらっとした足が妙に色っぽいので、思わず近づいたりす 
ると.. • 。 

フォグシィ は唯一確認され ている ヒ ユ_マノ イド型の モンスターである。 
大きさも人間と同じくらいであり、全身を繊毛に被われ、髪の毛がリン光を 
放って いる。 顔の雰囲気などからキツ ネの 系列 が 進化 した ものと思われるが、 
彼女 （ ？ ） の腕の あるな しを含めて実態は定かでは ない。 

フォグシイは独自のテリトリーを持っているらしく、そこに入りこむとすぐ 
に攻擊を仕掛けてくる。脚力を活かして高速で音もなく接近し、蹴りを打って 
くる。足の爪は鋭く、まともに受けると肉を削ぎ取られるので気をつけなけれ 
はならない0 

フォグシイに対して銃を使うのは無意味である，打とうと思ったときには 
もう、目前に迫っているのだ.こちらも接近戦を挑むしか方法はない d 
なんとか捕まえてしまえば、確実に勝てるだろう。 
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中型乗用車ほどの大きさ、1トンを超える体重。それがゲオ‘バントスの 
特徴だ。 

このモンスタ_は一 - 日の大半を眠って過こす。たとえ起きているときでも 
ほとんど動くことはなく、頭を甲羅の中にしまったままじっとしていることが 
多い。しかし、人々の間では『突擊重機関車』という呼び名で恐れられている 
のだ，それは何故か？ 

それはケオ-バントスの攻擊スタイルから来ている。 

彼らは一日に2回、獲物を求めて非常にゆっくりした速度で廃墟をさまよう。 
しかし、獲物を見つけたとたん、尾部からは長い角を出し、甲羅に開いた穴 
からは大きく蒸気を噴き出して時速80キロで“突擊”してくるのだ。 

本来、ゲオ■バントスは草食であり、口には歯がない。体当りで倒した巨木 
に鋼鉄のストローのような舌を突き刺し樹液を吸って栄養分としていたのだ。 
しかし、このアガルタにそれほどの巨木があるはずがない。 

彼等は他のモンスターや、とりわけみずみずしい人間の身体に目をつけ、 
襲ってくるのだ。 

襲われた者は血を全て吸い取られ、即席のミイラと化してしまう。そうなら 
ないためにも奴が突擊してくる前に GMB — 7 3 4のフルオートやグレネード 
弾を打ち込んでやるしかない。 
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•ユーザー登録について 

このたびは、弊社製品をお買上いただき誠にありがとうございます。 

今後、当ソフトを有効にご利用いただくためにも、ぜひユーザー登録をお済ま 
せください。 

パッケージに同封のユーザー登録葉書に必要事項をご記入の上、弊社ユーザ 
ーサポート係まで御返送くださいますようお願い申し上げます.弊社ご愛用者 
名簿に登録を行い、今後多くのサービスをお客様がお受けいただけますよう 
大切に保管させていただきます0なお、ご協力いただきましたアンケートに関 
しましては、弊社の今後の商品開発の資料とさせていただきます 6 

※ユーザー登録は購入後二週間以内にお願いします。ユーザー登録の際は、は 
がきの部分をミシン目から切り離しお送りください。保証書はお客様のほうで 
大切に保管してください。 

磡ヒントについて 

ゲームをすすめていくうえで、どうしても先に進めなくなったときはその状 
態を詳しく書いて、ヒント券と、 62円切手を貼った返信用封筒を同封の上、 
封書にて弊社ユーザーサポート係までお送りください 6 

※なお、ヒント券は No. 1 から順番にお使い下さい。 

神の聖都は壮大な ス トーリーを持つ ア ド ベンチャー ゲームですのでヒントを請 
求する場合は、その状態を詳しく書いてお送りください。そうでない場合は 
正確なヒントを送れないことがあります。 

〒10 4 東京都中央区京橋郵便局私書箱103号 

スタジオパンサ ー. ユーザー サポート係 


神の聖都 

ヒント券 

神の聖都 

ヒント券 

神の聖都 

ヒント券 

神の聖都 

ヒント券 

神の聖都 

ヒント券 
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No_l 

N 0.8 

N □,3 

N □.4 

No .5 




























春保証規定 


無償保証に関する規定 


1、 本製品の、製品内容に対する保証は、シリアルナンバーから計算して 
発売後一年間をその期間とし、お客様の使用中の保証は、ユーザー登録 
開始から6ケ月間とさせていただきます。 

なお、ユ_ザ_登録は購入後二週間以内にお願いします。 

2、 本製品の使用権は、指定のコンピューターシステムー台についてのみと 
し、複数のコンピューターシステムで使用した場合の故障、破損などに 
ついては無償保証の範囲外であることを明記します。 


3、本製 ft の使用権は、購入されたお客様一入に対して存在し、使用権の譲 
渡はないものとさせていただきます6当権利のない方の使用による故障 
破損などについてほ無償保証の範囲外であることを明記します。 


4、上記項目に違反したり、規定動作以外の方法（改造など）を行い使用し 
た場合もしくは、ユーザー登録を済ませていない状態での故障、破損な 
どは、弊社の無償保証のかぎりではありませんのでご了承ください。 

上記に反しない、材質上、構造上の不具合に対しては弊社が責任をもって 
良品と替えさせて頂きますので正規ラベルの貼られたディスクを弊社 
ユーザーサポート係までお送りください。 

お客様の本製品のご使用による損害に対しましてはいかなる場合も責任を 
負わないものとさせていただきます。また、機器の欠陥、不適合による 
損害についても同様に一切保証しかねます。 
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有償保証について 


1、 お客様の誤った使用、不適当な取扱いによる故障、破損。 

2、 当製品以外の機器の原因による故障、破損。 

3、 弊社以外での修復や、改造などが原因の故障、破損。 

4、 無償保証の期限がすぎてからの故障、破損。 

上記の場合には有償にて製品の修復をさせていただきますので、正規ラ 
ペルの貼られたディスクに交換手数料を添えたものを弊社ユーザーサポ 
一 卜係までお送りください6 

( 交換手数料はディスク1枚につき2 5 0 0円です） 

保証の除外について 

1、 天災、地変、火災、異常電圧など予想不可能な要因による故障、破損^ 

2、 海外での使用による故障、破損。 

3、 営利目的での使用による故障、破損。 

4、 正規ラペルの貼られたディスクがお送りいただけない場合。 

上記の場合には有償無償にかかわらず、保証の規定から 
外させていただきます。あしからずご了承ください， 


202 








2〇3 




原田誠司（はらだせいじ) 



〇型 
うお座 

S 41 . 3 . 12 

「神の聖都」チーフアログラマー， 
使える言語はゼッパチをはじめとして 
86、 C 、 UNIX 、 etc ...。 
代表作 「 A C T O R j 。 


•豊富な言語能力をいかしツアーコンダクターをめざしている. ■ .。 ？？？ 
パンサーの開発の旗頭的存在である。飯塚の大黒柱に対して「歩く多重割り£ 
み」と言われている。 

ある日開発室にボンボンベットが届いた。 
r すいませ 一ん！ 丨まくらと キーボード 知りませ 一ん？？」 
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嶋和 f 綺文（しまむらあやぶみ ) 



_ 


fcv ■•■ ぐ -::' 
> / 


てんびん座 
S X 4 .10. 13 


參「神の聖都」美術全般のこだわりは実は彼なのだ◊彼ははっきり言って「 
ゲージツカ』です。日々、彼はマウスでカラースキャナーに対抗し、点描を行 
う。 0. 31を支給できて社もホッとしているところである。 

その内パンサーオリジナルスクリーントーンを開発するのでは？ 

がれきの山を描くに当たって深夜、道路工事現場にカメラ撮影に行き危険だと 
現場の方にどなられてしまったのはいつだっただろう。 
r ガードマンさんごめんなさい. 


2〇5 






















尾張裕司（おわりゆうじ） 



A 型 

おひつじ座 


S 41 . 4 . 8 


「神の聖都」 MSX 2 版担当の新鋭ァログラ 
マー。次回作はバリバリのシューティング 
ゲ_ムが作りたいという。 

代表作 天九牌 MS X 2版。 

參「あ 一、 やっと出来た、出来た a MSX は PC 



遅いのなんの • ■ナンノハ FM . _ FM ハタウンズ 


8よりディスクアクセスが 
■• タウンズハカラオケ； 


キル，タウンズホシイ .. ディスクアクセス中は割り込み処理がか 

からないなどのハンディが大きかったけどそれはそれ、グラフィク効果が1 e 
パレツトであることを生かしたモノになつたんじやないかな一と思います$ _ 
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前田康一郎 (まえだこういちろう） 

A 型 
かに座 

S . 3 5 . 7 . 1 

プログラマー。ただし、年末向けの SLG の 
製作に入っていたため、テストアレイヤーと 
して『神の聖都』に参加。 

代表作 天九牌9801版 
• 「テストアレイをした前田です。天九牌を作り終わってから、すぐに年末用 
の 『 J O SHUAj (ジョシュア〉という S LG の製作に向けて、仕様を固め 
たり、ツールを作ったりしてたので『神の聖都』のテストアレイをしたときは 
新鮮な面白さがあって、アレイしていて楽しかった。年末には『神の聖都』に 
負けない面白いゲームを作ってバソコン誌を賑わせるので期待して下さい。」 



神尾憲二 (かみおけんじ） 

0型 

てんびん座 

S ■ 4 3 . 9 ■ 2 9 

営業マン◊兼、テストアレイヤー。 

秋葉原周辺を中心に営業活動をする6 
代表作 「大江戸繁盛記」マニュアル。 

• 「全国のパソコンショップの店員の皆樣、私が広告の隅に担当として名前が 
出ていた営業の神尾です。とうとう写真まで出るようになってしまいました$ 
しかし、疲れました。営業なのに、シナリオやマニュアルにまで口出しした為 
に* ■ ■ 。でもなんとか発売できたし、あとはユーザーのみなさんからの感想 
が恐いだけです。ちゃんと全部読んでますから、感想書いてくださいね！」 
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: 


製作中のためテストアレイヤーとして参加。 


' 


代表作 


X 68 K 用 「大江戸繁盛記 


• 「 X 68 K のアログラマー、原 


史です，今回は X 68 K の天九牌を作つ 


原 一 史 （はらかずし ) 


A 型 

おうし座 
S . 3 7. 5 . 1 

デバッグアレイ担当，天九牌 X 6 8 K 作者。 
本来プログラマーだが、天九牌 X 6 8 K 版の 


ている最中だったので、ゲームのテストアレイヤーをやりました ◊ 久しぶりに 
ゲーマーしちゃったけど、いい気分転換になりました。おかげで X 6 8 K の天 
九牌はいい出来になりそうです。それが終わったら愛車（インテグラ）並みに 
エンジン全開で年末商品に取り組むぞ！！」 


安藤茂登（あんどうしげと） 

〇型 

おうし座 
S . 4 3 . 5 . 8 
美術部門アシスタント。 

新入社員だが、入社2ケ月目にしてすでに、 
スタジオパンサーの ムードメーカーと して 
その地位を確 i している。 

•「はい、安藤ですが** •はい • •はい、写真を載せてもらえるなんて、光 
栄に思っておりますです。ハイ • _ .。え、ええ、グラフィック関係のアシス 
タントをやらせていただきました。ええ、ものすごく勉強になったと思います 
• _ •失敗ばかりしました ■ • .すいません6え？これ、そのまま文章になる 
んですかぁ？え、来年ですか？. _ • なにやってるんでしようねえ • _ • ?」 
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西前健司（にしまえけんじ） 

〇型 

みずがめ座 

S . 3 7 . 1 . 2 9 

MSX 2 版グラフィック担当。 

マニュアルに掲載されているアル フイ スの 


__イメージイラストは苦心の作。 


代表作 


X 68 K 用 「大江戸繁盛記」 


♦「あ • • ■ ど一も西前です。ポクは MSX 2 のグラフィックの直しとかをや 
りました。 MSX 2は初めてだつたんですけど、なかなかムズかしいですね。 

あ • . ■マニュアルのアルフィスもポクなんですよね。あれのリテイクには 
まいりました。思い出の作品なので、ぜひ見てくださいね。 

そうそう、ポクの家にはパソコンがないんです a 誰かください ， j 


山口則光 (やまぐちのりみつ） 

〇型 
しし座 

S • 3 8.7. 24 
PC — 9801版サブァログラマー 
『神の聖都』が初のゲーム製作。 

現在、本格デビュ_に向けてノウハ 
ウを蓄積中。 

•「はじめまして。98でプログラミングのお手伝いをした山口です。 ゲーム 
っていうのはプレイするのはたのしいけど、作るとなると大変ですね。1ユー 
ザーだったころはあまりプログラミングのことまで考えてなかったものですか 
ら、今になって苦労してしまいました。でも、一年後ぐらいには8■神の聖都』 
クラスのソフトを一人で作れるようになってみんなを黧かせてみせますよ ！ j 
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佐藤健次 ( さとうけんじ） 

〇型 
やぎ座 

パンサ_の怪鳥、いやッ、会長 


5/12 PM 02:00 年末商品企画会議会社設立時からの構想がやっと現実になる 
かも知れない。赤沼と打ち合せ。ハイパーヴィジュアルと決定。 

6/30 AM 10:00 第一回制作会議原作配布 ◊ グラフイック嶋ちやん、チーフは 
原田。 

7/18 AM 09:00 第二回制作会議原作から脚本上げ工程確認済み絵コンテは 

プログラマーを加えたいが G チームが難色 . パソコンの限界を知らぬ者がアニ 
メ、映像効果を割付できるか？ ？疑問だが斬新なものができるかも？？ 

10/2 PM 06 :05問題続出。シナリオ練り直し。コマンドフロー、絵コンテが無 
駄になるのが痛い a 飯塚と朝まで相談。 

11/4 AM 01:15 第三回制作会議総勢決定。シナリオと絵コンテを同時進行と 
言う離れ技をやる。 

12/8 AM 09:00 絵コンテはあたかも雑記帳だ。直しの多いこと。原画おこしか 
ら G チ ー ム始動。 G チーム、 S チ ー ム正月なし決定。がんほれよ！！ 

12/13 PM 7:15 事件だ。撮影に行った横浜スタジアム付近でコンタクトをおと 
した 6 ショック！！ 
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12/24 PM 11:55 嶋ちゃんから TEL 。 工事現場の人たちを怒らせたらしい。 
まいったまいった。もう凝り性なんだから。 

1/10 PM 06 :20 P チ_ム始動。先ずデモから。飯塚より CD の件上がる。 

ノ、イパーヴィジアルにふさわしい . 。 

2/28 PM 11:05 P チー'ムより動きを見せてもらう。なっとく。デモの上げを 
急げ！！ 

3/31 AM 830 原田チーフより報告の' rEL , 徹夜だったらしい。デモ上がり。 
さあ量産だ。最低全国に3 0 0 0セットは流したい，「シヨッアさん届いたら 
一度でいいから起ち上げてくれよ！」見てくれさえすれば何とかなるはずだ。 
5/13 AM 09:00 連日神尾と雑誌社回り。その場で見てくれず不安。電話を頂いた 
所はさすがに丁重で恐縮した，しかしこの雨、この雷、まさに前兆ではないか。 
6/1 AM 09:00 C D 化のための業者とのミィーティング。飯塚が過酷になって 
きた ◊ 5日からスタジオ入り10日にトラックダウンとのこと。 

6/2 AM 09:55 オリジナルパッケージ決定◊掛かるが仕方あるまい . C D とで 

結楕 いく。 

6/3 AM 09 :00今日、原田と神尾とミーティング，25日は発売は断念するし 
かない。 CD が間に合わない。1力月前の雑誌の 原稿は 8日に出てしまう。8日 
の紙面では6月25日になっている。各方面に謝罪に回る。神尾おつかれさん。 
6/10 AM 02:00 原田、開発室で屯活を始める，疲れが見える。雑誌の記事の初校、 
励ましの手紙が奴の疲れを取る。 

6/15 AM 04:00 一晩中雨だ。開発室5名徹夜。ミスターを差入れ。4月に脱落 
した3人はどうしているのか. 

6/22 AM 06:00 今日のサンケイ昨日より3 0分遅い 6 マニュアル版下完成。開 
発スタッフの疲れが手に取るように分かる。コメントでほとんど本編のことに 
触れてない。それに引き換えミユージシャンは興奮気味のコメントを寄せてい 
る。じつに面白い。 
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飯塚哲也 (Electric Guitar ， Keyboards) 



匕 


f ' 

,.■ 

.旧::'. i ;..:: 

观: 


.3 

+ U . : . 1114:遙 


嫌:絲戰 

■:ふ ㈣ 
兮■: W 跳 

餐象: 


液型 
■星座 
■生年月日 

■プロフイール 


A 型 

ふたご座 


S 3 5 . 6 . 16 


副社長、アートディレクター、 
タリスト、アレンジヤーとその 



多彩な才能はパンサーの大黒柱に 


ふさわしい。 

今回のレコーディングディレクタ 
一は初体験ではあるがメッセージ 
は強烈なものがあった。 
ミュージシャンとしての彼が言い 
たかった世界をじつくり味わって 


下さい 


• 「飯塚です。このゲームはものすごくエキサイティングだしロマンチィック 
だし感動的だ * 

と言うと制作スタッフとして押し付けがましいけど是非じっくり僕らの君達に 
対するメッセージを受け取って欲しい。 

僕も君達と同じようにゲームはよくやっている 6 1ユーザーの立場を忘れたこ 
とはない。 

「神の聖都」にはあらゆる要素が入っていると思う。ハードボイルド、アクシ 
ヨン、サスペンス、スリル、ホラー、コメディー、ラブ、 SF 、 フアンタジィ 

一、 そしてアドベンチャー . 。 

ギター、の音色に気を使ったのはそこんとこなんだ。 


2 I 4 



















■プロフィール提供した曲が軽く 50万枚以上^ 

れちやったという超一流のヒット 
メーカー。 

パンサーの社友である。ときどき 
コンサートなどで m るとヒョイ 
とに来る 。 


• したらナインボールほんとにやろうよ。ねつ！！」 










木村隆 (Drums) 





血液型 

A 型 

星座 

おひつじ座 

生年月日 

S 3 8. 3 . 2 6 

プロフイ - 

•'ル某有名ミュージシャンのバック 

バンドでドラムをつとめる。 


• 「僕はドラムを演奏した。聞いてくれたみんなはわかると思うけどこの曲の 
始まりの不気味な和音.そしてその和音を打ち砕くかのようにドラムが鳴る 6 
僕はこの最初の叩き始めの音にとても神経を使ったんだ。 

それはユウキの心の中の不安、弱さ .. 

それはユカリを探すため、悪を倒すためにユウキが自分の力で振り切っていく 
決心が表れているような気がするんだ。 

レコーディングの時、どうもこの曲の前奏部分がいまいちノリが悪くて困って 


しまったのも、そういう理由なんだ。 

不安や臆病な心を自分で励まして力強く戦うっていうことはとても難しいこと 


だと思う c 

僕は「神の聖都」のユウキの生き方を知ってから自分をユウキにダブラせて見 
た。そしてリハーサルにリハーサルを重ね、やっとこれだと思う音を鳴らすこ 


とができたとき僕はステックを置いた 


〇 


そして ツアーの 始まる札幌へ向かうことにした， • J 
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■血液型 

■星座 

■生年月日 

■プロフイ—ル 


B 型 

おとめ座 

S 3 3 . 9 . 7 

種とも子のバックミュージシャン 
としてレコーディングに、コンサ 
ートにと活躍中のペーシストゆ 


• 「僕はぺ_スを弾いた宗です。僕もやっぱりドラムの隆ちゃんと同じように 
ベースの太い音でユウキの力強さを表したいと思って一生懸命弾いたよ。パン 
チのきいたベース、迫力のあるベースがもっともっと力強くこの物語を表現で 
きるんだと信じてね。また、ベースのたくましい、しかし縁の下の力持ちみた 
いな役割は、ユウキを支える他のみんなのような気もするんだ。 

シェイマスやノートンその他もろもろの人々がいなければユウキもここまで成 
長できなかったと思う a 僕は今までパソコンゲームにはあまり興味がなかった 
んだけど、これを機会に少しやってみようかなと思う。『神の聖都』、完成し 
たら1本くださいね！！ 

ドラムは派手な感じだけどそれに較ぺて少し目立たないのがペースだ。 

でもペースがいなかったらいい曲はやっぱりできないと思う。 

弾いた •.•- ，、思いっきり弾いたよ ！！ j 
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■血液型 
E 1 星座 

■生年月日 

_ブロフイ ール 


A 型 

ふたご座 

S 4 1 . 5 . 28 

モデル、作詞、作曲と広範囲に渡 

り活躍している。 

スタジオではキーボードを飛び入 
りでかってでてミユージ シャン 仲 
間を驚かせた器用さも見せた。 


• 「みんな、きっとこの歌が好きになるに違いないと思います，（ソ•ウ■ネ 


■力. ッ .テ.ル.〉 

このメロデイ、このリズム、この歌声 . , 

この歌のレコーディングに関わった人たちの心は「神の聖都」に向けて、ピタ 
ッと一つに 合わさった. •. 

そんな気がしませんか？ 

実はこの詩を書いたわたしも自分にビックリしているのだけど、この詩だけは 
突然スラスラと頭に浮かんだの。 


この歌をレコーデイングしたみんなと同じように「神の璧都」に心が奪われて 
しまったんだと思います。 


詩を書くに当たって オープニングス トーリーと言うもの （ このマニュアル にも 
同時に載るそうですが）を渡され、また開発途中のゲームを教えてもらいなが 
らやってみました。 

作曲者が作曲者だし （ A > 48 4/ EUK >結構マジになってイメージをつか 
むのに必死でした。 


オープニングストーリーを読み終えてみるとしばらく自分が今どこにいるのか 
分からなかったぐらい「神の聖都 j の世界に入り込んでしまっていました 
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〇 















よくありがちのクサイ熱血物語とは程遠い、これこそ愛の物語だなんて思った 
りもしました 6 だってパニック状態の人の怒涛の中で、懸命に一緒になろうと 
するユウキとユカリの姿を思い出して下さい 。 

何千もの人の顔、顔、顔の中でユウキもユカリもお互いを見失うことなく見つ 


めている。たとえ大勢の人々のために二人の間が遠く隔たっても、相手を求め 

る熱い眼差しは強くつながっているんです 6 

わたしはそんな二人の純粋な心を感じて . 


そうまるで、灼熱の砂漠の中に通る一本のまっすぐな太いパイプラインのよう 

























西涼子 (Vocal ， Chorus) 
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■血液型 

■星座 

■生年月日 

■ブロフイ ール 


B 型 

おうし座 
S 3 8. 4 . 2 3 

アイドル歌手のバックコーラス。 
本人もあるバンドに所属しており 
最近では、ライブ活動も盛んにな 
つてきている。将来有望な本格派 
ヴオーカリストである。 


•「ヴォーカルを担当した涼子です。ホントにこの歌ってイイですね。歌って 
て自然にグッと盛り上がってきて泣きたくなってしまいそうなジーンとした気 
持ちになりました。 

最近って結構クールでスマートでサラッとした生き方が流行ってるじやない。 
この話ってそれとは全く反対の泥まみれになって傷だらけになっても目標に向 
かって突き進むタイプでしょ。 

「良くありそうな話だ！丨」なんて絶対に言わせない。 

私もどうしてこんなに自然に熱い愛をテーマにした歌が歌えるのか分からない 
の。 

とにかくユウキのような人に愛されたら女の子としてこれほどの幸せはないと 
思うわ。 

いにしえの伝説 永遠（とわ）の別れも 

僕は超えてみせる この愛 forever 

噛みしめて歌いました . 。 
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■血液型 

■星座 

■生年月日 


〇型 
いて座 

S 3 5 . 12 . 1 



ブロフィールぺーシスト 


飯塚とは小、中、高と同級生であ 
る，スタジオに彼がいると、どう 
いうわけか楽しい。 




「佐藤です。すいませんでした東名でエンコしちゃってハッハッハ.-. 

. 。会長、スタジオ代高ずいちゃってすいません 




〇 


m m m 


エへ 


〇 
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■血液型 

■星座 

■生年月日 


■ブロフイール 


A 型 

みずがめ座 

S 3 4，2 , 7 

コピーライター 


參レコーディングスタジオの重たい扉を開けて、表へ出る。 

販らない街がすでにその鼓動を響かせ始めている。白みかけた空には、灰色の 
雲がビルとビルの狭い空間を抜けてゆく。まるで何かにおびえているかのよう 
に。目を閉じると四角いモニターからはじけた強烈なシーンが、まぶたの裏に 
よみがえる。「神の聖都」。この作品が伝えたかったことは何んなのだろう。 
ありふれた日常生活が一瞬にして消えさる時、映画のワンシーンのように、危 
険な瞬間をかいいくぐれるだろうか ◊ 愛するもののぬくもりを求めて、さけび 
続ける時、何をどう考えるのだろうか， 

「神の聖都」は問いかける。 

「イツカ*モシカシタラ.マサカ ■ ソノトキハ」 


ゲームの領域を越えて、何かが呼びかけてくる 6 
それは、アガルタからのメッセージなのかもしれない。 
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籲 CD への挑戦 


おまけなのに CD で、スタジオ生録で、ヴォーカル入りで、 24 ch マルチ 

トラッキングでミュージシャン7人も使って . 。 

とうとう2インチ回しちゃった，大変でした. 

16 c h 4 曲入りが24 c h 2曲に変更になりました。ミュージシャンの都合 
でやむなくです 4 ごめんなさい。 

もっともっと懲りたかった。また、いかに音を削るかに苦労をしました。ゲー 
ムを始める前に聞くか、終わってから余韻に浸って聞くか？ 

これからもパンサーの商品には「標準装備」とは行かないまでも予算の許す限 
り付けたいですね^ 

また、この場を借りてレコーディングでお世話になりました和田氏、トッパン 
の長谷川課長、山本氏、百田氏、シャロムスタジオのみなさんに謝意を表しま 
す 。 飯塚 
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スタジオパンサーではソフトウェアの通信販売をおこなっています。 

お近くにパソコンシヨップがなくて困っている方や、忙しくて買いに いけない 
という方のために当社から直接お手元にお届けいたします。 

通信販売でのお申込には現金書留か郵便振替をご使用ください。本製品に含 
まれている郵便振替用紙をお使いになると便利です。 

鲁現金書留の場合 

現金封筒を用意して、それに住所、氏名、電話番号を書いてください。 

次にメモ用紙などを用意して、それにご注文のソフト名、使用機種、 
あなたの住所、氏名、電話番号を書いてください。そしてそのメモと 
ソフトの価格十消費税3%分の料金を現金封筒にいれて封をし、下記 
までお送りください。 

_郵便振替の場合 

付属の郵便振替用紙にご注文のソフト名、使用機種、あなたの住所、 

氏名、電話番号など、必要事項をご記入の上、ソフトの価格十消費税 
3%分の料金とともに、郵便局でお振込みください。 


※通信販売のばあい、振り込んでからソフトがお手元に届くまでに 
2週間前後かかりますのでご了承ください。なお送料は サービス 
させていただきます。 


料金送り先 

〒104 東京都中央区京橋郵便局私書箱103号 

スタジオパンサー • 通販係 


225 







ハイパーヴ ィジユアルアドベンチャーと 銘打ち、構想から 3 年...。 

やっと『神の聖都』を世に出すことができました。 

1年の制作期間には様々なことがあり、まさにゲーム作りそのものがスタッフ 
一同のアドベンチャーでありました 。 

シナリオの練り直し、スタッフの脱落など致命的とも言えるバグ （ 7 ) が発生 
した日もありました。 

また、4月に新卒の社員2名が入社し、その斬新なキャラクターに一同唖然と 
する日も . 。 

しかし何とか乗り越え、そのたびにスタッフのスクラムは強固なものとなって 
ゆきました。 

この物語で我々が言いたいこと、ユ' ー ザーの皆さんに対するメッセージをどう 
ぞ受け取って下さい。 

f いちず」とは . 

「人を愛すること」の尊さとは.. • 

短小軽薄の時代、軽いノリが受ける時代ですがいつの世も「大切なこと」は変 
わりありません。 

「がむしゃら.こんじょう*ねばり . そして LOVEj 

これからも我々スタッフー同頑張って行きます。ご支援の程お願いします。 
また、制作に当たり各方面の方々にご支援いただきました # この場を借りてお 
礼申し上げます。 

TO BE CONTINUED 佐藤 


Portions Copyright 1987 ASCI I Corporation 
MS-DOS WS ? イク吖フト ft の觴です。 

MSXliH キ嗝醏です。 

※この物語はフィクションで t ； 従って物語に登場する個人名*団体名及び舞台設定等は y 実際のものとは一切関係ありません 
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愛は伝説を越える。愛よ疾れ、『神の聖都』へ ……〇 



企画 • 制作/スタジオ八ンサー 
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